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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──誰だれも、助けてくれないと思っていた。







　序章







　──星が、見えていた。




　星ぐらいしか、見えなかった。

　路地裏のカタチに切り取られた夜空は、ひどく瘦やせて息苦しい。

　しかし、横たわったままの私には、その夜空を見る以外にすることもなかった。身体からだ中じゆうに鉛なまりでも突つっ込まれたかのようで、指一本どころか、瞬まばたきするのも億おつ劫くうな気分。肌はだには傷ひとつないのだから、きっと致ち命めい傷しようを受けたのは肉体からだじゃなく、精神こころの方なのだ。

　四月とはいえ、吹ふき込む夜の風は冷たい。

　ひどく、疲つかれた気分だった。




『──止まってはならない』




　頭の中で、誰かが言った。

　それが自分の声だと分かってはいた。分かっていても、私には動くことができなかった。動くための気力など、残っているはずもなかった。

　なのに、

「……ぉおい」

　声が、聞こえた気がした。

「え？」

　そんなはずはない。

　私を捜さがしている連中は、十分引き離はなしたはずだ。ましてや私の同種でも、今の私の存在には気づかぬだろうに。

「……おおい。……って本当にこんなとこに人がいるのかよ、〈カエアン〉」

　声は、誰かと話しているようだった。

　しかし、人ひと影かげはひとつしかない。携けい帯たい電でん話わを持っているようでもない。カエアンとは奇き妙みような名前だったが、その入れ知ぢ恵えでもあったのか、人影はまっすぐこちらへ歩いてきた。

（────っ？）

「うおっ、こんなとこに」

　ほんの一メートル手前で、人影は驚おどろいたように停止する。

　それで、やっと顔が見えた。

　十六か、七か。まだ少年の年とし頃ごろで、どこか悪戯いたずらっぽい顔つきをしていた。

　標準サイズの制服の上から、スポーツジャケットを羽織っている。頰ほおのあたりに一条、火傷やけどみたいなひきつれがあったが、生来の──やんちゃ小こ僧ぞうみたいな愛あい嬌きようもまた、真っ黒な瞳ひとみから垣かい間ま見みえていた。

　頭をがりがりと搔かきながら、その少年が言う。

「今日はなんなんだよ。人が倒たおれてばかりだぞ」

「……放ほうっておくといい」

　私が応こたえると、少年はびくうっと大げさに震ふるえてみせた。

「起きてたのか」

「どちらでもいい」

　ため息をつく。

「とにかく放っておいてほしい。キミも、うっかり他人と関かかわったせいで傷つくのは嫌いやだろう」

「……お前、追われてるのか？」

　やっと気づいたかと、私は思う。

　見ての通り、厄やつ介かい者なのだ。とっとと切り捨てればいい。もう少し親切心を発揮して警察でも呼んでくれれば、無理にでも動く言い訳になる。どちらに転んでも、私にとって損はない。

　そう。

　いつも通りだ。

　少しだけ、休んだ。あとはいつもの時間に戻もどるだけ。その決心を、この数秒で私はすませていた。

　しかし、

「だったら、ちょうど良かった」

　などと、少年はトンデモナイコトを口にしたのだ。

「……良かっ、た？」

「俺、ボディガードなんだよ。多分、ほかのどこより格安だと思うぞ」

　そんなふざけた言葉を、続けて言う。

「ボディガード？　キミ、せいぜい高校生だろう？」

「高校生がボディガードだったら悪いのかよ。ついでに言えばトラブル一回千円ぽっきり、放課後から深夜までの安心設定だぞ」

　何か、ひどく馬ば鹿かげたことを聞いた気がした。

　私が言うことじゃないかもしれないが、極きわめて性質タチの悪い戯ぎ画がにでも放り込まれた気分。ついさきほどまで、自分こそが非日常の側にいたはずなのに、突とつ然ぜん現実と虚きよ構こうが反転したかのような。

「……ボディ、ガード？」

　もう一度呟つぶやいた私に、

「ほれ」

「え？」

　気がつくと、キミの手が差し出されていた。

「手、出せよ。それと名前は？」

「…………」

　沈ちん黙もくした。

　戸と惑まどった。逡しゆん巡じゆんした。困こん惑わくした。

　どうしようもなく、みっともないぐらいに混乱した。

　何よりも、自分自身に戸惑っていた。

　そんな私が……どうしてキミに応えてしまったんだろう。

　指一本動かすのも億劫だったはずの私が、どうして温かな手を握にぎって、自分の名を告げてしまったんだろう。

「……ナタ」

「ナタか。女の子らしい、ちっちゃくて可愛かわいい名前だな。──俺は馳はせ郎ろう。戌いぬ見み馳郎。よろしく」

　そこで、初めてキミは笑ったのだ。

　にっこりと夜に優やさしく溶とけ込む、明るい月のような笑え顔がお。

　……ああ。

　正直に、言おう。

　きっとキミに向かって言うことは永遠にできないだろうから、せめてこの胸の中でだけでも、素す直なおに告白しよう。

　私は、見み惚とれたのだ。




　自分のこれまでの人生の中でも、キミのその笑顔が──戌見馳郎のその笑顔こそが、最も貴とうといものに思えたのだ。







　第一章　自称仙人と千円ボディガード







　　　　１




　桜の花を透すかして、うららかな陽光ひかりがこぼれていた。

　はらはらと、ほろほろと、とめどなく薄うす桃ももの破は片へんが舞まい落ちていく。春のこの一時、普ふ段だんの歩き慣れた道もこの薄桃色に盗ぬすまれてしまったようで、通行人たちは美しさよりまず驚きで息を止めるのだった。

　だが。

　ここは例外かもしれない。

　賑にぎやかな通りに、赤や黄色といった目覚ましい警けい戒かい色が翻ひるがえっているからだ。

　明らかに日本の色しき彩さい感覚とは異なる、派手でいながら不思議な一いつ貫かん性と深い文化を感じさせる配色。あちこちの看板に書かれている文字も、日本のそれとは異なる漢字だった。

　中チヤ華イナ・街タウン。

　日本に点在する、異国の街のひとつであった。

　桜並木が続いているのは、その中華街の外周東側にあたり、美味おいしそうな点心の屋台がいくつも設けられている。豚ぶたまんや杏あん仁にん豆どう腐ふを並べた中華街の屋台と、降り落ちる桜の花びらとの折せつ衷ちゆうは、日本にも中国にもあらざる不思議な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　そんな景色の中を、ひとりの少年が駆かけていたのだ。

「ごめん！　ごめん！　ちょっとどいて！」

　人の間を搔き分けるようにして、少年──戌いぬ見み馳はせ郎ろうは懸けん命めいに走る。

　そうしながら、少年はひどく情けない顔をしていた。

「──ああ、もう！」

　やけっぱちに呻うめくその口調が、まず情けない。

　顔立ちはそこそこなのに、全身の雰囲気が妙みように貧びん乏ぼうくさいあたりも情けない。

　せっかくのスポーツジャケットから、ぽろりとシャツがはみ出してるところも情けないが、それにも気づかず、ぜえぜえと息を荒あらげて走る姿も情けない。

　いやもう、いろいろとみっともない。

　みすぼらしい。

　そんな情けないところを剝むき出しにしたままで、少年は必死に駆けている。

「くそ！　くそっ！　泣く！　泣くぞ！　泣くっつの！　せっかくの、二週間ぶりに遭そう遇ぐうした、タイムセールだったのに！」

　言葉の通りであった。

　少年の両手には、いくつも大きなビニール袋ぶくろが下がっていたのだ。

　いや、両手というか、ほぼ指の数だけビニール袋はぶらさがっている。そのひとつひとつの隙すき間まからネギやニンジンや大根が突つき出し、底の方に転がったのはタマネギとかキャベツで、あげく中間でビニールのカタチを歪ゆがめているのは大量の豚ぶた肉にくパックと牛乳だ。これら大玉のビニール袋をばっさばっさと連ねた姿は、まるで討うち入り前の武士もののふのよう。

　──こんなはずはなかったのだ。

　なぜならば。

　この三倍は買うつもりだったのだから。

　またまたみっともないことに、少年の頭の中では、逃にがした魚の計算がいまだに続いている。ここ一ヶ月分の食費が二千三百四十円は圧縮できたはずだとか、ついでに夕食の品をひとつ増やせたはずだとか、そんな計算をどうしてもやめることができない。

　もはや、本能にまで食い込んだ貧びん乏ぼう性しよう。

　実際、群がった主婦の波をかいくぐり、セールの最前線に突とつ入にゆうしたところまでは良かったのだ。この春で底値をついたはずのタマネギを手にして、返す刀かたなでニンジンをもぎとり、豚肉パックと牛乳をゲットしたところまでは理想通りの展開だった。

　ちょうどそのとき、スーパーの玄げん関かんをのんきに横切ったあれを見つけてしまわなければ。

「っくそおーっ[image: !!!]」

　涙なみだを袖そでで拭ぬぐう。大量のビニール袋と周囲の観光客とが激げき突とつしかけるのを、なんとも器用に回かい避ひしながら、中華街外周の通りを疾しつ駆くしていく。

　三さん叉さ路ろで、立ち止まった。

　新しいビルを建設中と思おぼしい、工事現場のすぐ隣となりであった。

　左右の道へ頭を巡めぐらせたところで、

「──馳郎、こちらだよ」

　と、落ち着いた声が投げかけられたのだ。

　工事現場の二階あたり。肩かたで息をしながら頭上を見上げると、不格好に突き出した赤い鉄骨の上には、ひとりの少女が座っていたのである。

「ナタ！」

「ついさっき、私もあれを見つけたんで先回りしてみてね。あれの氣チイなら、ここで路地裏をくぐっていったぞ」

　陽光を跳はね返す白い帽ぼう子しと、もっと真っ白なワンピースを着た少女である。

　長い黒くろ髪かみを頭の両横でくくっており、ゆわえた真しん紅くの紐ひもが頰ほおのあたりに揺ゆれている。お人形さんみたいに華きや奢しやな体つきなのに、物もの腰ごしは妙にしっかりしてて、そのアンバランスさが目を惹ひきつけた。

　年は……よく分からない。

　馳郎よりずっと年下の十歳ぐらいにも、案外同い年ぐらいにも思えた。

　ただ、ちょこんと頭にのせた白い帽子をつまみ、太陽を背にしてくすくすと微び笑しようするあどけない姿が、これ以上なくよく似合っていた。

　つい、と少女の指が動く。

「そこの路地裏に、まだ同じ氣チイの臭においが残ってるぞ。どうも行方ゆくえをくらまそうとして、無む理り矢や理り柵さくを越こえたらしい。今は三つぐらい向こうの路地だ。ほら、ちょうどあのへん」

　独特の口調で喋しやべりながら、くるりと鉄骨の上で膝ひざを組み替かえる。

（…………っ！）

　少年が、息を止める。

　その仕草があまりに無防備で、ワンピースの内側まで見えそうになったためだった。

　慌あわてて視線をそらした馳郎に、ことりとナタが首を傾かしげた。

「ん、どうした？　体温があがってるようだが、春の陽気でのぼせたか？」

「な、なな、何でもない！」

　ぶんぶんと首を振ふって、ごまかすように話題を元に戻もどす。

「つかお前、氣チイだとかなんだとか、そんなのよく分かるな」

「仙せん人にんだからね」

「はいはい。いいから霞かすみでも食ってろ！　それと、これパス」

　次々放ほうり投げられる大型のビニール袋を、少女が器用にキャッチする。無論両手だけで受け止められる量ではなく、四つめあたりからはピラミッド状に重なっていったのだ。

　雑ざつ伎ぎ団だんのごとき軽かる業わざを披ひ露ろうしつつ、少女の白い帽子がちょこんと動く。

「ほほう、ケチが根を張ったようなキミにしては、ずいぶんと張り込んだじゃないか」

「うるさい！　もっと買うつもりだったんだ！　せっかくの底値だったのに！」

「なんだ。だったら、あれは無視して粘ねばれば良かったのに。どうせキミの依い頼らいは千円先さき払ばらいだろう。底値で節約できる方がお得だと思うぞ」

「依頼は依頼っ！　そんなんで無視できるか！」

　言いざま、馳郎が駆け出した。

　加速する。

　すぐ路地裏の行き止まりが見えた。垂直に三メートル近くほど突き立った、中華街と外部を隔へだてる塀へいだ。犯人がここをよじのぼったとしたら、よほど身軽な相手に違ちがいない。

「──っ、ああもう、こんなとこまで！」

　大いに嘆なげき、ため息をつく。

　ますます情けなく表情を歪めて、近くに人目がないのを確かく認にん。

　相当悩なやんでから、小さく名前を呼んだ。

「…………………………………………………………〈カエアン〉、これっていけるか？」

『イエス、マスター』

　はたして──答えは、服の中から返った。

　ややぎこちない機械音声とともに、異変が起きたのだ。

　少年の背から、金属の腕が生えたのである。

　馳郎が地面を跳ねると、長く伸のびた金属腕が壁かべをしっかりと摑つかみ、少年の身体からだを力強く引き上げる。ばかりか余勢をつけて中空を飛び、さらに向こう側の建物の屋根をキャッチしたのだ。その繰くり返しで、少年の身体は屋根から屋根を跳とび回る。

　まるで、ヒトガタの鳥のようだった。

　本来の道のりを大だい胆たんにショートカットしつつ、見えない自転車でもこぐように足も動かしながら、少年は中華街の空を跳んだのだ。

　が、

「つ、お、おおおおおおおおおおっ！　かか、かかか、〈カエアン〉!?」

　一流のサーカス芸人もかくやという軽業に、当の少年自身が顔を強こわばらせたのである。

「か、〈カエアン〉、無理！　無理！　無理だって！　もうちょい手加減を──！」

『マスター、目標を発見。地表、三時の方向。確認をお願いします』

　主人の訴うつたえも知らぬげに、再び機械音声が響ひびく。

　──〈カエアン〉。

　それが、馳郎の持つたったひとつの『特別』だった。

　少年の状態を常にモニタリングし、独自の思考と簡易人格さえ備えた、着用ウエアするラブルコンピュータ。今の仕掛マニピけ腕ユレータを制せい御ぎよし、少年を空に跳ね飛ばしたのも、この〈カエアン〉だった。

（こ、この、無理無む茶ちや無む謀ぼう人工知能Ａ・Ｉ──！）

　胸中で、非難の叫さけびをあげつつも。

　機械音声の通り、視線を地表へ動かせば、ふたつ先の路地裏にそれの姿はあった。

「わ、分かった！」

　馳郎の了りよう解かいとともに、機械の手がぐるりと回転する。

　慣性の法則に従って少年の姿勢が強ごう引いんに変わり、最初の目測と違う屋根に摑まらされた。

「ぬぅ、お、あっ!?」

　このあたりには多い、竜りゆうの細工がされた瓦かわらの屋根だった。鉄棒のように金属腕だけで回転に弾はずみをつけ、さらに跳ちよう躍やく。悲鳴を吞のみ込んだ少年は、必死の思いで自分の両手を突き出して、通りの向かい側のパイプを握にぎりしめた。

　そのまま、螺ら旋せんを描えがくように地面へ。

　幾いく分ぶんかの砂すな埃ぼこりを巻き上げつつ、中華街の路地裏に着地する。

「……ひい、ひい、は、はあ。……こ、こ、殺す気か、〈カエアン〉」

『ノー、マスター。その意図は皆かい無むだと主張します。マスターの指令の達成を報告します』

　とりつくしまもなく機械音声は告げて、金属の腕がジャケットの内側へと引っ込んだ。

「…………」

　数秒間、少年は息を荒げて、地面を見つめていた。

　三半規管を搔かき回され、ぐるぐると目が回っていたのだ。当然胃の中身も同じだけ攪かく拌はんされているわけで、胸やけは地じ獄ごくのように彼を苛さいなんでいたが、それはなんとか我が慢まんした。

「……とに……かく……見つけたぞ」

　ぐるりと、振り向く。

「────ッ！」

　対して、突とつ然ぜん舞まい降りた少年に茫ぼう然ぜんとしていたそれも、強きよう烈れつな反応を示した。

　身体中の毛を逆立てるようにして、思い切り背中を見せたのだ。四し肢しをふんばって、一気に逃げだそうとしたそれの首根っこを、しかし少年の指がぎゅっとつまみとる。

「──はい、捕つかまえたっ」

　疲ひ労ろう半分、苦笑半分の顔で、少年がそれを見つめる。

　つまり。

　猫ねこだった。

　何の変へん哲てつもないはしっこそうなぶち猫が、自分を捕まえた少年に抗こう議ぎして、その鋭するどい爪つめを振りかざしていた。

「にああ～！」

　怒おこっているような鳴き声は、中華街の路地裏に高く響いたのであった。







　およそ、三十分ほど後。

　中華街を東に出てすぐの、川原である。

　きらきらと光る水面のそばを、ふたりの人ひと影かげが歩いていた。

　──もちろん、馳郎とナタだった。

　依頼人の飼い主にぶち猫を引き渡わたした馳郎の顔を、ナタが興味深げに眺ながめていたのだ。

「案の定、たっぷり引っかかれてきたな」

「……あ、あいつ卑ひ怯きようだ……。こっちが捕まえてほっと安心したところに……いきなり、きらーんと爪で滅め茶ちや苦く茶ちやしやがって」

「向こうからすれば、せっかくの自由を満まん喫きつしてるところに突とつ然ぜん現れた妨ぼう害がい者だろう。その反応は当然と思うぞ」

　物の道理を説くように言って、それからことりと首を傾げた。

「あと、これは個人的に思っているのだが、どう考えても猫探しはボディガードの仕事じゃないんじゃないか？　百ひやつ歩ぽ譲ゆずっても探たん偵ていか何かだ」

「仕方ないだろ。トラブル一回千円ぽっきりとも宣伝してるんだから」

「うむ、ご近所から大変便利に使われてるな。きっと次の依頼はトイレの修理だろう」

　腕を組み、瞼まぶたを閉じてナタがうなずく。

　学生ボディガード。

　それが、戌見馳郎の自じ称しようである。ボディガードというからには依頼人を守るのが仕事のはずで、ナタも出会った当初はそう思っていた。

　が、知り合って一週間というもの──そんな依頼人はついぞ見たことがない。

　代わりに延々とやっているのが、こうした猫探しや力仕事で、どこからどう見ても立派な街の便利屋である。次はトイレの修理というのも、嫌いやみというより現実的な予想だった。

「その腕付き服は、なかなか凄すごいのにな」

『〈カエアン〉です、ミス・ナタ。お褒ほめにあずかり光栄です』

「あ、こら！　勝手に喋るな！　つかあれだけ滅茶苦茶して謝罪のひとつもねえのか！」

『見解の相そう違いです』

「喧けん嘩か売ってんのかこら！」

　機械音声をあげたジャケットを、上からぱんぱんと少年が叩たたいた。

　その指令が聞こえたのかどうか、ジャケットはとりあえず沈ちん黙もくする。

　もっとも、命令を聞いたというより、面めん倒どうくさくなったのでばっくれたという風ふ情ぜいが濃こかった。また、自分の身体をばたばた叩いてる光景は、控ひかえめに言って突然変態的嗜し好こうに目覚めたとしか思えない。

「ふむ」

　うがーと歯を剝むいた少年を見やって、ナタは白い帽ぼう子しに触ふれ、ことりと首を傾げた。

「しかし、この国でも珍めずらしい品には違いあるまい？　ほかの人間がそんな喋しやべる服を着てるのは見たことないぞ」

「いろいろあって、知り合いからレンタルしてるんだよ。文句はあるし──だいぶ、いや相当、結構、かなり延えん滞たい気味だけど──ちゃんとレンタル料金だって払はらってるんだぞ」

「ほう」

　ナタの帽子が、兎うさぎの耳みたいにぴょこんと跳はねた。

「いろいろ飽あきない人物だね、キミは」

「……褒めてんのかそれ？」

「好きにとってくれたまえ。だいたいキミ、私のことだって一度も訊きかないままだろう？」

「仙人だとか、自分で言ってるだろ」

「まあ、その通りだがね。人ひとり道ばたで拾っておいて、それだけで納なつ得とくするような気き質しつはなかなか稀まれだと思うぞ。私個人としてみれば、いささか寂さびしい気さえするな」

　爽さわやかな光と風が、川原を流れた。

　川原の小こ路みちには桜も咲さいていて、空気は薄うす桃ももの花弁で色づいている。おびただしい花粉にくすぐられることさえなければ、この季節は一年で最も祝福された時間だろう。

　ワンピースの両手を広げ、ナタは真っ白な飛行機のように道を進んでいた。

　そして。

　飛行機、花弁をすくうように反転ターン。

「こら」

「はい？」

「私が、寂しいと、言ってるんだが、キミは、何も反応しないつもりか？」

　一言ずつ区切って、ずいとこちらへ迫せまってきたのだ。

「いや、その」

「うむ」

「……じゃ、じゃあ、何か訊けばいい？」

「今いま更さらだ。タイミングを逃のがした罰ばつに、もう少し気の利きいた言葉を返してみろ」

　悪戯いたずらっぽく笑って、ナタは息のかかりそうな至近距きよ離りからこちらを覗のぞき込んでくる。

「だ、だったら……」

「はい、時間切れ」

　──ぺろん。

　背せ伸のびとともに、濡ぬれた感かん触しよくが少年の頰ほおを撫なでたのだ。

「ふわっ！」

「うむ。好吃ハオチー、好吃ハオチー」

　大変美味であったと、少女はご満まん悦えつにピンクの舌を出して宣言する。

「お、お前──！」

「だって、私を満足させる言葉を思いつかなかったのだろう？　言葉で払えないなら身体からだで払ってもらうのは、古今東西を問わず実に順当な流れだと思うぞ。それに、大変美味おいしいほっぺただった。我が人生でもまず三本の指には入る。胸を張って自じ慢まんしてもいいぞ」

「できるか、んなもん！　つか誰だれにでもやってるのか！」

「失礼だな。これと見込んだ相手にしかするものか。キミだって減るものじゃないんだからケチケチするな」

「減る！　減るっつの！　今俺の中の大事な純潔が減った！」

「それはずいぶんとナイーブな意見だな。キミ、美味しいものは最後にとっておくタイプか？　もっと鷹おう揚ように構えた方が人生は楽しみやすいぞ？」

「楽しめるか！」

「そこは無理でも楽しむのが男気だろう」

　からかいつつ、少女は道を先行する。

　まるで風に吹ふかれた柳やなぎのごとく、ふわふわと少年の手から逃にげ回り、

「──そういえば」

「うわっ」

　もう一度、いきなり振ふり返ったナタと正面激げき突とつしかけて、馳郎がつんのめった。

「キミ、中華街はよく行くのか？」

「は？　いや、それほどでもないけど。先週お前を見つけたのと、今週はこの猫で続いたぐらいで──普ふ段だんは、月に一回ぐらい？」

「そうか。しばらく、あまり近づかない方がいいと思うぞ」

「そ、そうか？」

　言った少女の顔つきがやたら真しん剣けんだったもので、追いかけていたのも忘れて、相づちを打ってしまう。

「それって、お前がよく言ってる氣チイとかそういうの？」

「……まあ、そんなところだ」

　ほんの刹せつ那な、少女は言葉を濁にごした。
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　馳郎も、思わず合わせて口ごもってしまう。

　ふたりともぎこちなく停止したところで、少年の腰こしあたりに、何かがぶるぶると動いた。

「──、馳郎？」

「あ、電話」

　ジャケットのポケットにいれていた携けい帯たい電でん話わを取り出し、耳にあてる。

　すぐ、少年の表情が変わった。

「…………」

　顔を押さえ、深くため息をつく。

　拝むように片手をあげた。

「悪い、ナタ。──食材、うちまで持って帰ってくれないか？」

「ふむ、例の妹さんか」

「いやまあ、その通りなんだけど」

　情けなく眉まゆを八の字にした少年に、ナタは片目をつむった。

　それから、少し砕くだけた調子で、こう尋たずねたのである。

「持って帰るのはかまわないが、今日の夕食は何にするつもりなんだ？」

「夕食？」

「ビニール袋ぶくろ、重そうだなー。誰かさんが馬ば鹿か買いしたからじゃないかなー。アパートまでひとりで帰るのも寂しいなー」

「あ……」

　実にわざとらしい声こわ音ねに、少年が二、三度瞬まばたきする。

　それから、しばらく腕うでを組み、小さな呻うめき声さえあげて苦く悩のうしたあげく、

「……じゃ、じゃあ……せっかく肉も買えたから……鍋なべ……とか？」

「ほほう。この三日、ずっとおかゆを水増ししてた生活から突然の格上げだな。タイムセールを生かし切れなかったのにかまわないのか？」

「か、かまうけど、たまにはいいだろ！　せっかく大根やニンジンも買ったんだし！　もう少しぐらいは米と味み噌そも保もちそうだし！　食べないなら俺ひとりで食うからな！　全部食うからな！」

「はいはい、私が悪かった。冗じよう談だんだ。もちろん食べさせてもらうとも」

　喚わめいた少年から、ナタがすっと大量のビニール袋を受け取った。

　数歩先に進んで、くるりとこちらを振り向く。

「──だから、ちゃんと鍋の時間に間に合うようにな」

　桜の花びらが舞まう中、真っ白な帽子と真っ白なワンピースを纏まとった少女は、大根と牛乳の突つき出したビニール袋群を持ち上げ、笑ってみせたのだった。




　　　　２




　もう一度、詳細スペックを確かく認にんしよう。

　戌見馳郎。十七歳。

　市立黄こう坂さか高校の二年生で、部活はなし。

　背せ丈たけは中肉中背。ちょっと跳ねた癖くせっ毛。頰に引っ搔かいたような火傷やけどあり。学業はおおむね平均点で、周囲からの評価はいわく『セールの修しゆ羅ら』。ホームルームが終わるやいなや、商店街のチラシを持って一目散に飛び出していく背中を見た者は多いだろう。

　奨しよう学がく生せいとして早朝の新聞配達を手伝うかたわら、トラブル一回千円のボディガード事業・〈戌見CloseProtectionサービス〉を営業中。

　そして。

　つい、最近。

　一週間前のとても静かな夜に──ひとり、不思議な助手を拾った。




　　　　＊




「……まったく、忙いそがしいヤツだ」

　馳郎がいなくなってから、ナタはふっと困ったような顔になった。

　野菜やら豚ぶた肉にくやら牛乳やらを詰つめ込んだ大量のビニール袋を持ったまま、少女の感覚は数百メートル先で走っている少年を捉とらえている。

　視覚ではない。

　氣チイを、感じているのだ。

　生きとし生けるものの根源。必ずしも有機物に限らず、この星を連綿と流れている無形のエネルギー。精気オドでも呪じゆ力りよくでも竜りゆう脈みやくでも霊レイ脈ラインでもよい。〈力〉の呼び方は世界の各地でごまんとあるだろう。

　そうしたものを、少女は氣チイと呼んでいるのだ。

　ゆえに。

　少女が、自らのことを仙せん人にんと言ったのは噓うそではない。

　仙人のようなもの、ではあるのだ。ただ、それが明らかになったときが、自分の去るべきときだろうとも思っていた。

　なのに、あの少年はそんなナタの〈力〉を、まるで気にしてない。

「ボディガード……だってさ」

　もう一度、独りごちる。

　自分の正体を、一度も訊きかない相手。

　訊きもしないのに、人をボディガードの助手なんかに雇やとう、でたらめな相手。

　そんな関係が、ナタには初めてで、心地ここちよかった。

　だから、ついつい長居をしてしまう。

「あいつのほっぺた、美味しかったしな」

　ぺろりと唇くちびるを舐なめて、笑う。

　じきに、アパートが見えてきた。

　遠目にも、凄すさまじく古めかしい建物であった。

　春のうららかな太陽の下、べたっと広がった二階建ての様相は、いっそ壮そう絶ぜつな大きさのゴミ箱にすら見える。〈たまゆら荘そう〉と書かれた木製の看板はあちこちひび割れて傾かたむいており、モルタルの壁かべも落書きだらけだ。

　ざっくり築五十年は超こえるだろう建物の軒のき下したで、小さな女の子が桜の花びらや落ち葉を掃はいていたのである。

「おー、ナタちゃんじゃん。お疲つかれさま……わ、すごい買い物！」

　ぐるりと箒ほうきを回して、少女──天あま草くさしじまが、声をかけてくる。

　外見は、小学生そのものだ。

　なんと身長は百四十センチ足らず。おもちゃみたいなインバネスコートに鳥打ち帽ぼうをかぶった見かけから、実じつ年ねん齢れいが二十代半ばの社会人であることは、知人以外には見み抜ぬけまい。

「うむ。大家さんもお疲れさま」

　丁てい寧ねいに、ナタが一礼する。

　きょろきょろと周囲を見てから、しじまはぱしぱしと瞬きした。

「あれれ、馳郎ちんはどうしたの？　一いつ緒しよに帰ってくるかと思ってたのだけど」

「妹さんに呼ばれたみたいでね。それで、私が買い物だけ持って帰ってきた」

「はっはあ。それでその大荷物。まあ、あそこも家庭事情面めん倒どうくさいみたいだもんねー。以前は、しょっちゅうリコちゃんを起こしに、馳郎ちんが通ってたけれど」

「どうだろう。私は会ったことがないから分からないが」

「んっふふふ、ナタちゃんが会っても、面倒くさいことになるんじゃないかな～？」

「面倒くさい？　む、やはり私の姿か態度かが、この国の常識から外れてるだろうか？」

「いやいやいや、問題はそこじゃなくて」

「…………？」

　ナタの眉が、寄せられた。

　対するしじまの方は、一層楽しそうに笑うばかりだ。

「うししし、分からなくていいよー。むしろ分からないのが萌もえ！　そういうのは、分からない間のむずむず感が見てて面おも白しろいからね！　大家といえば親も同然、店たな子こといえば子も同然！　とすれば、子供のややこしい人間関係なんて最高のエンターテイメントー！」

「……何を言ってる？」

　ごくごく真剣に、ナタが首を傾かしげる。

　時々、この大家の言うことはまったく分からない。

「だから分からなくていいんだって。あ、でも馳郎ちんの情報とかもっと知りたくなったら、いつでもうちの事務所に来てね。格安で相談に乗るから。うっししししし」

　箒を持った手で、しじまが涎よだれを拭ぬぐうみたいに口元を覆おおった。

　ちなみに、今の事務所という発言は、大家の副業によるものだ。

　なんでも探たん偵てい業を営んでるそうで、馳郎の〈戌見ＣＰサービス〉の看板の隣となりには、〈天草探偵事務所〉という名前が並んでいたりするのだが、いまいちナタには実感が湧わかない。唯ゆい一いつ分かっているのは、このアパートの住人が変わり者ぞろいらしいという、やってきて最初の日に覚えた教訓だけだ。

　とはいえ、彼らの日常生活はおおむねこんな感じだった。

　たった一週間ばかりではあるが、ナタと馳郎が過ごしてきた場所と時間。

　アパートの入り口をくぐったところで、

「あ」

　と、ナタが声をこぼした。

「ん、どしたの？」

「いや、誰だれか客人でも来たか？」

「んー、この三十分ほどは見かけなかったよ～？」

「そうか」

　挨あい拶さつして、自分の部屋へと向かう。

　玄げん関かんを通り抜ぬけて、キッチンの冷蔵庫に手て際ぎわよく鍋の材料を入れていく。一部の食材には三割引のシールの上に、二度目の半額シールが重ねられていたりして、さぞ馳郎がギリギリまで粘ねばったのだろうと窺うかがわせた。

「まったくご苦労なことだ」

　微び苦く笑しようして、ナタは食器棚だなに移動した。

　せっかくだから、遅おそめに帰ってくるだろう少年のために、中国茶でも準備してやろうと思ったのだ。茶器は簡単に淹いれられる形式の蓋ふた碗わんだ。数少ないナタの持ち物で、長い時間に色いろ褪あせてところどころ欠けているカタチが、少女自身とどことなく似通っていた。

　そこで、少女の視線が持ち上がった。

「そうか。さっきの氣チイは、お前か」

　小さく、呟つぶやく。

　窓である。パッキンが黴かびたガラス窓の向こう側を、ナタはまっすぐ見つめていた。

　そこには、誰もいない。

　いや。

　いた。

　一いつ匹ぴきの、黒い猫ねこが。

　片目の潰つぶれた、猫が。

　同じ猫でも、さきほど馳郎が追っていたものとはまるで異なる。目や毛並みがどうのではなく、本当に猫なのか危あやぶまれるほどに、じっと動かずこちらを見返していた。




「──いつまで、ここにいるつもりだ？」




　その猫が、口を利いたのだ。

　奇き怪かいな現象に驚おどろきもせず、ナタは少し硬かたい声こわ音ねで尋たずねた。

「もう、出なきゃいけないかな？」

「ナタ」

　とがめるように、黒猫が少女の名前を呼ぶ。

「いや、分かってる。確かに今回は長居しすぎてる。一週間も同じ街に滞たい在ざいするのは、目覚めて以来初めてのことだ。私の行こう為いは意味がないどころか、確実に有害だとも」

「だったら、すぐ荷物をまとめろ」

　容よう赦しやない黒猫の物言いに、ナタは首をすくめる。

　飄ひよう々ひようとしていた白い帽ぼう子しの少女は、こればかりは妙みように窮きゆうした感じでこめかみを搔いて、しばらく天てん井じようを見つめてから、こう切り出した。

「だけど──もう少しの間、許してはもらえないか？」

「…………」

　少女の返答に、しばし猫は沈ちん黙もくする。

　隻せき眼がんをかすかに細めたようだった。尻尾しつぽを軽く持ち上げ、ガラス窓の向こうからこちらを覗のぞき込むように、姿勢を低くする。

「あの少年に、情でもうつったか」

「まさか」

　否定して、ナタは瞬まばたきした。

　二、三度瞬きを続けた。

　それから、

「……いや。そうかも、しれない」

　ことん、と近くの椅い子すに座り込んだのだ。

「ふざけてるのか？」

「ふざけてない。ただ、情がうつるとかどうとか、私にはよく分からないからね。だから、これがそうだと言われれば、私も否定はできないさ」

　困ったように、少女は手を振ふる。

　そんな少女を、黒猫はしばらく睨にらみつけていたが、やがて不ふ機き嫌げんそうな声でこぼした。

「ボケてるのはかまわんが、ヤツら、もう近くまで来てるぞ」

　その言葉に、ナタの手が止まった。

「キミ、あいつらの氣チイを嗅かいだのか？」

「ついさっき、かすかに残り香がを嗅いだ程度だがな。こちらも街に入ったとき、いささか派手に吸ってしまった。追いかけようと思えば、そんなに難しくなかったはずだ」

　迷めい惑わくそうな顔で、黒猫が言い終わるか否いなかであった。

　がらり、と引き上げ式のガラス窓が開いたのだ。

「ナタ？」

　ことりと首を傾げた黒猫が、少女を見上げた。

　少女の小さな身体からだは、ガラス窓から半分以上を乗り出している。すでに帽子をかぶっていて、細い手が少女の目元を隠かくしていた。

　そして、

「ついてこい！」

　言うが早いか、少女はむんずと黒猫の身体を抱だき上げたのだ。

「な、ナタ！　こら！　離はなせ！」

　ぎゃあぎゃあと訴うつたえる黒猫をよそに、ナタは凄まじい勢いで、窓から外部へと脱だつ出しゆつしたのであった。




　　　　＊




「……やっぱり俺、ボディガードとか向いてないのかなあ」

　小さく愚ぐ痴ちを呟きながら、馳郎はとぼとぼと坂を下っていた。

　そのため息が、情けない。

　丸まった肩かたと背中も、情けない。

　若い頃ころからああじゃいけないと、陰かげ口ぐちをたたかれそうなほどのみすぼらしさであった。

　すでに日が傾かたむいており、コンクリートに落ちた影かげが長い。くわえて、少年自身の表情が暗いせいもあって、やたらと陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。ただでさえ情けない印象が、今なら三倍増の特典付きといった感じである。

　それも、仕方あるまい。

　ついさっき、みっちりと妹にとっちめられた帰りだったのだ。

〈たまゆら荘〉とは程ほど遠とおい、坂の上の超ちよう高級・高層マンション群を背にして、少年は深々とため息をついた。




　──『あのね？　お兄ちゃん、ちょっとそこに座って』




　その第一声に始まって、少女の説教はたっぷり三十分以上懇こん切せつ丁てい寧ねいに続いたのである。




　──『あのね、あのね。人間には向きと不向きがあると思うの。それに人生の選せん択たくとか、あんまり早い時期から決めつけなくていいんじゃないかな？』

　──『お兄ちゃんにその気があるなら、リコだって協力できるよ。どうしてもボディガードをしたいなら止めないし、むしろお兄ちゃんを手伝いたい。でもほら、学生の内からとか、トラブル一回千円とか、そういう小さなところから見直してみてもいいと思うの』




　どれも、極きわめて正論だった。

　そして、どう聞いても、妹の言いぐさではない。

　どちらかと言えば母親か父親のそれで、しかも大変によくできた部類である。むしろ、よくできているがゆえに、馳郎の心臓へぐさぐさと突つき刺ささった。いずれも見事な致ち命めい傷しようで、今も胸にはずきずきと痛みが残っている。

　一応、馳郎としては、夢の職業に就ついたつもりなのだ。

　金額設定にしろ、学生やバイトとの兼けん業ぎよう生活にしろ、自分なりの思いはあるのだが、しかし妹の説教に言い返せるかというと、適切な台詞せりふは何ひとつ浮うかばないのだった。

「あー……この顔で帰ったら、絶対しじまさんにからかわれるよな」

　人の悪い、童顔大家のことを思い出す。

　うししし、とどこかのカトゥーン犬みたいな笑い方をする女性のことが、馳郎はわりと嫌きらいじゃない。

　だが、今のまま帰るのはまずいだろう。しっかりきっかり酒のつまみにされるのは目に見えている。そのくせ、『学生に飲ませると都条例とかひっかかっちゃうよ～』なんて言って、こっちには一いつ滴てきたりとも譲ゆずらないのだ。

（……妹のところに寄ったのは、ナタから聞いてるだろうし）

　もうひとり。

　白い帽子の少女が、少年の脳のう裏りに浮かんだ。

　自分のことを仙せん人にんだとかいう、突とつ然ぜん馳郎の生活に転がり込んできた少女。一週間前、馳郎が関かかわった事件で、ボディガードの助手にしてくれとか言い出した相手。

「もう、一週間か……」

　改めて、口にする。

　はじめは、とりあえず一日だけ泊とめてやるつもりだったのだ。それが二日になり三日になり、指折り数えてみればもう一週間となっていた。

　もちろん、馳郎も健全な男子ではあるのだから、女の子とひとつ屋根の下という状じよう況きようが嬉うれしくないわけじゃない。普ふ段だんは依い頼らい人用の部屋に泊まっているから、厳密に同じ空間というわけじゃないにせよ、無防備な少女の姿態に、どぎまぎさせられたのは本当だ。

　しかし、こんな風にずるずる生活が続いているのは、もっと別の理由が──

「──っていうほどのこともないんだよなあ」

　情けなく、少年の眉まゆと肩が落ちる。

　ほとんどは成り行きだ。でたとこ勝負の勢い任せ。深い考えなんてもともと皆かい無む。おかげで切りつめてた食費も圧あつ迫ぱくされてるわけで、それはしじまにだって笑われるだろう。

　ただ。

　あの少女の話は、好きだった。

　こちらから尋ねることはなかったが、たまにナタの方から通りすがった国や体験談を聞かせてくれることがあり、そのどれもが馳郎にとっては心躍おどる話だったのだ。

　あるいは草原に吹ふく乾かわいた風を、あるいは自分で皮を剝はいだ兎うさぎの肉の味を、少年は自分の肌はだや舌の上に感じた。仙人だとかいう自じ称しようは眉まゆ唾つばとしても、それらの体験談を語る素そ朴ぼくな言葉には、少年の五感に訴えるほどの生々しさがあった。

（モンゴルとか、中東の方かな……）

　ぼんやりとは思うのだが、それも深く考えたことはない。

　あまり考えすぎると、すうっとあの少女が消えてしまいそうな──そんな気がしたからかもしれない。

　もちろん、そんな思考自体、現実逃とう避ひなのかもしれないけれど。

（──それこそ当のナタが、『キミは常識に欠けてる』とか『ボディガードなんだからもっとセキュリティ意識を働かせた方がいい』とか、言い出しかねないしなあ）

　そんな風にも、思うのだけれど。

　だけれど──

「──わっ」

　不意に、少年が硬こう直ちよくした。

　ポケットの中で、マナーモードにしていた携けい帯たい電でん話わが震ふるえたのだ。

「はい、もしもし戌見です」

　また妹かと思って、少し丁てい寧ねいに出たところで、

『…………ッ！』

　電話の向こうから、息を吞のむ音がした。

　大変遺い憾かんなことに、それだけで誰だれかが分かってしまった。

「副会長？」

『ああ……僕だ』

　極めて律りち儀ぎな声こわ音ね。優等生という概がい念ねんがそのまま結実したかのような、抑よく制せいされた口調。

　折り目正しい学生服で洒落しやれっ気の薄うすい眼鏡をかけているところまで想像できるし、実際その通りなのである。黄坂高校生徒会副会長・七なな門かど正まさ紀きと、名前の字じ面づらまで清すが々すがしい。

　が。

　少し疲つかれた顔で、馳郎は尋たずねてみる。

「ひょっとして、また間ま違ちがえた？」

『申し訳ないことに、アドレスを押し間違えたらしい。生徒会長と君の名前が、アドレス帳ですぐ隣となりにあるのがよろしくない』

　なんとも実直なままの声音で、訥とつ々とつと向こう側の相手は肯こう定ていしたのである。

　優等生なのに、ひどく迂う闊かつで残念な男なのだった。

　校内のマーク試験で、解答欄らんを全部ひとつずらしてマークという、漫まん画がみたいな真似まねをやらかしたのは記き憶おくに新しい。二年生早々に副会長の椅子を射止めながら、嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの視線より、「あれ大だい丈じよう夫ぶなの……？」という不安の声ばかり大きかったのも、いかにも彼らしかった。

　こほん、とひとつ咳せき払ばらいして、

『うむ。ここは間違いの詫わびとして、戌見君に仕事をお願いしよう。確か一回千円だったな。悪いが、門かど脇わき通りの〈浅あさ野の文具店〉で鉛えん筆ぴつと消しゴムのセットを一ダースずつ買っておいてくれ。領収証の名義は黄坂高校生徒会名義で──』

「だから、うちは一回千円の何でも屋じゃねええええええええええええ！」

　ほとんど反射的に、馳郎が通話を切る。

　ツーツーという断線の音を聞いて、しまったと顔を歪ゆがめ──どうせ間違い電話か、と再度ため息をついた。せっかく夢を摑つかんだのに、どうして誰も分かってくれないのだろう。

「……やっぱり俺、ボディガードの才能ないのかなあ」

　思わず振ふり出しに返ってしまう馳郎である。

　ますます背を丸くして、とぼとぼ足元だけ見て歩いていく。下を向いて歩こう、とばかりの姿勢であった。

　多分、そのせいだろう。

（……あれ）

　と思ったときには、少年の周囲は、がらりと雰囲気を変えていた。

　ぱちぱちと瞬またたきして。

「中ちゆう華か街がい……？」

　呟つぶやくのに、もう数秒かかった。

　一口に中華街と言っても、全部が全部、大陸特有の建物になっているわけではない。外周近くの裏通りなど、ほかの繁はん華か街がいと大した違ちがいはなく、だからこそ馳郎も気づかずに迷い込んでしまっていたのだ。

（そういや……ナタにあまり近づくなとか言われてたっけ）

　といっても、つい半日前に猫ねこの捕ほ獲かくで踏ふみ込んだばかりである。

　もともと治安も悪くない場所だし、妹の家から〈たまゆら荘そう〉を一直線に進むと、どうしてもこの中華街が引っかかってしまう。だから、馳郎としてもちょっぴりナタへの罪悪感があるぐらいで、それ以上の感かん慨がいはなく、今まで通りに歩を進めていった。




　──後になって、思い返してみれば。


おそらく、その一歩こそ、戌見馳郎が犯おかした決定的な過あやまちだったのだ。






　　　　３




　……通りは、静まり返っていた。







　風はない。







　空気はよどみ、嫌いやな臭においだけがこもっている。







　何の臭いか、よく分からない。ただひたすら嫌けん悪お感かんだけを催もよおさせる──人間の本能を刺し激げきする感覚質クオリア。







　人。

　人。

　倒たおれた、突っ伏ぷした、横よこ倒だおしになった、積み重なった、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人、人──！







「……なんだ、これ」

　やっとのことで、口にした。

　馳郎の唾だ液えきは粘ねばっこく、喉のどの裏にへばりついている。薄うす暗ぐらい視界はひどく空々しく、主あるじが世界を認にん識しきすることを拒きよ絶ぜつした。

　目の前のことが、どうしても受け入れられない。

「なんなんだ、これ……し、しじまさんのドッキリにしちゃ、性質タチ悪いだろ……」

　出来の悪い鐘かねの音みたいに、同じ文句ばかりが、延々と頭の中で鳴り続ける。




　──これなにもおは噓だきてない。

　──これなにもおは噓だきてない。

　──これなにもおは噓だきてない。




　そんな叫びゴマカシなど、どこにも届かない。どこにも響ひびかない。

　だから。

　目を見張ることしか、できなかった。

　いつも通りの、変へん哲てつもない中華街の裏道で、まるで押し込められるように倒れ伏ふした多くの人々の姿に、戌見馳郎は硬直することしかできなかった。

（……いや）

　頭の隅すみで、かすかに否定する声があがった。

（死んで……ない……？）

　それが分かったのは、二度目だったからだ。

　同じ状じよう況きようを、つい一週間前にも目もく撃げきしていたからだ。あの少女と出会ったとき、これほどではないとしても、似た状況を体験していたからだ。何人も何人も折り重なって倒れ、どういうわけか救急車の到とう着ちやくさえ大おお幅はばに遅おくれたあの喜劇じみた事件を、彼はごく最近に味わったばかりだったからだ。




　だが。

　それでも。

　まだ、馳郎は気づいていなかった。

　自分の踏み込んだ場所の危あやうさを、何ひとつ知らなかった。




「──ふうん、あなた、変な氣チイがこびりついてるわね」

　声が、した。

　ぎくり、と少年が顔を強こわばらせる。

　それまで何の気配もなかった、すぐ斜ななめ前の地点からだった。

　この狭せまい路地に隠かくれる場所などない。だとすれば、その相手は最初からそこにいたはずで、なのに馳郎にはまったく認識できなかったのだ。

　全身総毛立ちながら、必死で振り返った少年の視界に、やっとそれは入った。

　すでに日は傾かたむき、鮮あざやかな夕ゆう映ばえだけをこの路地へ投げかけている。

　その夕ゆう陽ひが、異常なほどよく似合っていた。

　深しん紅くのチャイナドレスを纏まとった、美しい少女である。

　年は馳郎と同じぐらいだろうか。くりくりした目の端はしに、ほんのりと紅をさしている。ほっそりした手首には、しゃらしゃらと音の鳴る金属の輪リングをはめているが、より印象的なのは右耳だけにつけた黒玉のイヤリングの方だった。

　しかし、忘れられない特とく徴ちようは、また別にある。

　その少女が肩に背せ負おった──馬ば鹿かげた大きさの『箱』のことだ。

　ざっくりと見ても長辺は二メートル、奥行きと短辺も八十センチをくだるまい。材質はあまり見慣れない木材のようで、その蓋ふたを錆さびた鎖くさりで縛しばり付けていた。

（これって、まるで……）

　茫ぼう然ぜんと、感覚が麻ま痺ひしたままの馳郎は、思ったままの単語を口にしてしまう。

「棺かん……桶おけ……」

「あ、分かるんだ？　あたしの国とここじゃ意い匠しようとか違うと思うんだけれど。ほら、棺桶っていうよりはちょっと大げさなトラベルバッグに見えない？」

　実に気安い口調で、チャイナドレスの少女は棺桶を持ち上げてみせる。

　すると、別の声がしたのだ。

「──お嬢じよう様さま。まことに失礼ですが、こんな形状のトラベルバッグはありえません。異国語のことでございますし、哀あわれな語ご彙いの貧弱さまでは責めませぬが、せめて野の良ら犬いぬのビ×グソ並みに不出来なおつむがバレぬよう、そっと口を閉じてるべきかと存じます」

「るっさいわね！　あんたこそ黙だまってて！」

　思い切り、少女が棺桶を振り回す。

　ぐげ、と呻うめきが聞こえた気もしたが、馳郎の意識にはのぼらなかった。

　だが。

（あの棺桶……人が入ってんのか……）

　それが非常識だとか、ふざけてるとか、そんな感想はよそにおいて愕がく然ぜんとする。

　だって、そうだ。

　いくら木製だって、この大きさの棺桶だ。一部には金属も使われており、中に成人男性が入っているとなると、総重量は優に百キロは超こえるのではないか。

　その重量を、少女は平然と背負っているのだった。

　鼻歌ぐらいの、気軽な様子。

　百キロの重量をトラベルバッグ程度と言い張る異常。いや、何よりも、この光景を前にして一切たじろぎもしない異様こそ、少女を非現実の存在とせしめている。

　そんな生き物を──存在を、馳郎は知らない。

　もしも、知っているとすれば……

「……仙せん、人にん……とか……」

「ふうん？」

　と、少女が首を傾かしげる。

「間ま違ちがっちゃいないわ。いいえ、むしろ半分だけなら大正解。だけど、この国の基本的な観念からして、指し摘てきされるのがそっちの半分ってのはちょっとおかしくないかしら？」

　優美な声こわ音ねに、しかし聞き惚ほれることなどかなわない。

　後ずさることさえ、できはしない。

　少年の背後に倒れ伏した人々を視線で指摘し、少女は言葉を続ける。

「ほら、これだけ人が倒れてるわけじゃない。先週はワイドショーとか週刊誌でもいろいろ言われてたはずよ。この国はいろいろ忘れっぽいけれど、これで思い出さないようじゃ健けん忘ぼう症しようってよりも若ボケよ？　ぱっと見、あなたそういう魔ま法ほう使つかいってわけでもなさそうだし、あたしの荷物のことだって棺桶って言ってたじゃない」

　くすくす、とチャイナドレスの少女は笑う。

　その微び笑しようはひどく魅み力りよく的で、目を離はなせなくて、この瞬しゆん間かんにも斬きり殺されてしまいそう。

「普ふ通つうは、たとえばこう言うわよね」

　少女が、すうと顔を近づける。何かを吸い上げるように、わずかに唇くちびるが細まった。

　ガタガタ、と片手の棺桶が震ふるえた。
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　もはや、完全に太陽は落ちきっている。

　夕映えの時間も去り、速すみやかに世界を征せいしたのは夜の気配。

　少女の唇は、異様なほどに赤い。心を奪うばわれてしまいそうな、鮮せん烈れつな赤。その端が吊つり上がり、三日月みたいなカタチになってから、やっと馳郎はふさわしい名を思いついた。

　すなわち。

　すなわち、それは──




「──吸きゆう血けつ鬼き、って」




　静かに、少女の声は夜に冴さえ渡わたった。

　同時、全身全ぜん霊れいをあげて、少年が飛び退すさった。

　人を踏ふまぬよう──いや、踏んでしまってもきっと気づけない。それほどの必死さで少女から距きよ離りを取った。

　地面についた足が、バランスを崩くずす。

　無様に、よろけた。

「え……あ……？」

（何だよ、これ……っ）

　がくがくと、膝ひざが震えていた。

　いいや、それどころか、まるでフルマラソンでも終えたばかりのような疲ひ労ろう感かんが少年の身体からだをどっぷりと浸ひたしていた。

「すごいすごい。結構氣チイを吸ったつもりなのに、まだ倒たおれないんだ。うん。あなたにはいろいろ訊ききたくなってきちゃった。というか、訊かないと帰せないわよね。決まり」

　勝手に納なつ得とくしてうなずき、少女はぐるんと片手を回す。

「ま、細かいところは殴なぐってから考えてみよっか」

　軽い気持ちで、何かを振ふりかぶった。

　考えるまでもない。チャイナドレスの少女が手にしているのは、あの棺桶だけだ。

　つまり。

　棺桶を、片手で投げつけたのだ。

「ぬおあっ!?」

　かわせたのは──いや、当たらなかったのは、本当にただの幸運だ。

　ぶわあ、と少年の髪かみの毛を巻き上げ、ほとんど地面と平行に投とう擲てきされた棺桶は、轟ごう音おんとともに近くのビルの壁かべへ埋うまった。もはや筋力がどうこうの世界は遥はるかに超えた所業。そのために必要なベクトル量など、考えたくもない。

　少女だけが、不満げに言う。

「素す直なおに当たっておきなさいよ、あんた」

「…………」

　当たったら死ぬとか、言い返すこともできなかった。

　あまりに非常識な現象が、馳郎からまともな思考能力を奪い去っていた。

　しかも、異変は続いた。

　ゴツ、と音が響ひびいたのだ。

　振り返る。

　たった今投げられた、棺桶であった。

　ゴツ、ゴツ、ゴツ、ゴツ、とその内側から何度となく打だ撃げき音が響いていた。十回ほど数えたところで蓋が大きく弾はずみ、続けて、ジャララララ……と金属の擦こすれる音が響いた。

「な……っ」

　ひとりでに、棺桶の鎖がほどけていったのだ。

　ゆっくりと蓋が開いて、その内側から蒼あお白じろい腕うでが剝むき出しになっていく。白い手て袋ぶくろをはめた美び麗れいな腕。その腕はこれ見よがしに棺桶の縁ふちを摑つかみ取り、自らを封ふうじた蓋を押しのけて、その全身を月光に晒さらした。

　月光。

　夕映えが退くとともに、急ぎ足で世界を照らした光を、やっと少年は意識した。

　棺桶の内側から立ち上がった青年が、あまりにその月光と似つかわしかったからだ。

　優美に一礼して、手袋の細い指を胸にあて、青年はこう口にした。

「失礼ながら、蓮リヤ花ンフア糞くそお嬢様。私が入っていると分かっていて、今の行こう為いはいささか乱暴に過ぎるかと思います」

「あんたが余計なことばっかり言うからでしょ──って、糞!?　今、ひょっとして糞お嬢様って言わなかった!?」

「聞き間ま違ちがえかと、蓮リヤ花ンフア糞お嬢様。ただ、棺桶に私が入ってることも忘れるような、ウジのわいた脳のう味み噌そはご不要じゃありませんか？　糞お嬢様のご用命がありましたら、今すぐでも搔かきだし、できうる限り腐くされて悪あく臭しゆうを放つ下げ賤せんの民たみの下賤ウ×コと混ぜて、焼しよう却きやく処分へ出してしまいますが、いかがでしょう」

「思い切り言ってるじゃないの！　というか大おお幅はばに悪化したわよ！」

　蓮リヤ花ンフアと呼んだ少女の抗こう弁べんに、くつくつと喉のどを鳴らして、青年は夜空を見上げた。

　少女がチャイナドレスなら、青年は正統なる長チヤ袍ンパオ。

　少女が鮮烈な赤なら、青年は病的な蒼。

　右手の拳こぶしを左手で包み込んだ仕草は、拱きよう手しゆと呼ばれる中国の礼法であった。もっとも、その礼に心がこもってないことは、青年の冷たい黒こく瞳どうを見れば明らかだ。

　さきほど少女に投擲された際、棺桶がビルの半ばまで埋まっているだけに、それは理り不ふ尽じんでシュールな戯ぎ画がを思わせる光景だった。

（……こいつ、は？）

　少年が思ったところで、相手はこちらへ視線を据すえた。

「少シヤ影オインと申します。ああ、こちらもお嬢様同様、糞を塗ぬりたくった豚ぶたのような顔立ちをしてらっしゃいますね。ゲロの臭においしかしない唇から自分の名が出るのも不快ですし、覚えてくださらなくて結構ですよ」

「っ……」

　その呼びかけに、何か言い返そうとして、馳郎は口ごもった。

　力が、入らない。

　さきほどの疲労感は、いやましに少年を苛さいなんでいた。もはや立っているだけでよろめいてしまい、舌の根さえずっと痺しびれている有様だ。

　ただ、よろめいた結果として、別のものに蹴け躓つまずいた。

（────！）

　蹴躓いたものを、見る。

　それが、少年の心を燃え立たせた。

「……じゃあ……お前ら、のせい、か」

「何？」

　少女──蓮リヤ花ンフアが、可か憐れんな眉まゆを寄せる。

　少年は、顔をうつむけていた。

　路地であった。

　男も女も、老いも若きも関係なく、人々が倒れ伏ふした路地を見つめていた。その誰だれもが、中ちゆう華か街がいでの夕べを楽しんでいたはずだったのだ。屋台での買い食いや、ちょっとしたアクセサリーの比べあい、他愛たわいない世間話。いずれもかけがえのない時間のはずだった。

「お前らが……俺にやったようなので……この人らを衰すい弱じやくさせてんの……か？」

　瞳が、持ち上がった。

　少女は何も言わない。

　代わりに、棺かん桶おけから下りた青年が進み出た。

「──痴ちじ児はい未まだふ知父しのれい子礼をしらず、叫きょう怒ど索して飯はんを啼もとめ門もんとう東になく」

「……は？　何だって？」

　優美な詩句に意識をやると、青年──少シヤ影オインがうなずく。

「『百憂集行』にまとめられた杜と甫ほの詩にございます。下界の民ではあっても、その下界の汲きゆう々きゆうとした暮らしゆえ、私どもには想像できぬ詩情を持つ者が稀まれに存在するのは否いなめませぬ。ああ、詩の意味も解せない下品なゲロカスに砕くだいて説明しますと──礼れい儀ぎも知らぬ愚おろか者が叫さけぶのは、しみじみと虚むなしい。そう言ってるのですよ」

「少シヤ影オイン！　いろいろ訊きたいから殺さないで！」

「了りよう解かいしました、糞お嬢様」

　最後だけ、短く告げて。

　少シヤ影オインの手が、霞かすんだ。

　数メートルあった間合いを一いつ瞬しゆんで詰つめ、その一いち撃げきは電光石火。

　少年の目には影さえ残さず、ジャケットの胸むな元もとを摑み上げ──そのまま、少年の身体を片手で持ち上げたのだ。

「っか、は──！」

　結果として、少年の全体重が胸元に集中する。

　気管を絞しめ上げられているわけではないから、窒ちつ息そくこそしないものの、だからこそ凄すさまじい苦痛が少年の神経を八つ裂ざきにした。

（こいつも、あの女と同じ……）

「いいえ。残念ながら……でもありませんが、粗そ雑ざつで稚ち拙せつで原始的な腕わん力りよくだけは、お嬢じよう様さまの足元にも及およびません」

　少年の考えを読んだのか、ふるりと、青年が嫌いやみたらしくかぶりを振る。

「それでも鬼き仙せんの八支族としては、この程度の芸当ができないと顔向けできないものでして。──あなたも見た目よりは重いですが、ひょっとして腐ったゲロカスなりに、健けな気げに鍛きたえてらっしゃったのですか？」

「っ……」

　言葉が、出ない。

　青年はこちらの頭から足までゆっくりと見定める。

　それから、手て袋ぶくろ越ごしにも冷たい指が、少年の首もとを触ふれた。

「……ああ、聡そう明めいな顔立ちとは到とう底てい言えませんが、あなたの氣チイの香かおりだけはなかなかに素す晴ばらしい。人の手の入っていない野生の花を思わせます。職人が手がけた薔薇ばらはもちろん、道ばたに咲さく野花もまた好ましゅうございます。氣チイ以外は、ただのウ×コ製造器な身体ですけどね」

　うっとりとした瞳で、そんなことを口にする。

　その瞳が、馳郎には何より嫌けん悪お感を覚えさせた。

　ばかりか、馳郎を持ち上げたまま、青年は瞳だけを斜ななめ後ろへやったのだ。

「死なない程度なら、いただいてかまいませんか？」

「気持ち悪いから、あたしに承しよう認にん取らないで。あと、顔も向けるな。息もかけるな」

「では、ありがたく」

　その言葉とともに、青年の手元からずるりと何かが伸のびた。

（──茨いばら!?）

　目を疑う。

　青年の纏まとう長チヤ袍ンパオの袖そでから、緑の蔦つたが伸びて、少年の身体を拘こう束そくしはじめたのだ。あちこちに棘とげがついたそれは薔薇の茨。生育速度からして普ふ通つうの植物ではありえないが、その見かけに数倍する強きよう靱じんさで、少年の身体があっという間に縛しばりつけられる。

「私、〈庭師〉などとも呼ばれておりまして」

　そのまま、青年の残った手の指が、小さな種を取りだした。

「ええ、私の高貴な舌に乗せるには、いささか以上下げ卑びた氣チイですが、花の苗なえ床どこには申し分ありません。もとより植物は苗床がほどよく腐っているほど、美しい花を咲かせてくれるものです。ささ、どうぞ、あなたのどうしようもない醜みにくさが、花の美しさに昇しよう華かされることを喜んでくださいませ」

「…………」

　想像、した。

　その種が、自分の肌はだに埋うめ込まれるところを。

　たちまち芽が伸びて肉を食い破り、禍まが々まがしい根が自分の骨と神経をずたずたに引き裂さくところを。自分の身体からだから残らず養分を吸い上げ、美しい花弁が咲き誇ほこるところを。

「や、めろ……」

　そんなのは、たまらない。

　そんなのは、許せない。

　そんなのは、受け入れられない。

　だって。

　だって。




『ああ……ひどい事故だった』『ガス事故だったらしい』『何もかもが焼けてしまった』




　残ざん響きようする、声。

　五感を侵しん略りやくする、フラッシュバック。

　戌見馳郎の底の底で、澱おりのように溜たまった言葉たち。





『でも、幸運だったと思おう』『そう思うべきなんだ』『君たちは幸いだった』







『死んでしまった人たちの分、君たちはずっとずっと幸せになるべきだ』







『だって、助かったのは君たちだけなんだから』






　フラッシュバックする記き憶おくの列。今この瞬しゆん間かん、肌を焼く錯さつ覚かくの熱。肌どころか脳味噌そのものが爛ただれてしまいそう。

　種が迫せまってくる。

　こちらを恐きよう怖ふさせるためか、わざとゆっくり、小刻みに近づいてくる。

　七十センチ。四十センチ。二十センチ。十センチ。五センチ。現実には数秒の──馳郎には数十分にも思われた時間の末。

「？」

　おかしな手て触ざわりに、少シヤ影オインが眉を寄せた。

　冷たい金属の触しよつ感かん。すでに少年の両手は拘束したはずなのに、にょっきりと脇わきのあたりから生えたもう一本の手。

　刹せつ那な、刃やいばの旋せん風ぷうが吹ふき荒あれた。

　少シヤ影オインの操あやつる蔦は鋼鉄並みの強度が付ふ与よされている。自ら〈庭師〉と名乗った異名に劣おとらず、その拘束はなまじの『キセン』にも破れない。たとえ──をもってしたところで、破れるものはごく少数。下界の人間がどうあがいたところで、ただ氣チイを無む駄だに消費するだけだと、彼は確信していた。侮あなどりではなく客観的な事実だと、絶大な自信を持っていた。

　なのに。

　その刃は、たちまち少シヤ影オインの蔦を断たち切った。

　咄とつ嗟さに後方へ跳とんだ青年の髪かみまで、一ひと房ふさ持って行かれる。だがそのことよりも、自らの蔦を断たれたという事実を信じられず、彼はただ息を吞のんだ。




「──何よ、それ」




　代わりに呟つぶやいたのは、蓮リヤ花ンフアであった。

　少年の背中から、新たな金属の腕うでが生えていたのだ。

　鋭するどい刃を露ろ出しゆつしたその腕が茨を薙なぎ払はらい、少シヤ影オイン自身をも攻こう撃げきしてのけたのである。ばかりか、驚おどろくべき腕は──いいや少年の纏ったジャケットそのものが、こんな言葉までも告げた。

『マスターの生命の危機と判断。自律オート起動・ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉』

「〈カエアン〉──！」

　思わず、馳郎がその名を呼んだ。

「さっさと手伝えよ……てめえ……」

『申し訳ありません。マスターの要よう請せいがなかったもので』

　さらりと言ってのけた人工知能Ａ・Ｉに、思い切り少年が顔をしかめる。

　だが、

「吹き飛ばせ、〈カエアン〉！」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０４──〈ボルト〉』

　今度は、少年の側から踏ふみ込んだのだ。

　恐おそれも迷いも捨てて、一直線に！

「っ──!?」

　さしもの少シヤ影オインも、驚きよう愕がくから数すう瞬しゆん判断が遅おくれた。

　その数瞬が、まさに致ち命めい的てきな遅れだった。

「お、前は──」

「どけえええええええっ！」

　機械の腕からしぶくのはもはや刃にあらず。背中と脇からさらに二本──合計三本生えた仕掛マニピけ腕ユレータが、残らず紫し電でんの渦うずを纏う。スタンガンどころではない。ウェアラブルコンピューター〈カエアン〉が制せい御ぎよしうる最大クラスの電でん撃げき。

　少シヤ影オインのガードを弾はじき、インパクトとともに強大な余よ剰じようエネルギーが空気を灼やいた。

「か、があああ、────っ！」

　青シヤ年オインの身体が、たちまち紫電に包まれる。

　肌だけではなく、眼がん孔こうと口からも激しく電光が噴ふき上がった。人外でなければ間ま違ちがいなく即そく死し。だが、それぐらいでなければ、このバケモノを抑よく止しすることなどかなうまい。

　十分な手て応ごたえを感じて、さらに少年は跳ぶ。

「そこおっ！　てめえも動くな！」

　叫さけんだ。

　ボディガードとしての、複数相手の心得だ。基本は逃にげる。逃げまくる。それがかなわぬなら護衛対象だけでも脱だつ出しゆつさせつつ、予測外のトラブルを避さけるため──最速最適の手段をもって相手を無力化する。

　最後を、馳郎は選んだ。

　ジャケットに仕組まれた人工筋肉も利用しての、鋭い跳ちよう躍やく。

　斜めに飛び上がり、ビル壁かべをさらに蹴ける。三次元空間をジグザグに折りたたむがごとき変則軌き道どう。夜闇やみに乗じて、その姿はまさに搔かき消えた。

　駆かけ抜ぬけ、飛び抜け、蓮リヤ花ンフアの死角から躍おどり出る。

　対して、

「……ふん」

　蓮リヤ花ンフアの行動は、極きわめて単純シンプルだった。

　ぐ、と小さな拳こぶしを握にぎりしめ、ほんの少し膝ひざを折り曲げたのだ。

　少年の位置を確かめようともしない。ハッタリもフェイントもない、ただ単にこの拳で思いっきりぶんなぐるぞというだけの姿勢。

「つ、りゃあああああああああああああああああああああ！」

　踏み込んだだけのアスファルトが、ごぎゃっと嫌いやな音をたてて砕くだけ散る。

　拳が、迸ほとばしった。

　身体をねじり、右後方に跳躍していた馳郎へと！

『攻撃不能！　自律オート起動・ブート。防性プログラム０５──〈イージス〉！』

「〈カエアン〉!?」

　瞬間、こちらも攻撃寸前だった少年の体勢が大きく切り替かわった。三本の仕掛マニピけ腕ユレータが反応して重なり、強固な十字受けのごとく少女の拳を迎むかえ撃うったのだ。

　そこまでしても、少年の身体は吹き飛んだ。

　ビルに埋まりそうになるのを、反転した仕掛マニピけ腕ユレータがかろうじて阻そ止し。

　それでも内臓まで衝しよう撃げきが伝わり、拳を受け止めた仕掛マニピけ腕ユレータは嫌な軋きしみをあげた。

「なん、つう……馬ば鹿か……力……っ」

　ずるずると地面へずりさがり、気管に血の臭においが混じるのを覚えながら、少年が呟く。

　同じく、

「……〈カエアン〉って、何よ？」

　と、少女も不満そうに囁ささやいた。今の一いち撃げきは、どんな防ぼう御ぎよ態勢を取られようが、かまわず粉ふん砕さいするつもりだったのだ。

「ただの、レンタル品だよ」

「レンタル？　日本じゃそれがどこでもレンタルできるってわけじゃない……わよね？　いやいやいやいや、いくら技術大国だとか言っても、それはやりすぎよね？　そうよね？」

　ほんの少しだけ不安げな少女の表情が面おも白しろかった。

「残念ながら。俺は……ボディガードの落ちこぼれってとこ」

「ボディガード？」

「そ。トラブル一回千円ぽっきり、〈戌見ＣＰサービス〉」

　少しだけ、馳郎の言葉を吟ぎん味みするかのように、少女が目を細める。

　それから、

「ふざけてるの……？」

「いや、そういうつもりじゃ、ないんだけど……」

「だったら、こちらも好きにするわ」

　右耳につけていたイヤリングを、少女がもぎとる。

　胸むな元もとへと掲かかげ、紅あかい唇くちびるが短い口こう訣けつを唱えた。




「朱沙の血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが如意金箍棒の八番目の娘むすめに命ず」




「────！」

　瞬間、馳郎ががくりと膝をついた。

　何かが奪うばわれているのを、少年は感じた。

　これまでの脱だつ力りよく感にも倍する侵しん食しよく速度。けして目には見えず、しかし疑うことなどできない根源的な〈力〉が、片かた端はしから奪われていく。

　それだけじゃない。

　路地裏の隅すみに生えていた雑草さえ、たちまち萎しなび、枯かれていった。

　そして、周囲から奪った〈力〉のすべてを、少女が吸収していくのを感じたのだ。

（こ、れ……やばい……っ）

「──うん、美味しい」

　無む慈じ悲ひ無差別な〈力〉エナジーの略奪ドレインとともに、うっとりと少女が唇を舐なめ上げる。

「そこでへたばってる馬鹿と違ちがって、あたしの不死属性はとっても単純なの。変な芸も使わない代わりに、この鬼宝を貸かし与あたえられてるわけ」

　戦せん慄りつとともに、少女の眼めが赤く、瞳ひとみが金色に輝かがやいた。

　すなわち、大陸の伝説で、火か眼がん金きん睛せいと呼ばれる妖よう瞳どうの具現。




「──黒曜喰くらいて拉ひしぎ潰つぶせ、彗すい星せい錘すい」




「な……っ！」

　少年が、呻うめく。

　イヤリングへ向けて、無形の〈力〉とは別のものが殺さつ到とうしたのである。

　アスファルトや電柱の欠片かけら、はてはその下の地面までもがひとりでに剝はがれ、イヤリングへとまとわりつき、圧縮され、少女自身の上半身ほどもある巨きよ大だいな黒球と化した。ばかりか、黒石をつないだ銀の鎖くさりさえも長く太く伸のびて、異形のモーニングスターを形成する。

「……さ、すがに重いわね」

　少女が、巨大な黒球を片手に息をつく。

　百キロ超ちようの棺かん桶おけをトラベルバッグ程度と評した少女が、初めて『重い』という形容詞を使ったのだ。いや、単に『重い』だけではありえまい。そこに秘ひめられた異常性を、馳郎も嫌というほど感じ取っていた。

「分かる？」

　少女が、言う。

「これがあたしの鬼宝・彗すい星せい錘すい。あたしたちのこと仙せん人にんって言ってたわよね？　だったら、その仙人の宝物ってことで納なつ得とくしてくれると嬉うれしいかな。──とぉ、」

　最後の可愛かわいらしい一声とともに、少女が黒球を振ふりかぶった。

　じゃらんと鎖が宙を舞まう。

　動けぬ馳郎の喉のどがひきつり、次の刹せつ那な、鎖は逆流した。

「、りゃあああああああああああああああああああああああああああっ！」

　想像通りに──いいや想像以上に、超重量の黒球をごくごく単純に振り回し、少女が馳郎の頭上へと振り落とす！

　轟ごう音おんは、大地から逆しまに突つきあがる稲いな妻ずまのようだった。

　もはや地じ震しんとも紛まごう衝撃が大地を揺ゆるがし、裏路地に接したビルの壁かべを砕き、巨大なクレーターをつくりあげていた。出で鱈たら目めすぎる一撃はアスファルトもコンクリートも微み塵じんに粉砕し、濛もう々もうと立ちこめる粉ふん塵じんに変へん換かんした。

　彗星などというよりも、それは単純シンプルすぎる暴力だった。

　説明不要で簡潔な〈力〉は、もはやその単純さゆえに他を圧あつ倒とうする域に達していた。

『マスター、マスター！』

「……、ああ」

　機械音声に、かろうじて馳郎は反応した。

　クレーターから、数メートルほど離はなれた地面だった。彼が生きていられたのは、すんでで仕掛マニピけ腕ユレータが突き飛ばしてくれたからだ。ちょうど破は壊かい範はん囲いにいた犠ぎ牲せい者しやもふたりほど担かついでおり、きいい、と金属の擦こすれる音を仕掛マニピけ腕ユレータはあげた。

「あ、しぶとい。やっぱその服か」

　鬼仙の少女が、唇を尖とがらせる。

「あたし、これ二回以上振るの初めてよ。面めん倒どうくさいから、さっさと潰れちゃいなさい」

『マスター、警告します。敵性戦力の解かい析せき不能。現状戦力内での抵てい抗こうは危険と判断します。どうぞ早急な撤てつ退たいを』

　そんなことは分かってる。

　今の〈力〉エナジーの略奪ドレインで、少年の身体からだは──いいや精神こころさえも、疲ひ労ろうの極きよく致ちに達している。指一本動かすどころか、もはや呼吸さえままならない。コンクリ詰づめにあった方がマシと言い切れるほどの最悪な気分。

「──嫌、だ」

『マスター!?』

「……これで逃げたら……ホントに……落ちこぼれだろうが……」

　歯を食いしばる。拳を握りしめる。

　仕掛マニピけ腕ユレータは、まださきほどの犠牲者を摑つかんでいる。

　それだけじゃない。周囲には、まだ多くの人々が倒たおれていた。こんな状じよう況きようで、再び黒球が放たれればどうなるか。──そんなの、考えたくもなかった。

　かろうじて視線だけをあげた馳郎へ、少女は獰どう猛もうに微び笑しようする。

「ふうん？　逃にげないんだ。まあ、逃がすわけないんだけどね」

　蓮リヤ花ンフアの頭上で、黒球がゆっくり回り出した。

　準備動作。

「きっちり話も訊ききたいし、ご褒ほう美びに頭だけは残しといてあげる。知ってる？　人間って胴どう体たいがぺちゃんこになっても数分は口が利きけるのよ」

「…………」

　答える気力すら、もはや馳郎から失うせている。

　多分猛もう獣じゆうと出会った獲え物ものが、もう逃げられないと悟さとったなら、同じような状態になるだろう。一刻も早く楽になりたいと、自ら首を差し出すに違いない。

　必死に死の誘ゆう惑わくと抗あらがう拳から、それでも〈力〉が逃げていくのを、少年は感じた。

（……く……そ………………）

「……にぃ───────────────あ」

　遠く、猫ねこの鳴き声を聞いた気がした。




　そのときだった。




　一いち陣じん、突とつ風ぷうが少年の身体を吹ふき抜ぬけた。

（え……？）

　まともな風ではない。それだけは分かった。

　なぜなら。

　その風が触ふれるや否いなや、少女の振り回していた巨大な黒球が、突とつ然ぜんぼろぼろと外がい殻かくを剝はく離りさせたのである。

「彗星錘っ？」

　時間を巻き戻もどすかのようだった。

　電柱やアスファルトやその下の地面へと、黒球を形成していた物質が戻っていく。

　仔こ牛うしほどもあった異形のモーニングスターは、あっという間に小さなイヤリングへと復元し、蓮リヤ花ンフアの手の平へと落ちた。真しん紅くと金色に輝いていた少女の瞳さえ、もともとの漆しつ黒こくへと戻っていく。

　ばかりか、これまでとは逆に、蓮リヤ花ンフア自身が生命力を吸われたかのように、がくりと膝ひざを落としたのだ。

「これって……まさか……」

　可か憐れんな唇が、呻きを漏もらす。

「……あな……た……本当に……を……っ！」

　誰だれかの、名前を告げたようだった。

　しかし、馳郎の耳にはその名前は届かなかった。

　少年は、見た。

　少し離れた、小さなビルの屋上だった。

　嫌いやになるぐらい、月が大きい。ほんのわずか欠けた満月。どっくんどっくんと心臓が鳴るたびに、ますます大きくなるようだ。

　そして、その月明かりの下。

　月光に洗われたような、白い帽ぼう子しと、白いワンピース。

　きゅっと唇をへの字にして、こちらを強く強く睨にらみつけている少女。

「……ナ……タ……？」




「古き七支族の血を借りて……は、芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘に乞こい願ねがう」




　声が、聞こえた。

　そんなはずはない。この距きよ離りで、少女の声など聞こえるはずがない。だけど確かに、少年は聞いたように思ったのだ。

　ただの声じゃない。

　世界の法則さえねじ曲げる、神秘の口こう訣けつ。

　ばかりか、少女の瞳どう孔こうは黄金、縁ふち取どった目は紅くれないに染まっていた。

　そうだ。

　その瞳もまた──火か眼がん金きん睛せいだったのだ。

　妖瞳と口訣に応こたえ、少女が手にした金属の扇に、ごおと火か焰えんが巻き上がる。




「──三ざん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫さけべ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」




　夜気が、沸ふつ騰とうした。

　煽いだ扇から噴ふき上がった炎ほのおの、途と轍てつもない熱量のゆえに。

　刹那に干ひ上あがった空気中の水分が、絶ぜつ叫きようのごとき水蒸気爆ばく発はつを引き起こす。紅ぐ蓮れんの業火は首をもたげた炎えん蛇じやにも似て、裏路地の馳郎や倒れた犠牲者たちを避さけながら、ビルの屋上から数十メートル離れた蓮リヤ花ンフアだけを正確に捕ほ捉そくし、燃える牙きばを剝むいてひた走った。

「────っ！」

　蓮リヤ花ンフアは、動けない。さきほどまでの馳郎と同じく、生命力を奪うばわれた身体は少女の意思に応えられない。

　三昧の炎に、吞のみ込まれる直前。

「──お嬢じよう様さま！」

　倒れていたはずの少シヤ影オインが立ち上がり、駆かけ寄ったのだ。

　先の不思議な風は、この青年にも効果を及およぼしているらしく、走り込んだ少シヤ影オインの膝はぐらりと揺れた。それでも青年は少女の身体をかき抱いだく。

「少シヤ影オイン──！」

「失礼いたします！　お嬢様！」

　青年の足が、強く地面を蹴けった。

　炎がアスファルトを灼やくのと、青年が跳ちよう躍やくするのはほぼ同時だった。

　大おお幅はばに能力を奪われているようだったが、それでも驚おどろくべき脚きやく力りよくで、ふたりの身体は中ちゆう華か街がいの屋根まで飛び上がったのである。

　そのまま、青年と少女の気配は夜闇やみへと溶とけ込んでいった。

　あれほど暴ぼう虐ぎやくを振ふるった相手とは思えぬ、見事なまでの退たい却きやくぶりだった。

「………………………………あ」

　馳郎には、分からない。

　一体何があったのか。自ら吸きゆう血けつ鬼きと名乗り、ふさわしいバケモノであった青年と少女。そのふたりを退かせた、今の神秘の応おう酬しゆうはどういうことか。

「馳郎！　無事か！」

　聞き覚えのある声が、したように思った。

　白い帽子とワンピースが、視界の端はしに揺れた。

　だけど、それを確かく認にんするような気力や体力は、一いつ滴てきだって残されてなかった。




　そして──少年の意識も、ついに閉とざされたのであった。
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　跳とぶ。

　飛ぶ。

　駆ける。

　少シヤ影オインの跳躍は、わずか数回で二百メートルを越こえた。

　全身全ぜん霊れいで、あの場から離り脱だつしていたのだ。中華街の屋根を飛び抜け、そのくせ足音など一いつ切さいたてず、闇から闇を滑すべるように移動する。

　それでも、思い通りにならぬ身体が青年にはもどかしかった。あの風にさえ晒さらされなければ、今の倍は速度を出せたろうに。

　確実に振り切ったとそう思える距離で、やっと足を止めた。

　人ひと気けのない路地裏へと飛び降り、物もの陰かげへ身を潜ひそめてから、腕の中の少女へ呼びかける。

「お嬢様！　蓮リヤ花ンフアお嬢様！」

　はたして──少女は反応した。

「……少シヤ影オイン」

「ご無事ですか」

　ほっ、と青年が息をついた。

　それから、吐と息いきの意味を誤ご魔ま化かすかのように、

「せっかくですから言わせていただきますが、お嬢様の判断は迂う闊かつに過ぎるかと存じます。今回でいえば、あの少年の正体が分からぬ以上、個人としての能力はもちろん援えん護ごや奇き襲しゆうの可能性を把は握あくすべく、意識を研とぎ澄すませておくのは基本でしょう。いくらお嬢様の不死属性が優すぐれていようと、それでは便器にたかるウジ虫以下の糞くそったれでございます」

　いつもの調子で、悪態をついてのけたのだ。

　もっとも、そういう調子でいてくれることが、少女は不ふ愉ゆ快かいじゃなかったらしい。淡あわく微び苦く笑しようして、こちらもふんと鼻を鳴らしてみせる。

「だから、あの電でん撃げきを喰くらって倒れたふりをしてたの？　たかが喉や眼球や内臓が焼かれた程度で、夜の少シヤ影オインがどうにかなるわけないものね？」

「それは保証いたしかねます。私、お嬢様と違ちがって大変繊せん細さいででりけえとなものですから。惜おしむらくは執しつ事じとして忠誠を誓ちかった相手が、脳のう味み噌そや神経まで筋肉でできてるような、ご無体な方だったことぐらいです」

「ふん、好きにおっしゃい」

　唇くちびるを尖とがらせて、少女は自分の身体からだに何度か触れた。

「うわ、もろに喰らったわね。運動能力どころか、五感や仙せん骨こつまでのきなみ全ぜん滅めつ。これじゃホントに人間並みだわ。数日ぐらいは回復しないわね。白はく翁おうに言って、たっぷり養生と贅ぜい沢たくさせてもらわないと」

「壊こわした建物や棺かん桶おけの回収、氣チイを吸われた人々はいかがしましょう。私、これでもあの棺桶は気に入っているのですが。器うつわはともかく、中身の土があれでなくては気持ちよく眠ねむれません」

「やだやだ変態の上に土フェチ。──面めん倒どうくさいから、それも白翁に言っといて。この街ってあれのお膝ひざ元もとらしいし、情報操作ぐらい簡単でしょ？」

「いろいろ用立ててもらってる身で、便利屋扱あつかいするのもどうかと思いますが」

「そんなのどうでもいいの！」

　ぶんすか、と少女が青年の胸を打つ。

　先の言葉通り、腕わん力りよくも人間並みになっているものか、百キロ超ちようの棺桶を持ち上げていた拳こぶしはぽすぽすと乾かわいた音を立てるばかりだった。

　それから、深くため息をついて、

「……でも」

　と、少女は口にした。

「今の五火神焰扇。それに……あの風を吹かせたのは……間ま違ちがいなくあいつよね……？」

「はい、お嬢様」

　少シヤ影オインがうなずく。

「いかなる鬼仙であろうと、いかなる鬼宝であろうと、あの風だけは吹かせられません。例外はただひとりでございます」

「そう……よね」

　少女の手が、胸むな元もとで拳をつくる。

　その横顔は、ひどく複雑な感情を絡からませあっていた。

　畏おそれと怖おそれ、歓よろこびと喜び、決意と覚かく悟ごとがないまぜになった表情であった。

「やっと……やっと追いついたわ……」

「はい」

　もう一度、少シヤ影オインが慇いん懃ぎんにうなずく。

　そのうなずきをはたして認識していたかどうか。少女は熱に浮うかされるように、こんな言葉を囁ささやいたのだ。




「今度こそ……捕つかまえてみせる……。あたしたちの支族が造った……最悪の災わざわいを……」
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「馳はせ郎ろうちん、遅おそい～！」

「は？」

　帰ってきたばかりの少年を迎むかえたのは、ソファに座り込んでぐるぐると長い箸はしを振り回す、小さな少女の姿だった。室内だというのに鳥打ち帽ぼうを被かぶったままの少女は、ぐつぐつと煮にえる鍋なべを前にして、たんまりと肉をかっこんでいたのである。

　自じ称しよう大家探たん偵てい・天あま草くさしじまであった。

「な、なんでしじまさんが？」

　目を見開くと、しじまの隣となりからナタが釈しやく明めいする。

「いや、その、なんだ。入り口で見つかってしまって。私も一応、キミが帰るまで待つように言ってたのだぞ。まさか、それがこれほど遅くなるとは思わなかったものだから──」

「いひひひ、ごちそうさまでしたー。あ、これ最後の肉ね、ぱくっ！」

「お、おおおお、俺の肉ぅ！　一ヶ月ぶりの肉ぅ！　動物性タンパク質ううううう！」

　思わず、心からの叫さけびをあげてしまう。

　実にいつもどおりの流れ。うんざりするぐらいの予定調和。

　精せい一いつ杯ぱいの嫌いやがらせでため息をついて、馳郎はがっくり肩かたを落とす。

「じゃあ、せめて残った出だ汁しで雑ぞう炊すいを……」

　と、言いかけたときだった。

「でも、まあそんなに馳郎ちんが食べたいなら──」

　しじまが言って。

　ごおっ、とその小柄な身体が燃えた。

「──しじまさんっ！」

「全部、焼けてしまったら、いいんじゃない？」

　途と端たん、世界がすり替かわった。

　見慣れたボロアパートが搔かき消え、広く閉へい鎖さされた空間へと変わる。

　デパートだ。

「────っ！」

　見回す視点が、低い。

　馳郎の身体も縮んでいるのだ。この当時ならば八歳。

　のんきに遊んでいた玩具おもちや売り場は──もはや、無む惨ざんな炎ほのおに埋うめ尽つくされていた。

　炎。

　赤く、紅あかく、朱あかく。

　燃えて、燃やして、燃やし尽くして。

「……ぉ……あ……」

　声など出ない。もはや舌は爛ただれ落ちた。熱された煙けむりと空気が肺を焦こがす。気管と食道を通じて、内臓も灼やかれ、もはやここにいるモノは人間のカタチをしてるだけの焰ほのお。

　見み渡わたせば、デパートはそんな炎と死体だらけであった。

　死んでいく。死んでいく。死んでいく。死んでいる死んでいる死んでいる死んでいる死んでいる。とっくの昔に周囲は死体だらけで、自分の身体も半分ぐらい燃えていて、手をつないだ友達も死んでいて、世界は馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいの炎に埋め尽くされている。

　分かっている。

　これは夢だ。

　──久しぶりに見る、夢だった。

　最近ずっと見なかったその夢が今更再生リプレイされたのは──多分、無力だったからだろう。

　あれだけの人が倒たおれていて、自分はまた何もできなかった。

　ああ、妹の言うとおりだ。ボディガードになるとかどうとか、夢みたいなことばかり言ってた自分は、結局〈カエアン〉も使いこなすこともできず、無意味に倒れていただけ。

　だったら、そんな無力で無意味な自分は、ここで燃え散った方がよい。

「…………」

　ああ、そうだ。

　あのときも、そうだ。

　つい一週間前、戌いぬ見み馳郎の巡めぐり会った事件。

　ワイドショーで吸きゆう血けつ鬼き事件なんて吹ふい聴ちようされていた一連の現象。その最中、馳郎はどうしようもなく真っ黒な気持ちで立ち尽くしていた。

　それでも救われた気持ちになれたのは、何人も倒れている中にあの少女がいたから。

　あの少女だけが、自分の声で目覚めてくれたから。

　だから、まるで自分の方が助けられたような、そんな気がして──。




「──馳郎」




　雑音ノイズが、響ひびいた。

　自分の夢までも届くような、とても真しん摯しで、澄んだ声。

「馳郎。どうかしたのか」

「え……？」

　半分、瞼まぶたを開く。

　汗あせで、上半身がぐっしょりと濡ぬれていた。夏の最中でもこれほどの汗はなかなかお目にかかれまい。しかし、自分でもちょっと異常じゃないかと思うその汗の量より、もっと別のことが馳郎の意識を捉とらえた。

　柔やわらかなモノが、腹部にのっていた。

　白くて美しいその物体を見上げて、喉のどが干ひ涸からびるかと思った。

「ナ……タ……？」

　窓から差し込む外部の電光に照らされて、白い肌はだが自分の上にまたがっていたのだ。太陽の下であれほど闊かつ達たつに見えた少女は、薄うすら暗いこの部屋にあって、意外な艶なまめかしさを付ふ与よされたかのようだった。

　夢で会ったしじまと同じく、トレードマークの白い帽ぼう子しもかぶったまま。

　ぺたぺた、と手の平が、こちらの頰ほおに触ふれた。

「キミ、死にそうな顔をしてるぞ。夢の中で死ぬのはさすがに斬ざん新しんすぎるだろう。ギネスブックとやらに載のるかどうかは知らないが、もう少し考えた方がいい」

「──ナタ！」

　驚おどろきで、上半身を跳はね上げる。

　あまりに顔が近くなりすぎて、すぐに半分ぐらい元に戻もどった。

　倒れてしまうのを肘ひじで固定して、ちょっと不自然な姿勢のまま、少年は自分のおかれた状じよう況きようを必死に把は握あくする。どうやら〈たまゆら荘そう〉の事務所で、ソファに横たわらされているらしいと、それだけが理解できた。

「な、な、な、なんで、お前」

「中ちゆう華か街がいでキミが気絶していたからだ。放ほうってもおけないし、とりあえず〈たまゆら荘〉まで運んで様子を窺うかがってた。そうしたら、急にうなされるものだからな」

　至し極ごく当然とばかりに言って、ワンピースの少女が腕うでを組む。

「看病してくれた……わけか？」

[image: ]

「まあ、そうなる。キミ、もうすぐ夜明けになってしまうぞ」

「そ、そっか、ありがと」

　うなずいて、したり顔の少女にまたがられた腹部を見返す。

「あのさ。こういうときって……普ふ通つう、膝ひざ枕まくらじゃないのか」

「膝枕か。ふむ、形状は知っているが、その方が馳郎は好みなのか？」

「え？」

「好みなのか？」

「いや……その……このままでいいです」

　なんだか申し訳なくなって、視線をそらした。そうすると、キッチンにスーパーのひしゃげたビニール袋ぶくろと中国の茶器が並んでいるのが目に入った。

「鍋、間に合わなくてごめんな」

「今夜にでも食べればいいだろう。タイムセール品だし、いささか賞味期限は越こえてしまうが、キミの胃い袋ぶくろなら問題あるまい」

「そうだな」

　自分が意い地じ汚きたないのは認めざるを得ないので、くっと唇くちびるの端はしをあげて苦く笑しようする。

「でも、お前も一いつ緒しよだろ」

「主あるじに合わせるのは客人としての義務だ」

「そういうものか」

「そういうものだよ」

　軽い言葉をかわしあう。ナタとのこうした会話は心地ここちが良かった。まだ出会って一週間ほどとは思えないぐらい、妙みように馴な染じんでしまっていた。小さくて可愛かわいいナタと、こんな情けない自分では相通じるところなどなさそうなのに、そのことが馳郎には意外だった。

　そんな何気ないやりとりが楽しくて──

「キミ、誰だれかに会わなかったか？」

　──訊きかれてしまったことが、少しだけ悔くやしかった。

　訊かれてしまえば、答えるしかないから。

「会ったよ。馬ば鹿か力ぢからで糞くそでかい球をぶんまわす女の子と、やたら丁てい寧ねいなくせに汚きたない毒どく舌ぜつばかりついてる執しつ事じっぽい男」

　一息ついて、今度はこちらから訊く。

「お前を追ってるのは──あのふたりか？」

　馳郎は、最初に会ったときのナタの言葉を覚えていたのだ。




　──『とにかく放っておいてほしい。キミも、うっかり他人と関かかわったせいで傷つくのは嫌だろう』




「そうだ」

　と、少女は認めた。

　実にあっさりしたものだった。この少女ならそうだろう。

「この街までずっと追われていた。最初に忠告はしたが、キミに被ひ害がいがふりかかったことは大変遺い憾かんに思っている。許してほしいとは言えないが、キミが助かったことは喜ばしい。で、ほかにも何か言っていたか？」

　またがったまま、ナタがこちらを覗のぞき込む。

　鏡のような黒い瞳ひとみに、こちらが映っている。ナタの瞳はぶれず、まっすぐにこちらを見つめていた。瞳の中の少年が、諦あきらめたようにかぶりを振ふる。

「仙せん人にんなのが半分正解で……だけど吸血鬼だとか……」

「ああ、それは両方正解だ。現代風に言えば、吸血鬼という方がよほど分かりやすいだろうしね。それはまあ名付けたヤツがうまいな」

　納なつ得とくしたようにうなずき、少女はこう続けた。

「古い名前ではね。鬼き仙せんなんて呼ばれている」

「鬼仙？」

　その、名前。

　その響きの不ふ吉きつさに、背中をかすかな悪お寒かんが走った。

「鬼のような仙人という意味さ。それとも仙人のような鬼かな？　この場合鬼というのはこの国とは少し違ちがってね。死者とか幽ゆう霊れいとかいう意味になる。つまるところ、幽霊のような仙人、ということか」

　くつくつ、と少女が馳郎の腹の上で笑う。

「仙人なのに、死んでるのか？」

「仙人だから、死んでも生きてるのさ。そこそこ有名な伝説にもシカイセンなんてのがいてね。これは自分の亡なき骸がらを放置して魂こん魄ぱくだけが仙人になるってぐらいなんだぞ。鬼仙ってのもそういう仙人のひとつでね。──まあ、死し霊りよう扱あつかいされるのも仕方ない。なにしろ、人の氣チイを喰らって生きてるんだからね」

「人の、氣チイ……？」

「生命力さ」

　とん、と少女が馳郎の額をつついた。

「根源的な命の源。万ばん物ぶつに宿る霊れい的てきなエネルギー。あるいは精気オドでもプラーナでもクンダリーニでも呼び方は好きにしていい。噂うわさに聞く〈協会〉圏けんの魔ま法ほう使つかいなら、確か呪じゆ力りよくとかいうのかな」

「それって……喰くわれ過ぎたら」

「もちろん死ぬさ」

　ナタが言う。

　どうしようもない事実。あの蓮リヤ花ンフアと向かい合っていた戦場は、やはり死地であったのだと思い知らされる。

「現代医学なら衰すい弱じやく死しということになるんだろう。カルテだととりあえず心不全かな。そうした氣チイを大量に喰らっているからこそ、鬼仙は非常識な能力を持ち合わせている。単純な腕わん力りよくや体力はもちろん、キミが垣かい間ま見みただろう魔ま術じゆつめいた〈力〉──不死属性や鬼宝なんてモノまで所持してるわけだ」

「だから……吸血鬼」

「ああ、現代ならふさわしい名前だと思うよ。鬼仙なんて黴かび臭くさい呼こ称しようよりはよほどいい。インチキくさい能力も、いろんな支族がバラバラに存在してることも、その名前はうまいこと内包してる。もっとも太陽に弱い支族は半分ぐらいだし、ニンニクや十じゆう字じ架かに弱いなんてのは滅めつ多たに聞かないけどね」

　少女の言うことは分かる。

　確かにあれには、仙人などという穏おだやかな名より、吸血鬼こそふさわしい。

　今も、あの少女と青年に対たい峙じした瞬しゆん間かんを思い出しただけで、おぞけが走る。超ちよう絶ぜつの腕力やこちらの身体からだに植え付けんとした魔ま性しようの種もそうだが、むしろ一番恐おそろしかったのは、あの火か眼がん金きん睛せいの妖よう瞳どう。

　朱しゆと金に輝かがやくあの瞳こそは、原始より人間を喰らいつくした魔ま獣じゆうの本質ではなかったか。

「…………っ」

　ごくり、と唾つばを飲み込む。

　だが、重要なのはこの先だった。名前だとか能力だとか、そんな些さ事じよりもよっぽど大切なコト。戌見馳郎が避さけては通れないこと。

「ひとつ、訊いていいか？」

　だから、馳郎の方から尋たずねる。

「なんでも」

「あのとき。最後に、蓮リヤ花ンフアとかいう女の子が──鬼仙が、いきなり倒たおれた。あれ、助けてくれたのはナタか？」

「そうだ」

　ゆっくりとうなずき、ナタが認める。

　その黒い瞳が、妖あやしく光ったかと思えた。




「……私も、鬼仙だよ」




　静かに、少女は肯こう定ていしたのである。

　白いワンピースの胸むな元もとを押さえ、一いつ瞬しゆんたりとも馳郎から目を逸そらさず告白した。

「少しだけ、特別な鬼仙だ。ずっと昔、鬼仙同士の戦争を終わらせるために〈力〉を与あたえられた、最悪の鬼仙こそが私なんだ」

　さらに続けて、ナタが言う。

「私もまた、人の氣チイを啜すすって生き延びるバケモノだ。人の世には相あい容いれない災わざわいだ。──キミと私が最初に会ったときの吸きゆう血けつ鬼き事件。あれは、私が見境無しに氣チイを喰らったせいで起きた惨事なんだよ」

　まさしく、ナタは告白していた。

　自分こそバケモノだと。

　実際に人々の氣チイを喰らった、人のカタチをした災いなのだと。

「…………」

　すぐには、馳郎は会話を再開しなかった。ナタも言葉を継つがなかった。

　あまりに現実離ばなれした言葉の後、沈ちん黙もくは闇やみのとばりと同じように、ただひっそりと世界を閉とざしていた。

　やがて、たまりかねたか、

「馳郎、私は──」

「──給料は、二千円な」

　ナタの言葉を阻はばむように、少年が口を開いたのだ。

「え？」

「今日までの、助手をやってもらった給料だよ。少ないけれど依い頼らい自体少なかったんだし、部屋と飯もついてたんだから勘かん弁べんしてくれ」

「……そうか」

　その言葉で、ナタが微び笑しようした。

　つまるところは手切れ金。自分の告白を聞いても、即そく座ざに叫さけんだり非難したりしなかったのだから、それだけで十分嬉うれしかった。この街を出て、また逃とう亡ぼう生活に戻もどるだけの気力が、胸にわくのを感じた。

「じゃあ、これでさよならだ」

　またがったままの身体を浮うかせたところで、ぐっとその太ふと股ももがつかまれた。

「ひゃっ!?」

「半分寄よ越こせ」

　右手でナタの太股を摑つかんだまま、馳郎がもう片手を開いたのである。

「は、馳郎!?」

「だから、千円寄越せ」

　もう一度、少年は強く言ったのだ。

「キミ。私の話を──」

「今回、結局誰だれか死んだのか？」

「い、いいや。氣チイを見る限り、そこまで至ったモノはいないと──そう思う。あれからすぐに救急車も来たようだったし」

「そっか。良かった」

　と、少年は笑った。

「だったら、俺はお前の味方をしてやれる」

「…………」

　今度こそ、ぽかんとナタは少年を見つめた。

「馳郎。前から思っていたが、キミは少々頭が悪いんじゃないのか」

「な、なんだよ！　だって、先週の事件だって、誰だれも死んでなかったろ。だったらお前は人殺しじゃねえし、『見境無しに喰らった結果』だとか、自分で言ってたろうが。つまり普ふ通つうだったら、あんなことにはならねえんだろ」

「…………っ」

　馳郎の台詞せりふに、ナタは言葉を詰つまらせる。

　どうしてこの少年は、こんなときだけ目め端はしが利きくのだろう。いつもはあんなにも鈍どん感かんで、他人の言葉などろくに聞いてなさそうなのに。

　無言になったナタの前で、馳郎はもう一度上半身を持ち上げた。

　今にも触ふれあってしまいそうな、互たがいの息がかかりそうな距きよ離りで、少年はもう一度同じ言葉を口にする。

「だったら、俺はお前の味方をしてやれる。鬼仙だろうが吸血鬼だろうが特別だろうが、千円あればボディガードだってしてやれる。だって、それが俺の仕事だろうが」

「…………」

　少女は、何も言わなかった。

　ただ、かあっ、と夜目にもはっきりと分かるほど真っ赤になっていた。白い肌はだの顔かんばせにとどまらず、耳の先から滑なめらかなうなじまで、鮮あざやかなほど赤くなってしまっていた。

「ナタ？」

「……き、キミの手をどけてくれないか。頼たのむ」

　その言葉につられて、すっと視線を下におろす。

　そこに、指し摘てきされた問題はあった。

　少女の柔やわらかな太股を、馳郎の手が握にぎりしめたままだったのだ。しかも、ぎっちりと。がっちりと。これ以上ない鷲わし摑づかみというレベルで。

「とわあああああああああっ！」

　大きく叫んで、少年はソファを後ずさり──ナタにまたがられたままだったので、そのままぐるりと曲がってしまい、後頭部だけを壁かべに打ち付けたのであった。

「あいだあああああああああああああああああああっ！」

　そんな少年の様子に、ナタは微苦笑してからソファの傍かたわらへと降りた。

「……まあ、それならそれでいい」

　ぷいと後ろを向いて、小さく呟つぶやく。

「少しだけ、そう言ってくれるんじゃないかと思ってた。正直に言えば期待してた。何とも虫がよくて浅ましい考えだが……そう言ってもらえて、私は嬉しい」

「あ、つ、つつつつ……そ、そうか？」

　間ま抜ぬけな顔で後頭部を撫なでて、馳郎が相づちを打つ。

　よほど痛かったのか、今度こそ人の話を半分も聞いてなさそうな表情に、ナタはなんとなく唇くちびるをほころばせた。

「ああ、そうだとも」

　と、首を縦に振ふる。

「だから、喜んで千円払はらわせてもらおう。それから、私の協力者にも会ってほしい」




　　　　＊




　きょとん、と馳郎は瞬まばたきした。

「……協力者？　お前、そんなのいたのか」

「秘密にしていて悪かったけどね」

　部屋の中央で、ナタはあまりすまなくなさそうにうなずいた。

　いつもの澄すました顔なのだが、唇が少しつりあがっている。いかにも何か企たくらんでますよ、という表情だ。この一週間の付き合いで、この少女が意外といたずら好きなのは身に染しみている。馳郎もいささか躊ちゆう躇ちよしつつ、改めて尋ねてみた。

「じゃあ、明日にでも連れん絡らくを取るか。それとも、今から出かけるのか？」

「いいや」

　ナタがかぶりを振る。

「今、ここで」

　そこで、くるりと振り向いたのだ。

（────っ！）

　息を吞んだ。

　映画の吸血鬼のごとく、部屋の陰かげからぬるりと現れるかと思ったのだ。あるいは霧きりが人間に変わったり、蝙蝠こうもりが殺さつ到とうするところも少年は想像した。

　どれでもなかった。

　ただ、わずかに開いていた窓から、黒い小動物がすとんと降り立ったのである。

「……あ、猫ねこ」

　ぽかんと口を開く。それは片目の潰つぶれた、小さな黒くろ猫ねこだった。

　すると、ナタは楽しそうに笑って口にしたのだ。

「エイジャ」

「結局、こうなったのか。ひどい茶番だ」

　と、声がした。

　その声の発生点に、馳郎がくるくると首を回した。

「え？」

「──どこを見てる。超ちよう常じよう現象はもう見慣れたろう」

「は？」

　意味が分からない。

　ただただ少年は焦あせって、見慣れた自分の事務所をぐるぐると見回している。それこそ透とう明めい人間でも現れたのかと、身体からだを強こわ張ばらせて必死に部屋中の異変を探し求めた。

「だから、ここだ」

「こ、こ？」

　ついに、視線が足元へ落ちた。

　その場所で、さきほどの黒猫が二、三度顎あごをしゃくってみせた。

「オレだ。オレがエイジャだ。ナタと一いつ緒しよにこの街にやってきた。貴様のまわりも何度かうろついていたんだが、気づかなかったか？」

「…………」

　しばらく、馳郎は口を利かなかった。

　黒猫を凝ぎよう視ししたまま、じいっとその場で硬こう直ちよくしていた。

「…………」

「……おい、貴様？」

　もう一度、黒猫が顎をしゃくると、

「ね、ねねねねねねねねねねねねねねねね猫が喋しやべったあああああああああああああ！」

　思い切り叫び、少年はその場で跳はね上がったのである。それはもう見事な跳ね上がり方で、着地した拍ひよう子しに足をひねり、その場で尻しり餅もちをつくほどであった。

　黒猫は、呆あきれた風にため息をこぼすしかなかった。

「……忘れかけていたぐらい素そ朴ぼくなリアクションに、礼でも言っておこうか」

　不ふ機き嫌げんそうに、かつかつと床ゆかを引っ搔かく。ぴいんと立った鈎かぎ型がたの尻尾しつぽが揺ゆれて、部屋の空気をぬるく搔き混ぜた。

「くくっ」

　見守っていたナタが、なんとも面おも白しろそうに口元を押さえた。

「まったく面白いなキミは。私が吸きゆう血けつ鬼きだと言っても大して驚おどろかなかったのに、なんで猫が口を利くとそんな身も世もない声をあげるんだ？」

「だ、だ、だ、だだだだって！　猫だぞ猫！　喋らないだろそれ！　吸血鬼とか鉄球娘むすめとか変態庭師とはまったく意味が違ちがうだろ！」

　尻餅をついたまま叫ぶ馳郎の足元で、黒猫──エイジャもナタへと口を開く。

「……だから言ったろうナタ。この男の頭のゆるさはオレたちの障害にしかならん」

「いや、そんなことはないよ。それにほら、私が吸血鬼でもきっと──多分、おそらく、もしかしたら彼は受け入れてくれるって、そう言った通りだったじゃないか」

「未来予測としては的を射た発言だったな」

　いけすかなさそうに顔を歪ゆがめて、エイジャは吐はき捨てる。

　対するナタは改めて馳郎に向かい、黒猫へ手を振った。

「このエイジャも、鬼き仙せんのひとりなんだよ」

「ふえ？　えと……つまり、吸血鬼？」

　狼おおかみ男というのは分かる。大きな蝙蝠に吸血鬼が化ける漫まん画がも読んだことがある。

　だが、猫とは。

　魔ま女じよの使い魔まとかならありそうだ。吸血鬼と猫という組み合わせも悪くない。だけど、吸血鬼自身が猫に変わるというのはいかにもありそうでいて、馳郎にしてみればまったくの想定外だったのである。

「まあ、そういうこと」

　少年の言葉をナタが肯こう定ていし、追つい随ずいして黒猫も付け加える。

「この身体の方が、小さい分だけ氣チイの発散も避さけられるからな。節約にもなるし、追っ手にかぎつけられる可能性も減らせる」

「なる……ほど」

　なんとなく、馳郎にもその意味は分かった。

　鬼仙が人間の生命力を喰らって生きているというなら、その節約は逃とう亡ぼう生活において必ひつ須すだろう。喰くらった痕こん跡せきを敵が追ってくるというならなおさらだ。

「つまり……逃にげるために猫の姿を取ってるってわけか？」

「そうだ」

　隻せき眼がんでこちらを睨にらみつけ、苛いら立だたしげに猫がうなずく。

　身体の小ささと、迫はく力りよくとが反比例している。そこらの暴力業者ヤクザ程度なら、ただの猫だと認にん識しきしつつも最敬礼してしまいそうだった。

「……で、本当に貴様はナタを助ける気なのか？」

「お、おお。千円もらう約束だからな」

　少年が胸を叩たたく。

　黒猫は、しばしその様子を見つめて、器用な舌打ちとともにかぶりを振った。

　そして、

「だったら、本題に入ろう」

　と、告げたのだ。

「本題？」

「当たり前だろう。依い頼らい人の事情も訊きかずに、ボディガードをやるつもりか」

「エイジャ」

　これは、ナタが口を挟はさんだ。

　珍めずらしく慌あわてた様子であった。いっそ狼ろう狽ばいといってもよい。いつも、自分を仙せん人にんだとか言って浮うき世よ離ばなれしていた少女は、初めて焦しよう燥そうを露あらわにしていた。

「言う必要があるだろう」

　黒猫が口にすると、ナタはひどく複雑な顔をして、うつむく。

（……ナタ？）

　一いつ瞬しゆん、少年も不思議に思ったが、それよりもエイジャが振り向く方が早かった。

　馳郎へと顔をあげ、黒猫は「まず」と口火を切ったのだ。

「前提として、たいていの鬼仙は人間を軽けい蔑べつしている。軽蔑とは違うか。対等の存在とは見ていない。なにしろ自分たちにとって、人間とは食しよく餌じでしかないのだからな」

　もちろん自分も例外じゃ無いぞ、とそう言いたそうな目つきだった。

「食餌……って、それ、食べるしか意味がないってことかよ」

「自然な感情だろう。それとも貴様、豚ぶた肉にくや牛肉を食べるたびに、ごめんなさいとでも謝るつもりか？」

「そりゃ……そういうことはねえけど」

　口ごもる少年を、ふふんとせせら笑って黒猫は続ける。

「が、その前提が問題になる。貴様も、さっきの戦いで片鱗は見ただろう。──ナタは、鬼仙をただの人間にすることができる」

「え？」

　一瞬、意味が分からなかった。

　しかし、さきほどの言葉と今の言葉がつながった瞬しゆん間かん、馳郎は戦せん慄りつした。

「そ、それって……」

「分かってもらえたようで助かる。そうだ。鬼仙が人間になるということは、いわば人間が豚ぶたや牛に変えられるようなものだ」

　ごくり、と少年は唾つばを飲み込む。

　人間が食餌に過ぎないという、エイジャの価値観は受け入れがたい。だが、そうした価値観を持つ者が人間に変えられるとしたら──それは、地じ獄ごくそのものだろう。

「ちょ、ちょっと待て。じゃあ、さっきナタが言っていた最悪の鬼仙だとかいうのは」

　ずっと昔、鬼仙同士の戦争を終わらせるためにつくられた、最悪の鬼仙。

　そんな風に、ナタは話してなかったか。

「ほう、覚えてたか」

　黒猫が、唇くちびるの端はしをつりあげる。

「そのままだ。昔、鬼仙同士の大きな戦争があった。戦争はあまりにも大規模になって、少々まずいことになりかけてな。結果、当時の有力な支族が協力しあい、ひとりの適性ある少女に、特別な〈力〉を与あたえることとした」

　古びた事務所に、乾かわいた風を馳郎は感じた。

　遙はるか異国の、遠い遠い時代の風だった。黒猫の言葉には、その時代だけの色と臭においが備わっていたのだ。

「与えられた〈力〉はふたつだ。ひとつは単純な戦せん闘とう力。戦争を終わらせるだけの圧あつ倒とう的な能力を求めて、集まった支族は惜おしみなく最高の鬼宝を吐き出した。本来、鬼宝は特とく殊しゆな才能かよほどの鍛たん錬れんを積んだ者が、ひとつかふたつ使うのがやっとなんだが、これも支族の叡えい知ちを結集させることで無む理り矢や理りに達成した。もっとも、相当どころではなく苦戦したそうで、今じゃ二度とできないという話だがな」

　ゆるりと、黒くろ猫ねこの尻尾が右から左に揺れる。

　彼（？）にとっても、今の話はいわば雲の上の出来事らしい。あくまで伝聞形。いわば今の馳郎たちが、外国でつくられた謎なぞの最新兵器の話を聞くようなものなのだろう。

「そして、もうひとつ与えられた〈力〉は、見せしめをつくるためのもの。二度と戦争を起こさぬためには、当事者を滅ぼした程度では意味がない。関かかわった者すべてが戦争など考えぬほどの、決定的な見せしめが必要だった。そのために与えられた〈力〉が何かは、分かるな？」

「吸血鬼を……人間に変えること……」

「それだ」

　黒猫が肯定し、ナタの方を振ふり仰あおいだ。

「つまり、ここにいるのは鬼仙の世界でも最強の兵器で、しかも最悪の拷ごう問もん道具というわけだ。誰だれもが彼女をそう扱あつかったし、誰もが彼女をそうとしか見なかった。戦争が終わってからはその存在自体が諍いさかいを招くということで、誰の目にも触ふれぬよう封ふう印いんされていたほどだ。それが勝手に逃げ出したんだから、追われる理由には十分だろう」

　馳郎が少女を振り返る。

　ナタは、ただじっとうつむいていた。

　誰もが兵器や拷問道具としてしか少女を見なかったと、黒猫は言った。なのに、戦争が終わってからは、その兵器や拷問道具としても居場所を失ったのだと。そんな事情を、一体誰が喜んで伝えたいものか。

「っざけんなよ……！」

　奥歯を嚙かむ。あまりに強く嚙みすぎて、血の臭いが口中に滲にじんだ。

「ふざけんなよ！　鬼仙だかなんだか知らねえけど、そんな勝手な話があるか！　そんなくだらない理由で勝手に〈力〉を与えて、あげくいらなくなったからって放ほうり出していいわけがあるか！　ああ、ふざけるな。だったら逃げる必要なんてねえだろ！　そんなヤツら、ナタが最強だってんなら片かた端はしからぶっ飛ばしちまえば──」

「貴様の頭は飾かざりか？」

　冷たく、黒猫が言う。

「は？」

「考えてみろ。少女を最強にしたのは誰だ。貴様なら、自分を殺せるだけの武器を他人に渡わたしたとして、そいつが裏切った場合のことを考えておかないか？」

「裏切った……場合？」

「つまりは、鎖くさりだ」

　黒猫の隻眼が、かすかに細まった。

「ナタの身体からだには特別な鬼宝が埋うめ込まれている。許可がなくてはすべての〈力〉を振るうことができないし、その鬼宝の片割れさえ持っていれば、誰でも命令することができる。ナタがどれほど嫌いやがろうが、その命令に逆らうことは不可能だ」

「な……なんだよそれ！」

　思わず、馳郎は叫さけんでいた。

　最強だから操あやつられる。最悪ゆえに操られる。理り屈くつは分かる、理由も分かる。しかし、あまりにもひどすぎた。少年が想像していた以上に、ナタのおかれた状じよう況きようは過か酷こくすぎた。

　だが、

「……本当だよ」

　今度こそ、ナタは自らの口で認めたのだ。

「ナタ」

「〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉。それが私を操る鬼宝の総そう称しよう」

　感情を抑おさえた口調で、少女は言う。

　自らを縛しばる、悪意の鎖の名を。

「今回の追っ手も、その鬼宝を持ってきてるはずだよ。当時私に〈力〉を与えた支族すべてに、〈七鍵勅書〉は複製されて渡されてたからね」

「複製……？　なんだそれ、いくつもあるのか？」

「キミに分かる言い方だと──テレビのリモコンみたいなものさ。ちゃんと調整さえしていれば、どのメーカーのリモコン七鍵勅書でもテレビ私を操れる。先の戦闘で使われなかったのは、単に奇き襲しゆうをかけて、その隙すきを与えなかったからというだけだ。あれは結構危ない賭かけだったんだよ」

　それで、馳郎にも伝わった。

　少女の言っている意味を、やっとのことで理解した。自分はどれだけ馬ば鹿かだったのか、そして目の前の少女がどれだけ危険な綱つな渡わたりを行ったのか、その双そう方ほうを吞み込んで、腕うでにぞっと鳥とり肌はだが立った。

　いや。

　馳郎だけではなかった。

　説明したばかりの少女もまた、かぶったままの白い帽ぼう子しを、きゅっと目ま深ぶかに引き下ろしていた。

「すまないな」

　帽子の内側から、ナタが言う。

　白い帽子は、少女の表情をすっぽり覆おおってしまっている。なのにその表情が想像できるのは、帽子を握にぎった手が震ふるえているからだ。

「……あはは。どうやら今いま更さらになって、少し怖こわくなったらしい。ホント馬ば鹿か馬ば鹿かしいな」

　無理矢理笑った声の底にも、薄うすら寒い恐きよう怖ふが貼はりついていた。

　いつも人を食ったようなこの少女が、今ばかりは、自らの怯おびえを隠かくすことさえできなかったのだ。

　それだけ、〈七鍵勅書〉は恐おそろしかったのだろう。

（……ああ）

　それは、そうだ。

　まともな想像力さえあれば、それがどれだけ恐ろしい代しろ物ものか、すぐに分かる。

　意思も、嗜し好こうも、思想も、好こう悪おも、一いつ切さい関係ない。ただその品が相手の手にあるだけで、こちらの身体が操られてしまう。そんな悪質デタラメな奇き蹟せきがあるのなら、誰だって死ぬより恐ろしいだろう。

　──だというのに。

「…………」

　馳郎は、唇を嚙んだ。

　中ちゆう華か街がいに行くなと、少女は言っていた。

　先週の事件から、その近くに追っ手が来ると、ナタは考えていたからだ。

　そして、実際少年は追っ手に捕つかまり、少女はそんな馬鹿を助けるため、当たり前のように身体を張った。無期限・無制限で誰かに操られるかもしれないという、それほどの危険を冒おかしてまで、馳郎を助けてくれた。

　たった一週間、一いつ緒しよに暮らしただけの、少年のために。

「……なんで、そんなことしたんだよ」

「いやあ、これが恥はずかしいんだが」

　帽子を引き下ろしたまま、少女が言う。

「ああだこうだと考える前に、身体が先に動いてしまってた。おかげでエイジャにはずいぶんとっちめられたよ」

「……馬鹿かよ、お前」

「かもしれない。いや、自分では新しい発見だと思ってるんだけど、結構私は馬鹿だったらしい。て、こら、頼たのむからそんな泣きそうな顔をしてくれるな」

「うるさい、黙だまれ」

　少年はそっぽを向き、ぐいと目元をジャケットの袖そでで拭ふいた。

　ナタは──少しだけ帽子を持ち上げ──困ったように、微び苦く笑しようする。

　それから、こう言った。

「いいかい馳郎？　こんな私を守ってくれるという、ちょっとお人ひと好よし過ぎて心配なキミに、ひとつだけ依い頼らいの条件をつけよう」

「条件？」

「ああ、たったのひとつだ」

　うなずいて、『条件』を口にする。




「もしも追っ手が〈七鍵勅書〉を使ったら──絶対、躊躇ためらわず逃にげてくれ。せめて私に、キミを殺させるような苦痛を与えないでくれよ？」




　帽子の隙すき間まから、淡あわく笑って。

　まるで、それこそ世界で一番の願い事のように。

　少女は、本当に儚はかない笑え顔がおのままで、戌見馳郎へ依頼したのであった。




　　　　＊




　疲ひ労ろうのためか、再び馳郎が眠ねむりについた後、ナタとエイジャは夜空を眺ながめていた。

　窓辺である。

　少し欠けた、月が明るい。

　銀の光に照らされた白い少女と隻せき眼がんの黒猫は、それだけで一いつ幅ぷくの絵になりそうだった。

「……なあ、エイジャ。随ずい分ぶんおかしなことになったな」

　ぽつりと、ナタが呟つぶやいた。

「知らん」

　エイジャの返事は素っ気ない。

　もっともそんな対応には慣れているのか、めげることもなく、少女は言葉を継ついだ。

「私は、キミとずっと旅していくのだと思っていたよ。どこかに留とどまることなんかなく、日ひ陰かげの下を、闇やみの中をずっと彷徨さまよっていくのだと考えていた」

「破ったのは、どこの誰だれだ」

　黒猫の隻眼は、胡う乱ろんな感情を込めて少女を睨ねめつけた。

「だいたい、鬼仙オレたちにとって自分たち以外の生物はすべて食しよく餌じに過ぎん。人間だろうが豚ぶただろうが同じだ。こいつだって、それを思い知れば尻しりに帆ほかけて逃げてくさ。言っておくが、オレはこいつをどうやって盾たてにするかしか考えてないぞ」

「そうだな。うん、いつも通り、キミの言うことが正しいのだと思うよ」

　エイジャの言葉は情なさけ容よう赦しやない剝むき出しの本気で、だからこそナタも本音で答える。

　確かに、その通りだと思う。

　それが普ふ通つうだと思う。鬼仙と人間のあるべき関係。この隻眼の黒猫はいつだって判断を誤らない。自分よりずっと長生きで、正しすぎる鬼仙の先せん輩ぱい。

「お前は、いろんな意味で普通の鬼仙と違ちがうからな。そのあたりがきちんと分かってない。だったら、今回のことで学んどけ。オレはもう寝ねる」

　エイジャが床ゆかに飛び降り、柔やわらかそうなクッションの上で、そこを自分の居場所と定めてるように丸まった。

　それを見て、

「……でも、ね」

　膝ひざを抱かかえ込んで、少女は囁ささやく。

　誰だれにも聞こえないぐらいの──鬼仙でさえ聞き取れないぐらいの、囁き。

　ついさっき少年に、「お前の味方をしてやれる」と言われたときのような、ささやかで、しかしとても温かな気持ち。

「……それでもなんだか、今の私は、嬉うれしい気がするんだよ」

　月光の下で眠り込んでしまうようにしながら、少女はそう呟いたのであった。




　　　　２




　──街が、遠い。




　同じ土地にいるのに、地面を踏ふむには数百メートルの距きよ離りを必要とする矛む盾じゆん。

　引き離はなされた景色はまるでミニチュアだ。

　夜の、模型。

　あちこちに灯ともったネオンも、せかせかと帰宅しようとする残業後のサラリーマンたちも、現実というより玩がん具ぐめいている。植わっている街路樹なんて、ひょいとつまめばそのまま握りつぶせてしまいそう。

（……実際、こんな場所にずっと住んでれば、そんな気分にもなるんでしょうね）

　深しん紅くのチャイナドレスの娘むすめは、その景色をつまらなげに見下ろしていた。

　少し眠たげな、大きい瞳ひとみ。しゃらしゃらと鳴る手首の銀輪リング。形のよい耳には、右側にだけ黒玉のイヤリングを下げている。

　鬼仙の娘──蓮リヤ花ンフアだった。

　あれから、すでに丸一日が経過していた。

　今少女がいるのは、不気味なほど広い空間だ。

　全面がガラス張りで、その多くには素っ気ないシャッターが下ろされている。上質の絨じゆう毯たんにはいくつかの椅い子すが配されているものの、天てん井じようのシャンデリアは灯っておらず、ほかに家具らしい家具はなかった。殺風景すぎて、がらんどうな印象しか与あたえない広間である。

　六十階以上からなる超ちよう高こう層そうマンションの、最上階。

　そこで、蓮リヤ花ンフアは身体からだの怠だるさをこらえながら、椅子に身をもたせかけていたのだった。

（だいたい、電気とか止まったらどうするのかしら？　あのエレベーターだって当然止まるのよね）

　と、そんなことを考えている。

　自分なら飛び降りればすむだろうが、人間はそうはいくまい。いちいち階段を使ったらたっぷり三十分はかかるのではあるまいか。山を下りてから、人間の生活が電気や水道、通つう信しん網もうを前提にしてるのは理解しているが、どうも納なつ得とくできていない。

　彼女からしてみれば、この世界は、誰もが大事なことから目をそむけているように思えてならないのだった。

「まあ、山のみんなも似たようなものか」

　これは、口に出して微苦笑した。

　危険に目を向けず暴走するように拡大していくのも、未来に目を向けず停てい滞たいしたまま内側で腐くさっていくのも、大した違いじゃない。

　人間が前者なら、自分の一族は後者というだけのこと。

　それに……実のところ、蓮リヤ花ンフアは人間社会の方が好みなのだった。

　どうせなら、急せき立てられるように生きたい。

　それで駄だ目めになったなら、そのときさっぱり死ねばよろしい。生き方にしろ死に方にしろ、止まっているよりはその方がよほど興が乗るというものだ。

　一族の中で、あれの追つい跡せきに選ばれたのも、そうした性質が理由であった。数十年──下手へたすると数百年単位で外部との接せつ触しよくがない鬼き仙せんの中で、蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインのふたりは比ひ較かく的てき人間社会に対する抵てい抗こうが薄うすかった。

　いいや。

　もっと、積極的だった。

　たかだか百年足らずで死んでしまう人間たちの営みに、魅みせられているといっても良い。

　ずっと同じように生きて、生きてしまって──もはや生きるというよりもただ存在し続けているだけの自分の一族。それとまったく対照的な在り方に少女は惹ひきつけられ、きっかけを与えられたことで、火のつくように飛び出した。

　そして、今。

　いまだに怠さの抜ぬけきらぬ身体をもたげ、少女は不満だらけの顔つきをしていた。

（だからって、別に、人間になりたかったわけじゃないわよ！）

　紅あかい唇くちびるを、嚙かむ。

　ただの食餌とまでは思わないが、さりとて対等の存在とも思わない。昆こん虫ちゆうの研究者だって、別に蟻ありやカブトムシになりたいわけではないだろう。つまるところ、蓮リヤ花ンフアにとって人間とはそういう存在だった。

　何より──────自分が許せない。

　たとえ相手が鬼仙最強の兵器でも、邂かい逅こう直後の不意打ちでも、そんなことが言い訳になるものか。むざむざ敗北し、惨みじめに逃げ帰ることになった自分を、蓮リヤ花ンフア自身が許し難がたい。

　鋭するどい糸切り歯が唇を裂さいた。その傷が、目に見える速度で塞ふさがり、消えていく。

　なんて遅い、恥ずべき回復速度。

　あれから丸一日が経たっているが、いまだ完治には遠い。鬼仙としての本来の自分には、やっと三割戻もどった程度だ。あの一いつ瞬しゆんでこの有様なのだから、少シヤ影オインに助けられなければどうなっていたことか。

　それが腹立たしくて、激しい怒いかりに身を震ふるわせたところで、少女は振ふり向いた。

「やっと、来たわけ？」

「……はい」

　広間の奥だ。

　唯ゆい一いつ、この場とは異質な印象を受ける──御み簾すが垂らされた区画からだった。

　いつのまにか、その御簾のすぐ手前側に、スーツ姿の大おお柄がらな男が正座していた。いかにも強こわ面もての、三十代ほどの人物だった。ただでさえ薄うす暗ぐらい部屋なのにサングラスをかけたまま、男はすっと御簾の方へ視線をやった。

「たった今、白はく翁おう様が到とう着ちやくされました」

　その言葉と同時、御簾に人ひと影かげが映ったのである。

「────っ」

「ああ……そのままでいい。楽にしていてくれ。昨夜の内に、少シヤ影オイン殿どのから説明は受けている」

　御簾から、嗄しわがれた声が聞こえた。

　小さく息を吞のんだきりで、蓮リヤ花ンフアはきゅっと拳こぶしを握にぎった。

（……また、もったいぶった登場をして）

　それ以上の感情が、表情に出ないよう努める。

　実際には、その御簾の内側には誰もいないはずだと、少女の感覚が告げていたからだ。人影は単なる偽ぎ装そうだろうし、かすかにくぐもった声はマイクか何かを通したものに違いない。おそらくは、遠方から通信しているのだろう。

　白翁。

　それが、この相手の名前だった。

　ほとんど下界とつながりのない一族の中で、例外的に交流が許された人物。

　もっとも、全面的に協力しあっているわけではない。あくまで、その時々で互たがいに有利な範はん囲いを融ゆう通ずうしあう程度である。

　だから、蓮リヤ花ンフアも白翁の顔を見たことはなかった。

（……要するに、正体を明かすほど、こっちを信用してるわけじゃないのね）

　それならそれで、かまわない。

　ふさわしい対処を、させてもらうだけのことだ。

「どうかしたかな？」

「いいえ、なんでも」

　かぶりを振って、華はなやかに微び笑しようした。

　可か憐れんな仮面で感情を覆おおい隠かくし、少女は尋たずねる。

「で、わざわざあたしを呼び出したのはどういう理由？　必要なことは少シヤ影オインから聞いたんじゃないの？」

「一応、両方に聞いておきたいと思ったからだ。それに、少シヤ影オイン殿の主人が君ということは、最終的な責任も君にあるということだろう」

「責任？　何のこと？」

「この国での、やり方のことだ」

　諭さとすように、白翁の声が告げる。

「君たちが言うそれの脅きよう威いも、十分分かってるつもりだとも。しかし、今回取った方法は適切だったかな？」

「何のこと？　いいからはっきり言いなさいな」

「ふむ」

　御簾に映った影が少し黙だまり、改めて口を開いた。

「では……今回中ちゆう華か街がいで、十数人ほど昏こん倒とう・衰すい弱じやくした人間が出たことについては？」

「そういう意味だったら、適切よ。あたしたちが十全に〈力〉を使おうとしたら──わざわざ自前でまかなおうとする物好きじゃない限り──周りから氣チイを吸うことになるもの。近くに人がいたら巻き込まれるのは当然でしょう？　あれを捜さがすのにきっちりした術式を使おうとするなら、なおさらよ。ちゃんと後こう遺い症しようとか残らない程度に抑おさえたし、このぐらいで愚ぐ痴ち愚ぐ痴ち言わないでもらえるかしら」

　傲ごう慢まんに、少女は言い募つのる。

　傲慢でありながら、そこに嫌いやみはない。

　それが当然だと、心底思っているからだ。自分たちが人でなく、人を喰くらう側であるという認にん識しき。羊を喰らうことを恥はじぬ獅し子しの論理。

　つまるところ、清すが々すがしいほどに少女の倫りん理りは強者側のものだった。

「だが、それで騒さわぎになれば、君たちだって動きにくくなるだろう」

「恩に着せるつもり？　今回だって、結局は情報操作できたんでしょ」

　軽く、少女は顎あごをしゃくった。

　こういうのは、舐なめられた側の負けだと思っている。強気でいけると思えば、どこまでも強気でいくのが、少女のやり方だった。

「だいたい、あんたの──白翁の資産って、そこらの小国どころじゃない、天文学的なレベルなんでしょ。そんなの、どうとでもなるんじゃないの」

　少女の言葉に、気配は苦笑した。

「それは過大評価だ。いささかの資産はつくらせてもらってるが、だからといって誰だれもの口を閉とざせるわけではない。現代で情報操作のできる範囲など限られておるし、万が一写真や動画を撮とられていた場合、ネット上の工作まですませるのは手間がかかるのだからな。──逆に、現代だからこそのやり口も増えたが」

　言って、白翁は御簾の内側で軽く肩かたをすくめる。

　いや、実際にはいないはずだから、影がそう動いただけなのだろう。よく出来た仕し掛かけだと、改めて蓮リヤ花ンフアは感心する。

　少し、間があいた。

　それから、

「……〈七鍵勅書〉だったか」

　と、声は切り出した。

　蓮リヤ花ンフアが息を詰つめ、そこにつけ込むように白翁の声は続けた。

「その鬼宝さえあれば、あれを操あやつれるのだろう？」

「簡単に言わないで。確かに〈七鍵勅書〉はあれを制せい御ぎよするためにつくられた品だけれど、一いつ切さい無条件ってわけじゃない。そうでなくても、あれは鬼仙の戦争を終わらせるほどの兵器よ」

「つまり、犠ぎ牲せいもなしに終わらせるのは、君にも難しいと？」

「…………」

　今度の沈ちん黙もくは、それまでとは別の性質を秘ひめていた。

　椅い子すに座っていた少女が、静かに立ち上がる。爛らん々らんと光った瞳ひとみは、昨日馳郎が見たものと同じ魔ま性しよう──火眼金睛の色を浮うき立たせようとしていた。

「あたしの能力に不満があるんだったら、今ここで、このマンションひとつぐらいは潰つぶしてあげましょうか？　どうせホントはここにいないんだし、構わないわよね？」

「──蓮リヤ花ンフア様。少し、お控ひかえを」

　口を開いたのは、御簾のそばに正座したサングラスの男だった。

　いつでも主あるじを庇かばえるよう、その腰こしがわずかに浮いたのを、少女は見み逃のがさなかった。

「あら。あなたが相手してくれるわけ？」

　蓮リヤ花ンフアと男の間で、目に見えぬ圧力が増した。ぎしりと空気が軋きしみ、そのまま凍こおりつきそう。ふたりの対たい峙じを中心に世界が圧縮されるかのようであった。

　漲みなぎる闘とう志しとともに、蓮リヤ花ンフアの手が、右耳のイヤリングへと動く。

　座したままの男の手が、スーツの懐ふところへと動く。

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　圧縮された〈力〉は、いつ殺意へと変へん換かんされるか。吸きゆう血けつ鬼きと人間の対峙において、その変換はいかなるカタチを取るか。

　その瞬しゆん間かんを求めて少女が笑い、男は黙もくし──激げき突とつの瀬せ戸と際ぎわで、主の声がかかった。

「かまわん、薄うす墨ずみ」

　と、白翁の影かげが仲ちゆう裁さいに入ったのだ。

「怒りを買ったなら詫わびよう。君の能力を疑ってるわけじゃない」

「ホントかしらね」

　蓮リヤ花ンフアが、きゅっと眉まゆをひそめた。

　だが、緊きん張ちようは緩かん和わされた。

　それを見届けてから、白翁の声は改めてこう尋ねたのだ。

「ひとつ、確認させてもらってかまわないか」

「何を？」

「先に言った通り、情報操作にも限界はある。同じ事件が何度も続けば、カモフラージュには別の方法が必要となるだろう。その鬼き仙せんの兵器は、一体いつまでに狩かれる？」

「……一週間あれば、狩ってみせるわ」

　少し考えて、蓮リヤ花ンフアが言った。

　白翁を名乗る影も、それで満足したらしかった。

「ではその一週間、私の手の届く限り支し援えんさせていただこう。それでどうかな？」

「分かったわ」

　蓮リヤ花ンフアがうなずいた。

　そのあたりが落としどころだろうと、少女も感じたのだ。殺意も挑ちよう発はつも本気だったが、同時にそうした妥だ協きよう点を求めるための行こう為いでもあった。

　会談も、終わりらしかった。

「では……これで」

　御簾の内側の影が立ち上がり、遠ざかる。

　カメラ越ごしと思われるぼやけた気配も、それで消えた。どこからかは知れぬが、通信を絶ったらしい。

「お疲つかれ様さまでした」

　サングラスの男も立ち上がる。

　扉とびらへと向かうその背中に、少女は声をかけた。

「あなた、薄墨っていうんだ？　名前を聞いたのは初めてよね」

　白翁とやらに会うときは、いつもそうだ。

　この寡か黙もくなサングラスの男が、隣となりについている。

「……そうでしたか」

「確か……真朱まそお、月つき白しろ、紫し藤とう、空うつほ、薄うす墨ずみ、青あお朽くち葉ばの六つで、白鳳六家とか言うんだったっけ。それぞれの当主が白翁の後こう継けい者しや候補かつ、現白翁のお守もり役なんだって。あんたもそのひとり？」

「…………」

　男は、喋しやべらない。

　いつものように、サングラスの底から、感情の見えぬ視線を向けてくるばかりだ。

　だから、蓮リヤ花ンフアは勝手に続けた。

「白翁はずっと床とこに臥ふせっているって聞いたことがあるわ。ずいぶん長い間、ごく親しい者にしか姿を見せてないとか。当然、そんなことばっかりしてたら、組織の規律も緩ゆるむわよね。後継者候補がいくつもあるんだったら、なおさら厳しいことになるんじゃない？」

「…………」

「あたしたちを迎むかえ入れてくれたのは──自分がいまだ鬼仙とつながりのあることを見せて、緩んだ支配権を強固にするためじゃないの？」

「……それを判断する立場にはございませぬ」

　ぽつりと、男──薄墨が口にした。

「失礼します。ここのセキュリティはあなたを認証してますので、好きなタイミングで出入りしてくださいませ」

　改めて言って、扉の向こうへと消えていった。

　ただひとり、マンションの広間に残された鬼仙の少女は、

「ふん」

　と、鼻を鳴らした。

　いまいち、あの男の立場や能力が読めない。

　まともに殴なぐり合ったなら、自分が勝利するだろうとは思っている。それは過信ではなく、鬼仙という生物である以上ただの事実に過ぎない。いくら弱体化していようと、この地上にある中で、性能スペツクにおいて鬼仙を上回る生物は存在しないからだ。

　ただ。

　勝敗は、殺し合いだけで決まるものでもない。

　実際、昨日の一件の情報操作を、自分はこうして白翁に頼たのんでいる。そういう意味で、多くの『強さ』の基準があることを、蓮リヤ花ンフアは思い知っていた。

（それこそ、もしも魔ま法ほう使つかいだったりしたら、面めん倒どうくさいもんね）

　ぼんやりと考える。

　本物の魔法使いなど絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆのはずだが、白翁の関係者ならいないとは限らない。山に閉じこもっていた自分には思いもよらない、奇き態たいな術や道具を行使する可能性もある。

　そんな連想が、別のことを少女の頭によぎらせた。

　別のこと。

　別の光景。

「あ……」

　声が、こぼれる。

　自分が追っている、鬼仙の兵器ではなく。

　おかしな機械の腕うでが付いた服を着て、自分と少シヤ影オインに対たい抗こうした──あの少年。

　ただ、今蓮リヤ花ンフアの胸を騒がせたのは、その小こ賢ざかしい〈力〉などではなく、少年が向けていた瞳だった。

（……なんなんだろ、あいつ）

　その瞳が、少女には妙みようにむかついたのだ。

　山でも下界でも、少女が見たことのないひたむきな瞳。

　確かに怯おびえていたのに、怖おそれていたのに──それでも退ひかなかった、矛む盾じゆんだらけの意思。

（……あんな弱っちいくせに、一体なんなわけ？）

　ぎり、と奥歯を嚙かむ。

　少シヤ影オインに連れ去られる直前、誰かが叫さけんだ名前を聞いた気がする。

　あれは、確か──

「ハセロウ……」

　憎にく々にくしげに、少女が呟つぶやく。

　あの少年のことも、白翁に調査を頼んでおくべきだったかもしれない。

　明らかに、あれと関係してる以上、そうした方が話はずっとスムーズだ。むしろ、そうしない理由がない。

　だけど、そんな気にならなかったのだ。

「あたしが、見つけてやればいいんだもんね」

　そして、今度こそ、あの気にくわない瞳ごとすりつぶしてしまえばいい。

　すぐ少女は、薄墨が去ったのと異なる、もうひとつの扉を向いた。

「少シヤ影オイン」

「白翁殿どのとの会談が終わったようですね」

　その扉から、いっそ病的なほどに白い顔の青年が現れたのだ。

「目が覚めたらすぐ来ると言ってたわりに、遅おそかったわね」

「はあ。目は覚めてましたが、もう少し惰だ眠みんを貪むさぼりたかったものでして。──冗じよう談だんです。彗すい星せい錘すいを外さないでください、糞くそお嬢じよう様さま。で、白翁殿は何か言われました？」

「時間制限をつけられたわ。一週間しか支援するつもりはないって」

「……なるほど。タイムリミットとしては適切ですね」

　少シヤ影オインがうなずく。

　それを待たず、少女は少シヤ影オインを通り越こし、青年のやってきた扉をくぐっていった。

「糞お嬢様？」

「すぐ、あれを捜さがすわよ」

「は？　でも糞お嬢様、時間制限は一週間でしょう？　糞お嬢様の調子が戻もどるまで、まだ二日ほどはかかると思うのですが、そんなことも考えられないのですか？　いよいよ脳のう味み噌その代わりに藁わらかゲロでも詰つめられましたか？」

「一週間と言ったんだから、一日二日で片付けちゃえば、白翁の鼻も明かせるでしょ！」

「それはまた……糞お嬢様らしい」

　主の後を追いながら、少シヤ影オインが苦く笑しようした。

　ほんのわずかだが、その横顔は愉ゆ快かいそうでもあった。

「それに……あたしの体調とか関係ないわ。むしろ少しぐらい弱ってる方が、氣チイを嗅かぎつけられなくて好都合よ」

　先を行く少女の手には、いつしか小さな金属の印章が握にぎられていた。

　ひどく古めかしく、それでいて目が離はなせなくなるような、黄金の獅し子しを模した玉璽。

　──生き物のような、氣チイを放つ鬼宝。

　ゆらりと、少女が笑う。

　獣けもののように。

　鬼のように。

　吸血鬼のように。
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「この……〈七鍵勅書〉を使って、あれを操あやつってしまえば、終わりなんだもの」




　　　　３




　その日は、朝からぽかぽかとした陽気だった。

　斜ななめにさす陽光からして、まるで色が違ちがう。予定より長く冬の名残なごりが続いていたが、ようやっと観念して、居場所を春に譲ゆずり渡わたしたかのような──そんな一日。

　とりわけ、学舎では顕けん著ちよだった。

　人生の春を謳おう歌かする者にこそ、春の温かさはふさわしいと言うように。

　光の風が地表を流れ、学舎の屋上では、ひとりの少女が白い帽ぼう子しを跳はね上げた。

　淡あわく、微び笑しようして、

「──ああ、いい天気だなあ」

　とてもとても嬉うれしそうに、呟いたのだ。

　同じく陽光に晒さらされた校門の金属板には、こう浮うき彫ぼりされていた。

　つまり。

　市立黄坂高校、と。
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「──戌見」

「ふわ？」

　聞き覚えのある声に振ふり返ると、冷たい眼鏡めがねがこちらを見み据すえていた。

　教室である。

　市立黄坂高校・二年一組。

　うららかな空気が似合いの、昼休み直後の風景だった。

　四月もはや中ちゆう旬じゆん。クラス替がえ後の新しい環かん境きように、皆みなが馴な染じみ出す頃ころ合あいである。

　それぞれ弁当やらサンドイッチやらを持ち寄ってがやがやとごったがえした教室の中で、馳郎を見下ろす眼鏡男子はぴっしりとした制服を着て、見事に直立していた。あたかも彼のいる場所だけが、絶対不ふ可か侵しんの王国であるかのようだ。

　何度か目をこすってから、馳郎が口を開いた。

「な、な、何だ？　また俺、爆ばく睡すいでもしてたか？」

「逆だ。君にしては眠ねむらなすぎる。またぞろスーパーのチラシでもチェックしているのかと思えば、一日中ぼうっとしているばかりだ。何かあったかと心配になった」

　どんな心配だ、と歯を剝むきそうになったが、発言は的を射ていた。

　この眼鏡男子の名を、生徒会副会長・七なな門かど正まさ紀きという。いろいろ残念な男ではあるのだが、彼の能力だけは確かなのだった。

　しばらく、こちらをじっと見つめて、少年は厳おごそかに口を開いた。

「戌見君……」

「お、おお」

「君、ひょっとして……」

「…………」

　遠えん慮りよした物言いに、ごくり、と唾つばを飲み込む。

　小学生時代からの付き合いだけに、いろいろ筒つつ抜ぬけの間あいだ柄がらだ。とはいえ知られたくないことも当然あるわけで、そのあたりは虚きよ々きよ実じつ々じつの駆かけ引きが行われることとなる。

　──こいつ、一体、何に気がついた？

　硬こう直ちよくした馳郎を見据え、七門ははっきりとこう告げたのだ。




「……ひょっとして……僕の頼んだ鉛えん筆ぴつ・消しゴムセットを買い忘れたのか？」




「アホかあああああああああ！　そんなの最初から受けてねえわあああああああっ！」

　訂てい正せい。

　優ゆう秀しゆうではあるが、やはり残念な男なのだった。

「──お、お、お？　七門がまたやらかしたか！」

　騒そう々ぞうしくつっこんだ馳郎に、周囲が鋭するどく状じよう況きようを察して、うちひとりが教室の扉を開いて突とつ進しんしてきた。

　ばびゅん、とショートカットかつ体操服の少女が参上したのである。

「手て鞠まり先輩。──なんで、このタイミングで上の階からやってこれるんです？　というか、なぜ体操服？」

「よおおおっくぞ訊きいてくれた、戌見後こう輩はい！　なぜならばっ！　今のあたしはアマゾンの野生っ！」

　変身ポーズでも取りそうな勢いで、上級生の少女がばばっと手足を動かす。

　というか、変身ポーズそのままだった。言われてみると、どことなく野生っぽく見えなくもない独特の姿を前に、馳郎は眉まゆをひそめた。

「いやまったく答えになってませんが。……今度はライダーにハマってるんですね」

「んむ！　オールナイトマラソン中！　初代からＸまで一週間で見たぞ！　くくく、もはやアマゾンも残り二十話足らずよ。鑑かん賞しよう終しゆう了りようを震ふるえて待つがよい！」

「はあ。あれ？　でも先輩、しばらくはガンプラに専念するって言ってませんでしたか？」

「あっちはもう飽あきて捨てた」

「捨てた!?　先輩、前の冬だけでＭＧとＰＧを五十個以上揃そろえてたのに!?　モールドのスミ入れとヤスリがけが面めん倒どうくさいからって、しょっちゅう俺が手伝わされてたのに!?　パーフェクトジオングなんて余りパーツのちっちゃいシャアまで、お米の写しや経きようみたいに塗ぬらされたのに!?」

「──いいかい戌見後輩。若い君には難しかろうが、人生は有限なんだ」

　やおら馳郎の肩かたをつかんで、少女はこちらの目を見据えてきたものだ。

「は、はい」

「だったら、できるかぎり多くのものに、触ふれてハマって飽きていった方がいいとは思わないかな？」

「なんだかいい話っぽくまとめた！　でも飽きた端はしから捨てていくって思うと、まるでいい言葉に思えません！」

「そこは騙だまされとけよ！」

　上級生の少女が、くわっと口を開く。

　手鞠朝あさ葉ばというのが、少女の名前だった。ここまでの話で分かるように、馳郎の先輩──三年生で、黄坂高校生徒会の庶しよ務むである。

　そして、

「──私も、すぐ捨てるのはどうかと思うけどなぁ」

　のんびりした声が、背後から聞こえたのだ。

　手鞠とは対照的に楚そ々そとした、上品な物もの腰ごしの少女だった。腰こしまで伸のびた長い髪かみはゆるくウェーブがかかっており、とろんと眠そうな垂れ目で教室全体を眺ながめてから、ゆっくりと馳郎の方に視線を向けた。

「会長」

「ああよかった。戌見さん、見つからなかったらどうしようかと思った」

　ほんわかとした調子で、少女が胸の前に手を合わせる。

　後輩でもさん付けするのは、この少女の人徳だ。

「ええとね戌見さん……ついさっき……」

　続きを口にする前に、ことん、とその首が垂れたのである。

「会長？」

「……ふにゃ……」

「出た、〈眠り姫ひめ〉」

「また会長、立ったまま寝ねてる……」

「なんで、あれで学園トップを保てるんだろ」

　教室のあちこちで会話がもりあがるのは、彼女が学内でも屈くつ指しの有名人だからだ。

　生徒会長・春はる荻おぎ一いち姫ひめ。

　七門正紀を副生徒会長として迎むかえ入れた、黄坂高校生徒会の面々であった。

「あの……会長？」

　遠慮深げに馳郎が肩を揺ゆさぶると、一姫はうっすら瞼まぶたを開いた。

「あ……すみません。今日すごくぽかぽかしてるから気持ちよくって」

　恥はずかしそうに、ふにゃりと笑う。

　それから、ちょっと声を落として、

「戌見さん」

「は、はい」

　大きな目にどっきりして、二度もうなずいた馳郎に、生徒会長はこう問いかけたのだ。

「あなた、屋上に忘れ物してなかったかしらぁ？」

「あ……」

　息を止める。

　心当たりが、あったからだ。

　こちらも息をひそめて、小さな声で訊きく。

「……その、ひょっとして、見つかりました？」

「そりゃ見つかるわよぉ？　戌見さんの名前が出なかったら、先生に突つき出してるわ？」

　一姫の言葉に、馳郎がみるみる肩をすぼませる。

　周囲の学生たちは、状況の変化についていけず、きょとんと顔を見合わせるばかりだ。

「えと……じゃあ」

「ええ。せっかくですし、七門さんも一いつ緒しよに生徒会にいらっしゃいね？」

　それは嬉しそうに唇くちびるをほころばせ、一姫は偉い大だいな女王のように宣告したのであった。




　　　　＊




　黄坂高校の生徒会室は、四階建ての新校舎の、最上階に位置している。

　基本的に、生徒たちの教室は渡り廊ろう下かでつながった旧校舎となっており、新校舎にはコンピュータ室や音楽室など、ちょっと贅ぜい沢たくな設備が配置されていた。その最上階にあるところからして、生徒会がいかに優ゆう遇ぐうされているかは分かるだろう。

「う……」

　馳郎は、その部屋の前でまごついていた。

　スライド式の扉の前で、未練がましく硬直している。かといって、背後は手鞠と一姫にがっちり押さえられており、迂う闊かつに逃にげることも不可能だ。

「戌見君、早く開けたらどうだ？」

「お、おお」

　七門にまで促うながされ、観念してうなずいた。

　扉に手をかける。がらりと開くと、少年の瞳ひとみはすぐ、部屋の中央へ吸い寄せられた。

「……やっぱ、お前……っ」

「おお、来たか馳郎。元気そうで何より」

　綺き麗れいに掃はき清きよめられた広い生徒会室の中央で、白い帽ぼう子しを跳はね上げて、ひとりの少女がにっこりと太陽のように笑ったのだ。

　斜ななめに差す陽光もあいまって、ナタの笑え顔がおは文字通りに輝かがやくようだった。

「ぁ……」

　と、一いつ瞬しゆん見み惚とれて、振り払はらうようにかぶりを振る。

「俺、屋上にいろって言ったよな──？」

「うむ。その通りだ。だからキミの言うとおり、屋上でぼんやり雲とか眺めてたぞ。そしたら、いきなりその娘むすめが現れたものだから、いろいろ話さざるを得なくなってな」

「その娘？」

「ほれ。そこのショートカット」

　ナタが顎あごをしゃくってみせたのは、手鞠朝葉であった。

「ん？　ん？　これはどうもあたしかな？」

　指名された上級生の少女は、なんとも誇ほこらしそうに鼻の下をくいくいと擦こすっている。

「つか手鞠先輩、なんで屋上に？　あそこ立ち入り禁止で鍵かぎかかってるでしょ!?」

「そりゃ簡単。生徒会特権で合い鍵をつくっといたんだもん。いい天気だから屋上で飯を食いたかったし！」

　えへん、とほどほどに豊かな胸を張る。

　スタイルの浮うき出る体操服もあいまって、なかなかセクシーな光景なのだが、まったくそう思えないのはこの少女特有の健全さによるものだろう。

「だいたい、その屋上に友達を引っ張り込んでたのは、戌見後輩でしょー？　一体いつのまに、キミまで合い鍵をつくってたわけさ」

「いやまあ……それはそうなんですが」

　馳郎が、口ごもる。

　もっとも、馳郎の場合、合い鍵をつくっていたわけではない。

　どうせ待ってるならあそこがいいと言い出したナタが、ひょいひょいと窓と雨あま樋どいを伝い、あっという間に屋上へのぼってしまったからなのだ。

　そんな野生児な一面もあるとは知らず、馳郎としては嘆たん息そくするしかなかったのだが。

　学友たちの真ん中で、大いに思い悩なやんだ少年に、ナタが淡あわく眉をひそめる。

「ひょっとして、私はいない方が良かったか」

「い、いや、そういうわけじゃなくて……」

　しどろもどろに答えると、

「そうか！　良かった！」

　少女も、やや慌あわてた感じでぴょこぴょことうなずく。

　どこかしらぎこちないそうしたやりとりが、なぜか微笑ほほえましいふたりではあった。

（……つか、エイジャはどうしたんだよ）

　こそこそと、これは少女に耳打ちする。

（うむ。私が屋上にあがってすぐ見えなくなったんだが……今戻もどってきたらしいな）

　少女が、すっと視線をやる。

　すると窓の外を、素知らぬふりで黒い尻尾しつぽがぴょこぴょこ動いていたのだ。

（あ、あの馬ば鹿か猫ねこ！）

　馳郎が、小さく呻うめく。

　もともと、ナタが学校で隠かくれることとなったのは、エイジャの発案だったのだ。




　──『は？　俺の学校に隠れる？　なんでまた』

　──『ああ。鬼き仙せんというものは、基本的に世間の耳じ目もくに触れるのを嫌いやがるからな。多くの人間がいる公的な施し設せつなら、襲おそわれる可能性も極度に下がる。お前のいる学校に隠れておくっていうのは、そう悪い考えでもあるまい』




　そんなことを言ったあげく、姿をくらましていたというのか。

（く、くそ……！　あの野や郎ろう！）

　ぐるんと回れ右。

　猛もう烈れつな勢いで窓に突とつ進しんしかけたところに、

「……ええと」

　こほん、と可愛かわいらしい咳せき払ばらいがした。

　馳郎の足が、ぴたりと止まる。

　油を差してないロボットみたいに振ふり返ると、一姫が優やさしく首を傾かしげていたのである。

「戌見さん、敵前逃とう亡ぼうはよろしくないんじゃなくて？」

「あ……あ……は、はい」

　かくかくと、うなずく。

　きょとんとしたナタを横において、生徒会長はそっと両手を合わせて訊いたのだ。

「その人。また、戌見さんのお仕事ですのぉ？」

　なんとも、ぽわわんとした口調だった。

　綿わた飴あめみたいに甘くて、柔やわらかい。

　なのに、逆らいがたい。というか、優しく細められた瞳がまったく笑ってない。ひとつ返答を間ま違ちがえれば、たちまちその綿飴に首を絞しめられて、バッドエンドを迎えそうな予感に満ちていた。

「えと……はい、そうです。久しぶりの依い頼らい人でして」

　誤ご魔ま化かしても無む駄だだろうと、馳郎は素す直なおにうなずく。

「……ふうん」

「……ほっほー」

　一姫に続いて、すぐ後ろで納なつ得とく顔になったのは手鞠である。

　ほぼ正反対の性質なのに、表情の細かいところまでシンクロしてるあたり、さすがは幼よう稚ち園えん以来のコンビだった。

「戌見さんの千円ボディガードって、時々不思議なお客さんを連れてきますものねぇ？」

「犬いぬ猫ねこ拾ってきたのが五件、家いえ出で娘むすめ拾ってきたのが三件、自殺しかけてた音楽家拾ってきたのが一件、ヤクザと喧けん嘩かしちゃった高校生を拾ってきたのが一件、近くの不良グループに絡からまれてた子を拾ってきたのが二件。これだけいろいろ巡めぐり会ってると、もうどこの名探たん偵ていって感じだね！　頭脳は子供！　身体からだは大人！」

「最後の、それだとただの駄だ目め人間だろ！」

「はっはー、戌見後こう輩はい。後輩たるもの、先せん輩ぱいの暴言に堪たえ忍しのぶのも仕事じゃないか！」

「やだよ、そんな仕事！」

　突っ込んだ馳郎を、手鞠がひらひらと躱かわす。

　その隣となりで、ゆるりと振り返った一姫が、ナタへと訊いた。

「あなた、名前は？」

「ん？　ああ、名前はナタというんだが」

「ふうん。ナタ。ナタさんね……」

　少しだけ考えてから、一姫はこう口にしたのだ。

「よし！　面おも白しろそうだから、生徒会でも保護をお手伝いしちゃいましょう！」

「ふえ!?」

　思わず、馳郎が声をあげた。

「会長！　ちょっと、何を言い出してんですか！」

「いいでしょう？　戌見さんだけこんな可愛い子を独どく占せんできるなんて、ずるいと思います。少しくらいは貸してください」

　あくまでふんわりと、生徒会長は柔らかく口にする。

　ただし、退ひくつもりが欠片かけらもない。

「…………っ」

　それで、思い知らされる。

　というより、無む理り矢や理り思い出さされた。

　外見とは裏腹に、この生徒会は、ほぼ会長の辣らつ腕わんによってのみ成り立っているのだった。

（というか、この人が好き勝手するためだけに、生徒会という立場を借りているって方が正解だよな……！）

　目下、〈戌見ＣＰサービス〉最大のお得意さんはこの生徒会なのだが、そのほとんどは事実上の第二庶しよ務むとしていろいろ便利に使われてきた歴史だ。

　そして、もうひとり。

「おい、七門！　お前も何か言えよ！」

「…………」

　これは単独ではらちが明かないと、振り返って援えん軍ぐんを求めるが──返事がない。

　生徒会室に入ってすぐの位置で、馳郎の親友はひどく難しい顔になっていた。

　妙みように感情の固定された、無表情にも見える表情だった。

「七門？」

「……うん。そうだ。そうしよう。それしかない」

　うなずき、親友はおもむろに動いた。

　顔つきを硬こう直ちよくさせたまま、つかつかと壁かべ際ぎわに歩み寄って、窓を開く。

　ぎょっと尻尾を立てたエイジャをよそに、混乱しまくった七門正紀は大きく空へ向かって叫さけんだのだ。




「戌見君が女の子を学校に連れ込んだだってええええええええええええええええええ！」




「このタイミングで、んなこと叫ぶぬぁああああああああああああああああああっ！」

　つい、馳郎も吼ほえていた。

　そのまま七門の背後から、延えん髄ずい蹴げりなどかましてしまっていたのだった。




　　　　＊




　七門親友を倒たおした後、馳郎は一姫と手鞠の手によって、廊ろう下かへ出されていた。

　これからナタちゃんを可愛がるのだということで、少女は生徒会室に閉じ込められたままである。新校舎の最上階はあまり人通りもなく、ぐったり倒れた七門をおいて、馳郎はぼんやり壁かべにもたれかかっていた。

　その窓に、ぴょこんと黒い尻尾が揺ゆれた。

「──なかなか愉ゆ快かいなことになってるな」

「エイジャ！」

　廊下の窓を開けて、馳郎がぐっと身を乗り出す。

　すると、片目の潰つぶれた黒くろ猫ねこは、校舎のひさしでつんと背をそらしていたのである。

「どうしてたんだよお前」

「いろいろ調べ物をしてた。ここはコンピュータもあるし、新聞もあるからいろいろ便利だったものでな」

「それでナタを放置するってのはねえだろ」

「ここが安全だと思ったからだ。貴様だって、ナタを学校に隠すことは同意しただろう」

「そりゃそうだけど……」

　馳郎が唇くちびるを尖とがらせる。

　実際、そうした方法は少年も考えていたのだ。学校というのは治外法権な場所で、少々のことがあっても外部へと情報が漏もれにくい。そうした性質を利用して、依頼人を隠してしまうのはこれまでにも何度か使った方法だった（もっとも、それもボディガードというよりは、保護とか一時避ひ難なんとかいうべき案件がほとんどだったのだが）。

「で、調べ物ってことは何か分かったわけか？」

「少しはな」

　と、黒猫は喉のどを鳴らした。

　春の陽光にはあまりふさわしくない陰いん鬱うつな声こわ音ねで、こんな風に続けたのだ。

「……相手には、相当な支し援えん者がいるようだ」

「支援者？　なんだそら」

　きょとんと瞬またたいた馳郎に、エイジャはこれ見よがしなため息をついてから言う。

「昨日のこと、ニュースにも何にもなってないだろう」

「……え、ああ、そういえば」

「先週のナタのときは、雑誌でもテレビでも騒さわがれていた。それが今回だけはぴたりとなしだ。いくら鬼仙が超ちよう常じようの〈力〉をもっていようが──いいや、それが超常の〈力〉であればこそなおさら──こんな口くち封ふうじはできんだろう。あそこで倒れてた人間が、いちいち記き憶おく操作されてたようにも思えん」

「じゃあ……」

　馳郎が躊躇ためらった言葉を、エイジャは告げる。

「……あいつらの後ろには、メディアに口くち利ききできるだけの大物がいるということだ」

「…………っ」

　ぞくり、と背筋が冷えるのを馳郎は感じた。

　鬼仙だとか吸きゆう血けつ鬼きだとかそうした超常の事こと柄がらは、まだ少年の中で漠ばく然ぜんとした、カタチのはっきりしない存在だった。蓮リヤ花ンフアとかいった少女の鬼仙とも戦い、その脅きよう威いを肌はだ身みに感じても、それらの恐きよう怖ふは少年の日常とはまだ遠かった。

　だけどメディアの情報操作となってくると、途と端たんに話が現実味を増してきたような、そんな感覚にとらわれたのである。

「それって……心当たりあるのか？」

「少しだけ、噂うわさを聞いたことがある」

　と、エイジャは毛づやの悪い首を捻ひねった。

「人間と鬼き仙せんの間を仲立ちすることで、巨きよ大だいな権益を得た人間の噂だ。おそらく、彼らが接せつ触しよくを取ったのはそういう輩やからだろう。──もっとも、鬼仙と人間の違ちがいがある以上、一枚岩の協力態勢とは思えん。必然、無制限の支援でもあるまいから、今回の襲しゆう撃げきさえしのげればそれなりの時間を稼かせげるはずだ」

「……ええと、つまり相手が襲おそってくるのには、時間制限があるってこと？」

「端たん的てきに言えばそうなる」

「はあ」

　黒猫の言葉に、少年がうなずく。

　それから、ふとあることに気づいて、日ひ陰かげへ丸まった黒猫へ口を開いた。

「エイジャって……いつもそういう風に調べて、ナタと逃にげ回ってたわけか」

「……そうだが、何か？」

「あー、いや」

　言って、頭を搔かく。

「お前、結構いいヤツなのな」

「何をくだらないことを」

　短く、黒猫は吐はき捨てた。

　しかし、馳郎はそこで止まらず、言葉を続ける。

「だってお前の話だと、ナタには襲われる理由があるけれど、お前自身にはないんだろ。なのに、ずっとナタと一いつ緒しよに逃げ回ってきたんだから、そりゃいいヤツだろ」

「…………」

　馳郎の発言に、黒猫は視線だけそちらへ戻もどした。

「……まんざら、馬ば鹿かでもなかったのか」

「んだよそれ」

「言葉通りだ。オレの言葉の上っ面つらだけなぞれば、推論としては間ま違ちがってない。だが、少なくとも人がよいからとか、そんな理由であれを助けてるわけじゃない」

「じゃあ、なんだよ」

「貴様に言う義理はない」

「へえへえ」

　肩かたをすくめた馳郎に、黒猫は奇き妙みような顔を向けた。

　猫ねこの表情だというのに、ひどく複雑な感情を入り混じらせた──そのことが伝わってしまう顔だった。

「……貴様は、本当にナタを守るつもりなのか？」

「は？　当たり前だろ」

　馳郎が即そく答とうする。

「鬼仙の〈力〉も、その後ろ盾だても知って、なぜそんな馬鹿げたことをする？」

「馬鹿げたも何も、お前が言ったことは何ひとつ、あいつを守らない理由にはならねえだろ。だいたい、んなこと言ったら、ナタのヤツだって俺を守る必要はなかっただろ」

「あれの考えることが、オレに分かるか」

　憮ぶ然ぜんとした様子で、黒猫が言った。

「ん？　でも、相当長い付き合いなんだろ？　吸血鬼にしろ仙せん人にんにしろ長生きっぽいし」

「あれとオレが会ったのは、半年前だ」

「へえ、結構意外。腐くされ縁えんってぐらい古い付き合いかと思ってた。ナタの事情話すとこ、堂に入った感じだったし」

「……それだけ古くから、あれが伝説扱あつかいされてただけだ」

「ふうん？　じゃあ、鬼仙の中じゃ相当有名な伝説ってわけか」

「…………」

　再び、黒猫が黙だまり込む。

「んだよこら。なんか言えよ」

「……にゃあ」

「あ、こら、なんでいきなり普ふ通つうの猫の鳴き真似まねしやが──」

　馳郎が抗こう議ぎしかけたところで、




「……戌見君。ついに、猫と話すようになったのか」




「ふえ!?」

　突とつ然ぜん、背後から話しかけられた。

　いつのまにか、気絶していたはずの正紀が、むっくり起きあがっていたのである。

「あ、いや、その七門。これはそういうわけじゃなくて」

「いや、もういい。みなまで言ってくれるな！」

　ぐっと目め尻じりを拭ふき、少年が制服の胸に手をあてる。

「黄坂高校副生徒会長・七門正紀は、友人の心の病に触ふれたりしない！　だから安心してほしい！　むしろこれからは親友を飛び越こえ、心の友──心友と呼んでくれ！」

「それ触れまくってるから！」

　思わず、馳郎が突つっ込んだときだった。

　がらっ、と生徒会室の扉とびらが開いた。

「じゃあーん！　じゃあーん！　じゃあーん！」

　そこから飛び出した手鞠が、まるで銅ど鑼らみたいな声をあげながら現れたのだ。

「やあやあ、遠からん者は音に聞け。近くば寄って目にも見よ！　この究極生命体をぉ！　馴な染じむ！　馴染むぞぉーっ！」

「は？　手鞠先輩？」

「ほれほれ、ナタちゃんもこっちおいでってば！」

「……や、その、すまないが、もう少し、待って、もらえないか」

「いいからいいから！」

　無む理り矢や理りに手を引っ張り、生徒会室の内側から、白い帽ぼう子しの少女を登場させたのだ。

　途端、少年は絶句した。

「……ナ、タ？」

　疑ぎ問もん符ふと、かすれた声音。

　理由は、極きわめて単純だ。

　少女はいつものワンピースではなく──自分と同じ、学校の制服を纏まとっていたからだ。

　紺こん色いろのブレザーに、チェックを基調としたプリーツスカート。顔を隠かくすみたいに引き下げた白い帽子こそそのままだったものの、胸むな元もとには可愛かわいらしいリボンも結ばれていた。

　馳郎だけではない。

「…………っ」

　窓まど枠わくに乗って、つまらなげに様子を見ていたエイジャも、ほんの少し目を見開いた。

「……お、おかしくないか？」

　ますます帽子を引き下げて、その隙すき間まから、少女がおそるおそる尋たずねる。

　そんなナタを見るのも初めてで、馳郎はショックを受けていた。

　ショックと、いうのかどうか。

「お、おかしくは、ない、と思うけど……」

　ただ、ひどく胸がざわついた。足場が妙みように頼たよりなくて、顔が異常なほど熱く火照ほてった。

　そんな馳郎へ、もうひとりの声がかかった。

「予備の制服を貸してあげましたの。ちょうど手鞠と同じサイズでしたわね」

　にっこりと笑って、一姫も廊ろう下かに出てきたのである。

「え？　でも制服の予備なんて普通──」

「ああ、あたしは常時生徒会に三着置いてるからな！」

　馳郎を遮さえぎって、手鞠が得意げにサムズアップした。

「だから、なんでそんなの置いてるんですか！」

「だって、ちょっと動いたらびりっていくんだものさ。予備のひとつやふたつやみっつやよっつは必要だろ！　あとほら──格好いいじゃん!?」

「なんで、いい笑え顔がおしてるの！　格好いいも何も、手鞠先輩は体操服のままじゃんか！」

「まあまあ、おふたりともそのあたりで」

　ふたりのやりとりに、くすくすと微び笑しようして一姫がナタの肩に触れる。

「この格好なら、まず怪あやしまれませんわよぉ？　授業時間にうろつかれると困りますけれど、それ以外なら問題ないと思いますわ。全生徒を覚えてる教師なんて、漁いさり火び先生くらいですし」

「そら、そうですけど……」

　ぐ、と馳郎が口ごもる。

　そこに、

「は、馳郎……」

　と、遠えん慮りよ深げに、声があがった。

「お、おお」

「その……おかしかったら、ちゃんと言ってほしい。ほ、ほら、私の身体からだはほとんど汗あせとか搔かないし……汚よごれないようにいろいろ気を遣つかってはいたが……やっぱりその、ずっと同じような格好ばかりしてたものだから……」

　ぼそぼそと、少女の言葉の、最後のあたりが搔き消える。

「……に、似合ってると、思うけど」

「……そ、そうか。なら良かった。キミがそう言ってくれるなら安心だ」

　ナタも、ぎこちなくうなずく。

　ひどく甘あま酸ずっぱく、頼りなくて、息苦しい気分だった。

　酸素でも足りないんだろうかと、少年は深呼吸する。二度、三度と繰くり返して、やっとのことで手を伸のばす。

「じゃあ、せっかくだし……校内でも案内してやるよ」
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　が。

　対する少女の手は、横から手鞠にかっさらわれた。

「はいはい！　じゃあナタちゃんこっちこっち！」

「わ！」

　小こ柄がらな身体ごと略りやく奪だつし、疾しつ走そうする生徒会庶しよ務む・手鞠朝葉の姿は、まさしくハリケーン。

「は、馳郎！　エイジャ！」

「お、エイジャってこの猫？　ナタちゃんが飼ってる!?　じゃあ、こっちもゲット！」

「や、やめ──にゃあにゃあにゃあ！」

　エイジャが、思わず人間語を使いかけて、わざとらしく鳴き声で偽ぎ装そうする。

「昼休みの残り時間で、学校中、ぜぇんぶ案内しちゃうからねー！」

　右手にナタ。左手にエイジャ。

　馳郎が止める間もなく、いぇーいと勝利の雄お叫たけびをあげながら、体操服の少女は校舎の階段を駆かけ下りていったのである。
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　放課後までは、あっという間だった。

　思う存分に振ふる舞まい、肌はだまでつやつやした手鞠をつかまえると、ナタは屋上で待っているというので、馳はせ郎ろうは新校舎の階段を上っていった。

　扉を開くと、赤光が目を刺した。

　ホームルームが少し長くかかったためだろう。

　空はほんのりと赤く染まっていて、柵さくにもたれかかったナタの白い帽子も、ゆっくり同じ色に侵しん食しよくされていった。

　衣い装しようは制服のままで、柵の土台にはエイジャも乗っている。

　どちらも、同じ方向を見ていた。

「あ……」

　と、馳郎が息を止めた。

　その夕ゆう陽ひの向こう側から、少女と黒くろ猫ねこは来たのだろうと、とりとめなく思ったのだ。

　ずっとずっと遠くの国からやってきて──ずっとずっと遠くの国へ去っていくかのような、そんな錯さつ覚かくに襲おそわれたのである。

　声をかけるより先に、ナタの方が振り返った。

「ああ、キミか」

　と、淡あわく微笑した。

「お、おお」

　うなずく。

　さっきの妙な動どう悸きが起きないことに、少しだけ安心した。

　多分、初めて見た制服姿に、ちょっと驚おどろきすぎただけなのだろう。外見の年は自分と変わらないのに、どこか達観した感じの雰ふん囲い気きは、少年の知っているナタに違ちがいなかった。

「手て鞠まり先せん輩ぱいの案内はどうだった？」

「いやあ、なかなか面おも白しろかったぞ。図書室、体育館、コンピュータルーム、トレーニングルームに各種部活まで回ってくれてな。結局昼休みだけじゃ間に合わないーとか言って、授業時間もこっそりいろいろ付き合ってもらった」

「付き合ってもらったじゃなく、振り回されたの間ま違ちがいだろう」

　これはエイジャが柵から振り返って、言った。

「貴様の先輩、延々とオレの尻尾しつぽ持って引きずってたぞ。本気でちぎれるかと思った」

「そりゃ手鞠先輩らしいなあ」

　苦笑して、馳郎が鼻の頭を搔かく。

「らしいですむか。少しは教育しろ」

「まあエイジャも勘かん弁べんしてくれ。この制服もしばらく貸してくれるそうなんだぞ？」

　と、ナタがプリーツスカートをつまむ。

　それから、少女は思いついたように訊きいた。

「馳郎は、あの生徒会と親しいのか」

「んーまあ、いいお客さんかな。……やっぱボディガードというよりは、一回千円の便利屋っぽく使われてるけれど」

「なるほど。そういえば、聞いたことがなかったな」

「何のことだよ」

「キミ、どうして千円にこだわるんだ？」

　少女の言葉に、馳郎が瞬まばたきした。

　ナタは、夕陽を背にしたまま、静かに少年を見つめていた。

「……あいつらから、何か聞いたのか？」

「あの手鞠というキミの先輩と、七なな門かどという同級生から少しずつ、だな。細かいところまでは聞いてないと思うぞ」

「そっか」

　馳郎が、小さくため息をつく。

「お節せつ介かい焼やきだからな、あいつら」

「稀まれな美徳じゃないか。そうした人間と交こう誼ぎを得られるのは、人生の醍だい醐ご味みだろう？」

「どうだろ」

　ぼかして、馳郎は片目をつむる。

「……昔、千円賭かけたんだ」

「昔？」

「ああ、もう八年ぐらい前だよ」

　遠く、思い出が明めい滅めつした。

　それは、炎ほのおに焼けた記き憶おくだ。

　瞼まぶたを閉じなくても、いつだって思い出せる。フラッシュバックする。あの場所の熱が、あの場所の音が、あの場所の臭においが、否いやが応でも少年の脳のう裏りに浮うかび上がる。

　たとえば、それは──

「…………」

　たとえば、それは──炎に巻かれた人間の絶叫であり。

　たとえば、それは──人の肉が焦げた臭いであり。

　たとえば、それは──




　──『ああ、だったら賭けるか？』

　──『お前が千円持ってるんだったら、それでいいだろ。全財産なんだから文句なんかねえよ』




「その頃ころさ。デパートで火事に遭あったんだよ」

　と、少年は告白した。

「たまたま誕生日で、お小こ遣づかいで千円もらった俺は、すげえニコニコして玩具おもちや売り場に駆け込んでたの。まあ火事の理由自体は、ガス事故だかなんだかつまらんことだったらしいんだけど、困ったことに防火設備までオンボロでな。結構な数の人間がシャッターで閉じこめられちまったんだわ。このシャッターがやたら頑がん丈じようだわ、非常口は壊こわれてるわ、思い出してもあそこのつくりは最悪だったな」

　なんとも曖あい昧まいな笑え顔がおで、馳郎は肩かたをすくめた。

「でまあ、怖こわくて怖くてぎゅっと千円握にぎりしめてた俺は、変なおっさんに匿かくまわれてさ」

「おっさん？」

「ああ。まったく見ず知らずのおっさんだよ。──ほかの客はもう諦あきらめて泣なき叫さけんでるし、煙けむり吸って倒たおれちゃったやつもいるしさ。俺ももう駄だ目めだ、絶対助からないってそりゃ言うとも。なのに、そのおっさんだけは絶対助かるって言い張るんだ。私も君も絶対に助かるんだってさ。あとはもう平行線で、助かる・助からないと互たがいに言い張ったあげく、じゃあ賭けるか、っておっさんに切り出されたんだよ」

　馳郎の目が、遠いどこかを見つめるように細まった。

「今持ってる全財産でやろうぜっていうから、握りっぱなしだった千円札を賭けた。なんで千円なのかって言われたら、多分それだけのことだよ」

「それで……お前はどうなったんだ？」

「俺と、あと数人だけが生き残ったよ。おっさんは病院に搬はん送そうされてから、そっちで死んだ」

　あっけらかんと、少年が答えを口にする。

　身も蓋ふたもない、簡素な現実。

　当たり前の、結果。





『だって、助かったのは君たちだけなんだから』






　何度もリフレインする、その言葉。

「おっさん、ぎりぎりまで俺を守ってくれてさ。破は裂れつしたパイプから俺を庇かばったせいで、金属片へんに刺さされるわ、高温ガス吸うわの滅めつ多た打うち。そりゃまあ、さすがの現代医学でもなんともならないよな」

「…………」

　ナタは、沈ちん黙もくした。

　エイジャさえも、今ばかりは、少年を蔑さげすむような目で見ることはなかった。

「あーあー、気にすんなって！　もうずっと昔のことなんだから」

　慌あわてて、馳郎が両手を振る。

「つか、お前ら、どこまで聞いてたの？」

「私が聞かされたのは、お前が火事に遭ったことだけだ」

　と、ナタが眉まゆをひそめた。

　少し考えてから、訊いた。

「だから……なのか？」

「何がだよ」

「そのときの自分を守ってくれるような人がいたらいいのに、と思った？」

「……どうだろ」

　馳郎が首を傾かしげる。

「さっき、千円って決めた理由は偶ぐう然ぜんだって言ったよな。──でもまあ、当時の俺でも千円持ってたぐらいだしさ。千円って、誰だれでもぎりぎり持ってる金だろ」

　馳郎は、困ったように笑う。

「だから、そんな千円ぽっちで誰かをかばえるなら、そりゃ楽しいことかもしれないって、そんな風にも思うんだよ。世界に正義の味方なんていないだろうけれど、千円で味方になってくれる誰かがいるなら、少しは生きやすくなるんじゃないかなって」

　少年の言葉は、夕暮れにしんと染しみいった。

　いつのまにか、空の端はしを薄うすく占しめていただけの緋ひ色いろが、世界全体を覆おおっていた。すぐに夜の闇やみに乗っ取られるとしても、今この時間だけはすべてが燃え上がっているようだった。

「だから、そんな深刻な顔すんなよ。それより、吸きゆう血けつ鬼きの対策の方が先だろ」

「あ、ああ」

　うなずいたナタは、少し戸と惑まどったように自分の指を絡からめた。

「……うん、そうだな。そうしよう」

　大事なものを納めるように、胸に手を置いたのだ。

　それから、馳郎はついと視線を移す。

「んだよ、エイジャまで変な顔して」

　黒くろ猫ねこは、柵さくからこちらを見つめたままだった。

「何でもない。お前が吸血鬼の対策だとか、殊しゆ勝しようなことを言い出したから驚いただけだ」

「ボディガードだからな！　で、エイジャはなんか考えあるんだろ？」

「どうしてそう思う？」

「わざわざナタを放って調べ物までしてたヤツが、何も考えてない方がおかしいだろ。せっかくだから聞かせろよ」

「……まあ、いいだろう。貴様はともかく、貴様の服は使えるようだしな」

　エイジャは軽く咳せき払ばらいする。

　少しだけ、その声こわ音ねから険が取れているようにも思えた。

「今夜から仕し掛かける。手伝え」

　短く、黒猫は告げたのであった。
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　──そして、また、夜が来る。




　馳郎たちは、中ちゆう華か街がいを歩いていた。

　平日の夜になると、この街の人通りはぐっと減る。慣習上、多くの店が早めに閉じてしまうからだ。通りのあちこちに置かれた中国娘むすめの人形や、竜りゆうや虎とらを模した石像たちも、この街の時間に従って、こつりこつりと微睡まどろんでいるようだ。

　ちなみに、一昨日おととい馳郎たちが蓮リヤ花ンフアと戦った地点は、工事中とかいう理由で通行止めとなっていた。エイジャが言ったように、何らかの圧力が事件に働いているのは確からしい。

　風水思想を汲くみ、夜目にも鮮あざやかな赤色の多い通りを歩いていると、途と中ちゆうで馳郎が何か思い出したように離り脱だつした。

　すぐ、戻もどってきた。

「どこかに電話してたのか？」

　制服からワンピースに戻ったナタが訊きくと、少年は小さくうなずいた。

「あ、しじまさんと、妹のところ」

「何か言われたか？」

「しじまさんからは何も。妹からは、最近物ぶつ騒そうなんだからお兄ちゃんもあまり遅おそくならないように、って釘くぎを刺された」

「そうか」

　白い帽ぼう子しの端をつまんで、ナタが苦く笑しようした。

　一昨日の事件が隠いん蔽ぺいされている以上、最近物騒と言われる発ほつ端たんは、自分と馳郎が出会ったときの事件だろうと思い至ったからだ。逃とう亡ぼう生活で枯こ渇かつした氣チイを、つい無意識に吸ってしまったことによるものなのだが、人の目を引いてしまったことは間ま違ちがいない。今回の蓮リヤ花ンフアや少シヤ影オインを撃げき退たいしても、自分の追っ手はこの事件を手がかりとしてやってくることだろう。

　どちらにせよ、黄坂市この街には長居できまい。

　それでも──ほんのひとときであっても、自分の理解者ができたことは嬉うれしかった。

　エイジャが、口を開く。

「……そういえば、貴様の妹は火災に巻き込まれなかったのか？」

「その頃は妹どころか、知り合いでもなかったんだよ」

「？」

　眉のあたりをひそめた黒猫に、馳郎は困ったように笑う。

「もともと俺、早めに両親亡なくして、施し設せつに入れられてたの。滅めつ多たに小こ遣づかいとかもらえないんで、火事の日に貰もらった千円ってそりゃ嬉しかった。──んで、リコが妹になったのは、火事のすぐ後、施設と親しん戚せきとで俺を押しつけあったごたごたの結果。そのへんは七門あたりから聞かなかったか？」

「……少し、聞いた」

　ナタが、答えた。

　学校を案内しながら、あの手鞠と七門は、自分と馳郎の関係についていろいろ興味深げに尋たずねてきたのである。そのやりとりで、逆にナタが教えられたことも多く、馳郎の妹についてもそこに含ふくまれていた。




　──『あいつが人を拾うのは、たまにやりますけどね。妹の話までしてるのは珍めずらしい』




　休み時間、手鞠につかまった七門正まさ紀きは、ナタへ図書室など案内しながらそんな風に言葉を継ついだのだった。




　──『妹さんとは、確か実家が違ちがうんですよ。で、妹さんはそこの実家の支し援えんを受けてるんですが、戌いぬ見み君は断ったそうで。別の家に住んでるのはそういう事情ですね』

　──『別に喧けん嘩かしてるわけじゃないんでしょうが、あいつの中で他人の財産を受け取る理り屈くつが立ってないんじゃないでしょうか。スーパーのセールとかうるさいのも、そういう理由だと思ってますよ。あいつ、あれでこっそり奨しよう学がく金も取ってるはずですし』




「妹さんとは、一いつ緒しよに住まないのか」

　訊くと、馳郎は首を傾げた。

「んー、あいつからもそれをずっと勧すすめられてるんだけどさ。嫌いやってわけじゃないんだけど、なんかしっくり来なくて」

「しっくり来ない？」

「俺は、俺の手の届くものだけで過ごしたいんだよ。でないと落ち着かないからさ」

「でもそうしたら、今みたいにセールのちらしだとか、目を皿みたいにして調べなくてもすむんだろう？　千円ボディガードだって、もっと楽にできるんじゃないのか」

「それはそうだよ」

　馳郎がうなずく。

　中華街の大通りを歩きながら、少年は遠い目になった。在りし日を思い浮うかべるかのように、ほんのわずか歩みがゆっくりとなる。

　夜道には、まだ屋台の匂においが残っている。

　あるいは刈中華風包バーガーや春巻といった点心の香かおりであり、あるいは美味おいしそうなスープの香りであった。鼻歌でも歌いそうな顔で、それらの匂いをのんきに楽しみながら、少年はぽつりと呟つぶやいたのである。

「でも……なんか、それだと流されっぱなしじゃないか」

「火事のことか」

「うん。それも理由のひとつ」

　あっけらかんと、少年は肯こう定ていした。

「いつもいつも、自分にはどうしようもないことばかりで引っかき回されてさ。奪うばわれるものは片かた端はしから奪われて、そのくせ、向こうから頼たのみもしないものばかり押しつけてきて。──なんか、そんなのってたまんないだろ。自分でも決められることはあるんだって、そう言い張りたくもなるじゃねえか」

　馳郎が言う。

「火事に遭あったのは仕方ない。妹ができたことだってそれなりに嬉しい。だけど、それ以上の物をもらうのは、何もかも他人に決めつけられてしまってるようで悔くやしい」

「……そうか」

　ゆっくりと話す馳郎の横顔を見て、ナタの表情にさざ波が揺ゆれた。

　辛つらそうで、悲しそうで、少しだけ別の感情も交じっていた。

　ああ、だからキミはそんなに強いのだねと、声にならない声で囁ささやくようだった。

「つまんない意地だよ」

　と、少年は微び笑しようした。

「奪われたけれど、失ったけれど、それでも全部じゃないって言い張りたいだけ。だから妹には悪いけれど、今のところは自分の手の届くものだけで過ごしていたいんだよ」

『──リコ様に泣いて頼まれて、私だけは受け取ることになりましたが』

「あ、こら、てめ、余計なこと言うな！」

　突とつ然ぜん、馳郎の服から声があがり、少年がばんばんと自分の服を叩たたいた。

〈カエアン〉である。

　一いつ瞬しゆん、通行人がぎょっと振ふり向いたが、何かの幻げん聴ちようかもしくはパフォーマンスと思ったらしく、そのまま立ち去ってくれて事なきを得た。

　ナタが、くるりと瞳ひとみを動かす。

「ほほう、キミは妹さんの持ち物だったのか」

『イエス、ミス・ナタ。それでもマスターは意地を張って、タダでもらうのは嫌がりましたので、レンタルという形式になっております。もっとも、レンタル料の払はらい込みは延えん滞たいに延滞を重ねて、かろうじて利子分だけを納めてる有様ですが』

「だから！　こら！」

　少年の手が、ぐいぐいとジャケットを引っ張るが、当の〈カエアン〉は平然たるものだ。

　そのやりとりに、くすくすと少女は笑った。

「……なるほど。時々、キミは不思議なところでロマンチストなんだな」

「は？　ロマンチスト？」

　聞き慣れない単語に、少年が瞼まぶたをぱしぱしする。

「だってそうだろう。別段他人の手を借りようが、自分の得た物だけで過ごそうが、そのこと自体に意味はないはずだ。だけど、キミは意味がないことを分かっていながら、それでも意味を見いだそうとしてる。そういう性質に名前をつけるとしたら、ロマンチスト以外ありえないだろう。うん、私はそういうの嫌きらいじゃないぞ」

「…………っ」

　馳郎の顔がみるみる真っ赤になる。

　少女の評価が、よほど少年の意表をついたらしかった。

「そ、それより！」

　わたわたと手を振って、目立たぬよう道の端はしを歩くエイジャへと話しかける。

「さっきから、なんか適当に歩いてるみたいだけど、これであいつらが食いつくわけ？」

「知るか」

「はあ!?」

　顔をしかめた馳郎の前で、黒くろ猫ねこが苛いら立だたしげに振り向いた。

　ほかの通行人に聞かれぬよう声を潜ひそめ、馳郎たちに語りかける。

「だが、遅かれ早かれ来るさ」

　けったくそ悪そうに、口元を歪ゆがめた。

「今はナタもオレも氣チイを抑おさえてない。この中華街をあいつらが張ってる以上、これだけ氣チイをぷんぷん撒まき散らされたら、嫌でも出てこざるを得んだろう」

「氣チイ……ってのは、確か生命力みたいなもんって言ってたよな。それ、匂いみたいに遠くから判別がつくわけか？」

「モノによるがな。鬼き仙せんの氣チイは普ふ通つうより濃いものだから、少々時間や距きよ離りに隔へだたりがあっても感じられることが多い。──で、問題は、あいつらと出会った後のことだ」

「出会った後？」

「ああ。戦力では、こっちが圧あつ倒とう的に劣おとっている。蓮リヤ花ンフアとかいった小こ娘むすめにしろ、少シヤ影オインとかいった優やさ男おとこにしろ、真正面からやって勝てる相手じゃないだろう」

　それは、分かる。

　一度は〈カエアン〉の電でん撃げきでぶちのめしたと思った少シヤ影オインも、結局は死んだふりで、あっさり立ち直っていたのだ。馳郎の力など、真正の吸きゆう血けつ鬼きの前では蟷螂かまきりの斧おのにも等しい。

「お前も、一応吸血鬼なんだろ？　戦えないのか？」

「残念だが、鬼仙としてのオレの能力は底辺だ。戦力に数えるな。ほとんど見たまま、猫並みの能力しかないと思っておけ」

　自じ嘲ちよう気味に、黒猫の声は夜気を流れた。

　人通りの少ない路地で、隻せき眼がんが人工灯を映してぎらりと光った。

「もうひとつ。ナタも、基本的には自分の〈力〉の十分の一も使えない状態だ」

「それは……その、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉ってやつのせいか？」

「そうなるな。誰だれだって、自分の与あたえた武器で、好き勝手されるのは嫌だろう。しかも、こいつに与えられたのは、鬼仙最強にして最悪の〈力〉だぞ」

　エイジャの言葉は、納なつ得とくできるものだった。

　逆に言えば、一度は蓮リヤ花ンフアを撃げき退たいした〈力〉は、まったく全力ではなかったということでもある。最強にして最悪というその言葉は、否いやが応でも少年の胸をついた。

「単純な話、ナタに仕組まれた七つの鬼宝の内、こいつの意思で使えるのは三つだけだ。しかも現状では、そのうちふたつも使えば、こいつの氣チイ──蓄たくわえたエネルギーは枯こ渇かつする。今回の場合、鬼宝と不死属性を一回ずつしか使えないと思え」

　言われて、馳郎が首を傾かしげる。

「ええと、鬼宝はなんとなく分かるけど、不死属性って何だ？」

「……そこからか」

　大いに嘆たん息そくしたエイジャの代わりに、ナタが言葉を継ぐ。

「──要するに、一族がどうやって不死の鬼仙になったかってことさ」

「どうやって不死の鬼仙になったかって……いちいち違うもんなのか？」

「まあ、いろいろあるんだよ」

　ナタが少しおかしそうな、難しそうな顔になった。

「水銀やら砒ひ素そやらを使った希少な薬を飲むとか、天然自然と長い時間をかけて同化するとか、ちょっと公道では話しにくい閨けい房ぼうを使った方法とかね。それらの方法によって、特性も〈力〉もずいぶん変わってくる。これを大おお雑ざつ把ぱに不死属性って呼んでるわけだ」

「え、ええっと。その……」

　ナタの説明に、再び馳郎の顔が絶ぜつ妙みように歪み、頭をがしがしと搔かき始める。

　そろそろ理解の範はん疇ちゆうを超こえてきたらしい。

　しばらく思い悩なやんだあげく、

「つ、つまりだ。……吸血鬼ごとの特別な〈力〉だって、覚えればいいのか？」

「そうそう。エイジャが猫になってるのも同じだし、あの蓮リヤ花ンフアとかいう娘むすめも、異常なレベルの怪かい力りきはやっぱり不死属性によるものだろうな。意識しなくても使える常時型っぽいし、多分怪力だけじゃなくて、瞬しゆん発ぱつ力りよくや回復能力など全ぜん般ぱん的に強化されてるんだろう。相当厄やつ介かいな部類だよ」

　言いながら、ナタが白いワンピースの胸むな元もとに手を置いた。

「ちなみに、私の場合はあの風だ」

　風。

　圧倒的な戦力を誇ほこっていた蓮リヤ花ンフアが、ただの一いち陣じんで膝ひざをついた光景を、馳郎は思い出す。

　吸血鬼を人間に戻もどすという──反則じみた不死属性チカラ。

　エイジャが、さらに付け加える。

「ナタは特別だからな。対鬼仙用の不死属性なんて持っているのはこいつぐらいだし、先手を取ればそれなりにやれるだろう。肝かん心じんなのは、相手のタイミングを捉とらえることだ」

「タイミングって、それは──」

「もちろん、相手が〈七鍵勅書〉を使うタイミングだ」

　黒猫は断言する。

「今言った通り、先手を取ればナタが勝つ可能性はある。だが、〈七鍵勅書〉を使われればその時点でこちらの敗北だ。だから、そのタイミングだけは逃のがせない」

　ひどくピーキーな戦力差であった。

　真正面からぶつかれば、敗北は必至。だというのに、向こうもこちらも一いち撃げきで相手を仕留められる切ジヨりーカ札ーを持っている。

　それとも、吸血鬼同士の戦いとは、こういうものなのだろうか。

「どうした？　今いま更さら怖おじ気づいたか？　言っておくが、一度こちらの計算に入れた以上は逃にがさんぞ」

「ふざけんな。で、俺に何をさせたいんだよ」

「なら結構。やってほしいのは、貴様でも分かる程度には簡単なことだ」

　毒づいてから、エイジャはいくつかの説明を口にした。

　話を聞いて、馳郎が感心したようにうなずく。

「ホントお前、ナタを守るのだけは熱心なのな」

「……余計なことを喋しやべるな」

　黒猫が唸うなり、ナタが微苦笑した。

「オレはそっちの準備に入る。貴様らはこれまで通り、もうしばらく街をうろついてろ。いいか、絶対にしくじるなよ」

　かっと小さな牙きばを覗のぞかせて少年を威い嚇かくしてから、隻眼の黒猫はぴょんぴょんと通りの塀へいに飛び乗り、姿を消したのであった。




　　　　＊




　ナタとふたりきりで残された馳郎は、しばしの間まごついて顔を見合わせた。

「え……と。じゃあ、どうしようか」

「とりあえず、このあたりを歩いていればいいのだろう。ほら！」

「わっ」

　手を引っ張られて、通りを引きずられる。

　思いがけない強さと柔やわらかさ。そして温かさに、また心臓が強く鳴った。

　握にぎった手だけが、とくとくと脈動を伝えてくる。

（……血が、流れてるんだ）

　と、なんとなく思った。

　知っていたはずなのに、何故なぜかひどく安心した。

　先に歩いていた場所から、繁はん華か街がいの方へと足を向ける。漢字と繁はん体たい字じの混ざったネオンの看板の下をくぐり、ぽつりぽつりと残った人の流れに身を任せる。

「──わ、綺き麗れいだ！」

　人工の光を浴びて、ナタの笑え顔がおが輝かがやいた。

　中ちゆう華か街がいのほぼ中心で、観光用にライトアップされた広場だった。

　赤く塗ぬられた東あずま屋やの周囲に、いくつもの中国提ちよ灯うちんが掲かかげられ、さまざまな角度から街を照らし上げている。その中国提灯もまた赤く、風水における祝福の色が、世界を満たしているのだった。

　東屋のすぐそばで、くるりと少女の白いワンピースが躍おどった。

「いいなあ！　太陽も月も好きだが、こういう光も格別にいいな！　こんなに綺麗な夜は初めて見たぞ」

「そういうもんか？」

「そういうものだとも。人類や鬼仙のみならず、長い生命の歴史において、夜を征せいするという意味を考えるといい。──で、キミももうちょっと笑いたまえ。いろいろあるわけだが、少し難しい顔をしすぎだ」

「む」

「ほら、貸したまえ」

　むにゅ、と少女の手が、少年の頰ほおに触ふれた。背せ伸のびした少女の手が、正面から少年の顔を挟はさみ込んだのだった。

「ほ、ほりゃ、ひゃ、ひゃめひょ」

「いいから、リラックスして私に任せなさい。──こうだ！」

「むびゃ！」
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　秘ひ孔こうでも突つかれたように、少年の顔がぐにゃりと歪ゆがむ。それもまた少女の手によるものだから、無下に振ふり払はらうこともできず、馳郎は立ちつくすばかりであった。

「んー、間ま違ちがえたかな？　ここをこうして、ああして……」

「ふぎゃ！　くきょ！　うきゃ！　ひゃめやめひょっろっひゅうつうひょの！」

　ぐにゅぐにゅと粘ねん土どみたいに搔き混ぜられながら、必死に馳郎が訴うつたえる。

　すると、人さし指ぐらいの距離まで顔を近づけて、

「嫌ヤだ」

　と、少女はとびきり明るく笑ったのである。

（…………っ）

　ものの見事に、馳郎は硬こう直ちよくした。初めて制服姿を見せられたときのように、激しく心臓が高鳴った。

　それだけ、こちらの目を釘くぎ付づけにしてしまう光景だった。

　頰をいじられながら、少年は目を離はなせない。

「うん、やっぱりキミのほっぺたはさわり心地ごこちがいいな。また舐なめてみてもいいか？」

「ふ、ふざけんな！　人のことをアンパンマンか何かみたいに言うなよ！」

　近すぎるせいで、少女の体温が肌はだに伝わってきた。滑なめらかなうなじと肩かたの線は、瑞みず々みずしい白はく桃とうのようだった。うんと爪つま先さきが背伸びして、つややかな唇くちびるがこちらの頰をなぞるのまで見てとれた。

（くち、びる──？）

　途と端たん、双そう方ほう沈ちん黙もくした。

「……な、なんだよ」

「……いや、その、なんだ、は、馳郎」

　至近距きよ離りでのナタの声も、妙みようにうわずっていた。直視できないが、その耳が真っ赤になっているのも分かった。

　躊躇ためらった後、少女は顔をうつむけたまま、こう訊きいてきたのだ。

「少しだけ……ほんの少しだけ、キミの氣チイをもらってもいいか？」

「……え」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと節制して吸えば、大したことにはならない。い、いつあいつらが襲おそってくるかも分からないし、できるかぎり準備を万ばん端たんにしておきたいんだ」

　ナタの言葉は、もっともに聞こえる。

　氣チイが鬼き仙せんにとって重要なエネルギーなのは、エイジャも言っていたことだ。戦いの前に補ほ充じゆうしておきたいというのは自然な発想だろう。何故声をうわずらせてるのかはともかく、重要性は理解できた。

「あれ、それなら少しだけっておかしくないか？　つか俺ひとりで足りるの？」

「いやその！　ええと！　き、気分の問題なんだ！　ほら！　まったくの空すきっ腹より少しだけでも食べてる方が、キミだって力が入るだろ！」

「……わ、分かった。別に、吸われたら俺が吸きゆう血けつ鬼きになるってわけじゃないんだよな？」

　ますます心臓が高鳴るのを感じつつ、少年はうなずく。

「……う、うむ。もちろんだとも。私はそういう不死属性じゃないからな」

　言って、かすかに震ふるえながら、少女の唇が少年の頰に触れた。

　埋うもれるように柔らかな、濡ぬれた感かん触しよく。

　嚙かむわけではなく、軽く舐めるだけ。

　それだけで、

「うぁ……！」

　甘いうずきとともに、膝からがくりと力が抜ぬけた。蓮リヤ花ンフアから無む理り矢や理り氣チイを吸われたときとは異なり、こちらの内側まで優やさしく潜もぐり込み、そっと何かを撫なでてもぎとっていくような感覚だった。その違ちがいが直接触れているせいか、ナタが気を遣つかってくれているせいかは分からない。

　ただ、身体からだの髄ずいまで、快い痺しびれが響ひびいていく。

　危あやうく膝がくずれおちそうになるのを、意地で踏ふみとどまった。

　数秒で、少女が身を離す。

「あ──馳郎、大丈夫か!?」

「お、おお」

　かすかに目眩めまいはしたが、行動に差し支つかえるほどでもない。

「す、すまん、少し美味うま過ぎた。氣チイの方は、ついでに味見するだけのつもりだったんだが──」

「ん、ついで？」

　一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめ、すぐ馳郎は少女に食ってかかった。

「──てめえ、ひょっとして人の顔舐めたかっただけか!?」

「あ、いや……ほら、舐めるだけなら減らないだろう？」

「減る！　俺の純潔とか減るって言ったぞ！　前から思ってたけれど、実はお前、俺が言ってることまったく聞いてないだろ！」

「失敬だな。都合の良さそうなところは覚えるようにしてるぞ」

「今、悪いところは覚える気がないってはっきり言った!?」

　嚙みつくように少女へ言い募つのり──すぐ、どちらともなく、くつくつと笑い出した。

　以前と、まるで変わらないやりとり。

　相手が吸血鬼だろうが、対吸血鬼の兵器であろうが、自分たちの関係にはやはり関係ないのだと、そんな当たり前のことが確かく認にんできたからだった。

　だから。

　少年はひとつ深呼吸して、頰を搔かいた。

「まあ、いい。特別に許してやる。俺も、もうひとつ言っておくことがあったしな」

「ほほう？　キミも存外隠かくし事の多いヤツだな」

　興味深そうに、ナタが片眉をあげた。

　そのときだった。




「──いや、すまないが、その話は後にしてくれ」




　言って、少女の瞳ひとみは中華街の奥まった路地へと向いたのだ。

「ナタ？」

　訊きかけた少年のジャケットからも、別の声があがった。

『マスター、センサーに異常。ＧＰＳ測位が認識不能です』

「────っ！」

　緊きん張ちようした馳郎を隣となりに、ナタは白い帽ぼう子しを引き下げ、すっと目を細めた。

　もともと人通りは少なかったが、今や広場には自分たち以外の誰だれもいなくなっていた。気配どころか、物音ひとつしない街は異常以外のなにものでもなかった。

「結界の一種だな」

「結界？」

「術式で指定した、特定範はん囲いの認識に働きかけてるんだ。……私の風にやられた以上、今日明日は来ないんじゃないかと思っていたが、どうやら早さつ速そく食いついてきたぞ」

　不敵に、少女が笑う。

「キミ、準備はいいか？」

「……おお」

　うなずくと、先にナタが歩を進めた。

　彼らが歩いていったのは、中華街のはずれにあたる倉庫だった。

　かすかに、潮の香かおりがする。海が近いのだ。もともと黄坂市に中華街が出来たのは、交易の関係上、この港街に住居をかまえてしまう異国の民たみが多いためだった。よく言えば、外からの民を偏へん見けん無く受け入れる街であったと言えるだろう。

　──たとえ、その民が吸血鬼であったとしても。

　やがて空の雲が割れて、ひとりの人ひと影かげを露あらわにした。

　月下、青年の顔色は病的なまでに蒼あお白じろかった。

「お前……っ」

「少シヤ影オインと申しましたが、別に記き憶おくされてなくてもかまいません。あなたがたのようなビチグソに覚えられても、私の名が汚けがれるだけですから」

　長チヤ袍ンパオを纏まとう鬼仙の青年は、そう言って妖あやしく笑った。

「ずいぶん辺へん鄙ぴな場所に呼んだものだな」

「社会的被ひ害がいにスポンサーがうるさいものでして。こちらなら、遠えん慮りよせず〈力〉を振るえるでしょう」

（スポンサー？）

　馳郎が、かすかに眉をひそめた。

　彼らの後ろ盾だてにこの国の人間がいるのなら、エイジャの予想が当たったことになる。

　ナタが、さらに訊く。

「あの、蓮リヤ花ンフアとかいう娘むすめはどうしたのだ？」

「主人は気まぐれなものでして。今こ宵よいは私ひとりでご勘かん弁べんいただきたく思います」

「…………っ」

　まずい、と馳郎は感じた。

　先にエイジャが言った通り、この戦いは切り札を通したもの勝ちだ。しかし、今目の前にいる少シヤ影オインと、姿を現さない蓮リヤ花ンフアと、どちらに切り札を使ったらいいものか。

　安直にナタが全力を振るい、この青年が〈七鍵勅書〉を持っていなかった場合、あの鬼仙の少女──蓮リヤ花ンフアにやられる可能性は高いだろう。

　硬直した馳郎をおいて、少シヤ影オインは、倉庫近くに植わった樹きへ寄り添そった。

　クスノキによく似た、潮風に強い品種らしかった。

　乙おと女めの柔やわ肌はだに触ふれるように、青年は優しく樹木に触れ、そっと唇を近づけると──その樹皮を嚙み裂さいたのだ。

「っ!?」

「まずまず……ですね。この国の樹は貧弱ですが、どこも丁てい寧ねいに管理されている。そうしたせせこましい仕事ぶりについては、賞賛してもかまいますまい」

　嬉うれしそうに、青年の唇が歪ゆがむ。朱しゆ色いろの三日月にも似た端はしから、異様な量の樹液がどろりとこぼれて、すぐにその意味は知れた。

　突然、アスファルトが割れたのだ。

　そこから抜け出た樹木の根が、ナタと馳郎へ怒ど濤とうのように襲いかかった。

「な──!?」

『自律オート起動・ブート！　軌き道どう予測プログラム０３──〈バタフライ〉！』

〈カエアン〉の機械音声が、悲鳴のように流れた。

　同時、馳郎の身体が、ジャケットに仕込まれた人工筋肉に引っ張られる。

「つおわっ！」

　まるで、操あやつり人形のようだった。

　人体構造を無視した強ごう引いん極きわまりない動作で、馳郎が飛び跳はねた。

　一本一本が長い槍やりのごとく研とぎ澄すまされた根を、回かい避ひプログラムに促うながされた馳郎の身体はかろうじて躱かわしていく。

　しかし、〈カエアン〉にも余よ裕ゆうなどないのは明らかだった。

　一いち撃げき躱すごとに、少年の体勢は大きく崩くずれ、それをカバーすべく仕掛マニピけ腕ユレータがジャケットから飛び出たのだ。

『自律オート起動・ブート！　攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉！』

　吹ふき荒あれる、刃やいばの旋せん風ぷう。

　一昨日おととい、少シヤ影オインの蔦つたを断たち切ったナイフが再び弧こを描えがき──今度は、樹槍の表面で、高い音をたてて弾はじかれたのだ。

「な──!?」

「ええ。前にお会いしたときは、その屑くずナイフにやられましたから。今度は、もう少し丈じよう夫ぶに伸のびるよう吸いました」

　愉たのしそうに、青年が微び笑しようする。

　その間にも、少年の頰ほおや首元に樹槍は掠かすめ、痛みよりも熱さを刻んでいく。でたらめに伸びているのではなく、こちらの急所を狙ねらっていることは間ま違ちがいなかった。

「っ──ナタ!?」

　安否を慮おもんぱかって、少年の瞳が横に流れた。

　刹せつ那な、馳郎は瞠どう目もくした。

　いや。

　馳郎だけではない。

　少シヤ影オインもまた、息を止めた。

「うん、筋は悪くない」

　そう言って、白いワンピースの少女は、ただゆるやかに手を動かしたのだ。

　ひどく当たり前に、踊おどり子のように優ゆう雅がに身を翻ひるがえし、その手刀は──〈カエアン〉の特とく殊しゆ鍛たん造ぞうナイフにさえ断ち切れなかった──樹槍を、いともたやすく両断した。

　ちょうど一メートル半ほどの長さに切れた枝を、ナタの手がすとんと受け取る。

「こういう植物の扱あつかいがキミの不死属性か。そうすると、一族は蟠ばん桃とうでも育てて鬼き仙せんになったクチかな？　でも、あの戦争のことを知っていたら、キミもこういう方法はとらなかったと思うよ。キミが〈庭師〉と呼ばれているのなら──」

　少女もまた、微笑する。

　いつもとは違う性質の笑えみだった。

　不敵で、獰どう猛もうで、目の離はなせなくなるような表情。人というよりも、美しい獣けものに似た微笑のまま、少女は言い放つ。

「──あの戦争でつけられた、あまり友好的とは言い難がたい呼び名のひとつだけどね。私は〈白びやつ華か絶ぜつ槍そう〉なんて呼ばれていたんだよ？」

　ぎゅるん、と枝──即そく席せきの棍こんがしなった。

　すると、少女に襲おそいかかった樹槍が大きく撥はね飛ばされたのだ。最初に跳ね返された樹槍は、たちまちほかの根も連れん鎖さ的に巻き込んで、あたかもビリヤードの盤ばん面めんのごとく一気に十数本をまとめて大地に突つき落とす。

　鮮せん烈れつなる槍そう術じゆつの名は、すなわち『六ろく合ごう大たい槍そう』。わずか一動作でおびただしい数の樹槍を弾き飛ばし、続く第二陣じんの樹槍を前に、少女はそのまま大地を蹴ける。

　その爪先が貼りつくようにして、樹槍の上を駆けた。

（軽けい功こう──!?）

　ある種の武術に、そうした技法が存在することは少シヤ影オインも心得ていた。跳ちよう躍やく力や走力を鍛きたえ、縦じゆう横おう無む尽じんに世界を疾しつ駆くするという技術の総そう称しようだ。彼自身、一定のレベルであればそうした技術を扱うこともできる。

　しかし、これほど見事な例は知らぬ。

　疾しつ風ぷうの速度でうねり突き出される樹槍の上で、なおも加速して迫せまる迅じん雷らいの軽功術。まるで本当に体重を減じたかのように、少女は即席の棍を片手にこちらへと滑すべり込む。

　戦せん慄りつする少シヤ影オインは、それでも正しく動いた。

「穿うがて！」

　血──樹液を吸った主人の命に従い、樹槍の数が倍化する。

　たてつづけに放たれる二十八本の樹槍は、もはや点ではなく面で襲いかかる制圧射しや撃げき。速度や旋せん回かい性では向こうが上回ると考え、少シヤ影オインは物理的に回避できる場所を潰つぶしにかかった。

　だが、それでもなお。

　白い少女は、止まらなかった。

　宙返りざまに跳ねたワンピースが、片手の棍で樹槍の軌き道どうをずらし、こじあけた隙すき間まへと飛び込んでいく。空中で身体からだをねじくらせながら、トレードマークの帽子さえ落ちようとはしない。人間どころか吸きゆう血けつ鬼き離ばなれした軽かる業わざの極地ににこりと微笑ほほえみ、ナタは青年の懐ふところへと入り込んだ。

「ごきげんよう」

　ナタの言葉は、むしろゆっくりと少シヤ影オインの耳に届いた。

　時間感覚を歪ませるほどに、少女の動きは鮮あざやかだった。飛び込む勢いに、鬼仙の剛ごう力りきと遠心力を乗せた棍の一いつ端たんも緩ゆるやかに見え──なのに、防ぐことは叶かなわなかった。

　胸きよう郭かくを打だ撃げきする破は壊かい力は、手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく発はつにも匹ひつ敵てきした。

　文字通り、少シヤ影オインの身体が吹き飛ぶ。

　水面に石を投げつけて遊ぶ、水切り遊びのようだった。何度となく叩たたきつけられた身体は、樹槍の氾はん濫らんでひび割れていたアスファルトを砕くだき、倉庫の壁かべでようやっと停止した。

　濛もう々もうと粉ふん塵じんがたちこめたのは、少し遅おくれてのことだった。




　　　　３




「……す……げえ……」

　凄すさまじい景色に、馳郎は唾つばを飲み込んだ。

　今の攻こう防ぼうを、かろうじて少年は見取っていた。あまりに高度すぎ、ほとんど理解を超こえたような戦いではあったが、少なくともナタの圧あつ倒とう的な能力だけは身に染しみた。

　最強の兵器とかいう大げさな異名に、初めて納なつ得とくがいった。

　鬼宝だとか不死属性だとか、まるで関係ない。ごくごく単純な戦せん闘とう能力において、少女はあの少シヤ影オインを上回っていたのだ。

　これなら、何の心配もいらなかったのではないか。

「は、はは……」

　掠かすれた笑い声が、こぼれる。

　極度の緊きん張ちようがほどけ、今いま更さらのようにがくがくと膝ひざが震ふるえてしまう。

　情けないけれど、それでも安あん堵どが先に立ってしまった。深く深く息をついてから、少女に声をかけようと視線をあげた。

「キミ」

　と、ナタが言ったのだ。

「何も終わってないぞ、まだ」

「え……？」

　少年が、瞬まばたきする。

　次の刹那、

「……ええ、その通りです」

　と、人ひと影かげが起き上がったのだ。

　少年が喉のどをひきつらせたのは、その起き上がる最中に、青年の砕けた胸がじゅぶじゅぶと泡あわを立てて再生していったからだ。

「幾いく多たの封ふう印いんがかかって、なおこれですか。これでは伝説の方が過小評価だったと、先人の愚ぐ鈍どんな報告を非難せねばなりません。とはいえ、今の内功の練り具合は、鬼仙として与あたえられた〈力〉というより、もともとの糞くそ才能が糞開花したという方がしっくり来ますね。──いやいや、それともそういう才能があったから、〈力〉の器うつわとして選ばれたというべきですかね？」

　そんなことを言いながら、血染めの長チヤ袍ンパオを叩き、少シヤ影オインは月を見上げる。

　もはや、青年の傷は完全に塞ふさがっていた。

　ナタが、眉まゆを寄せる。

「前の夜のときも思ったが、キミの回復能力は高すぎるだろう。そこまで来ると、回復とか再生とかいうより巻き戻もどしだ。蜥蜴とかげの尻尾しつぽの方がまだ可愛かわいげがある」

「ええまあ。私の一族はそうした不死属性でして」

「陽光が苦手な分だけ、夜の〈力〉に特化したタイプか」

「お好きにお考えください」

　悠ゆう然ぜんと、少シヤ影オインはうなずいた。

「そういえば、あなたもずいぶん決着を焦あせってらっしゃるようで。よほど氣チイの消費を控ひかえてらっしゃる？　せめて鬼宝のひとつぐらいは使えばよろしいのに」

「余計な世話だよ。これでも私は節制好きなんだ」

　さきほどの棍を構え直し、ナタの瞳ひとみが鋭するどい気き迫はくを宿す。

「だったら、滅ほろびきるまで滅ぼすぞ。生半可では滅べない、自分の不死属性を恨うらめ」

「ああ、それならもういいのです」

　少シヤ影オインが、かぶりを振ふった。

「そういうやりとりなら、さきほど打ちよう擲ちやくされたときに終わってます。さすがに、あれほどの功クン夫フーは想像してなかったので痛すぎましたが」

「────!?」

　少女の眉が寄った。

　次の刹那、ナタの身体に、突とつ然ぜん朱しゆ色いろの蔦が巻き付いたのだ。

　──いや。

　違ちがう。

　巻き付いたのではない。

　少女の肌はだを破り、血をしぶかせて、その蔦はナタの内側から芽吹いているのだった。

「ナタ!?」

　慄りつ然ぜんとした馳郎をおいて、少シヤ影オインは得意げに鼻を鳴らした。

「うちの一族で育てている冬虫夏草の一種でして。その蔦は、あなたの氣チイを喰らって繁はん茂もします。言っておきますが、下手へたにちぎったりすれば、残った根はますます強きよう烈れつに氣チイを喰らうようになりますよ。骨や内臓まで根付いてしまうと、いくら鬼仙でも苦しくなると思いますので」

「──、てめえ！」

　激情が、少年の恐きよう怖ふを吹ふき飛ばした。

　大地を蹴る。

〈カエアン〉の人工筋肉によってサポートされた跳躍は、ろくな助走もなく数メートルを跳とんだ。三本の仕掛マニピけ腕ユレータが少年の意思によって飛び出す。この吸きゆう血けつ鬼き相手にどのような攻こう撃げきなら通じるかなど、まるで分からない。だが、分からないからといって何もせずにいることなど、馳郎にはもっと不可能だった。

　その、刹せつ那な。

　別の影が、遙はるかに上を行く速度で、少年に接近した。

「──そうよ、その顔を見たかったの」

　囁ささやきが耳じ朶だを打った。

　真しん紅くのチャイナドレスの少女が、淡あわく笑っていた。

　蓮リヤ花ンフア、と名前を思い出すより先に、少女は可か憐れんな拳こぶしを振りかぶった。

「ね、もっと啼ないてみせて？」

　至し極ごく単純。

　何の技術も技法もなく、ただ拳は凄まじい速度で肉にく薄はくした。

　必死に回かい避ひした馳郎のジャケットを掠かすめ、その拳が近くの電柱を打つ。ナタの一いち撃げきを手榴弾にたとえるならば、これは迫はく撃げき砲ほうにも勝まさったろうか。少女の拳が触ふれた地点から電柱はふたつに砕かれ、吹き飛んだ先せん端たんが倉庫を巻き込んで、ボウリングよろしく倉庫の右半分を倒とう壊かいさせた。

　馳郎もまた無事ではすまなかった。

　掠めただけなのに、衝しよう撃げきで身体を持って行かれ、錐きりもみみたいに回転しながら大地へ叩きつけられる。咄とつ嗟さに〈カエアン〉がベクトルを計算し、最善の角度とタイミングで仕掛マニピけ腕ユレータを動かさなければ、間ま違ちがいなく即そく死しだったろう。

「……か、は」

　血臭の混じった吐と息いきが、気管からこぼれる。

　やはり、この少女はナタとも少シヤ影オインとも違った。緻ち密みつさと大だい胆たんさを兼かね備えた武術でも、吸血鬼ならではの妖よう術じゆつでもなく、ただひたすらに単純な、純じゆん粋すい極きわまる暴力の権ごん化げ。

　ぱん、とその拳を自分の掌しようで鳴らして、少女は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「……なんだ、つまらない。これなら少シヤ影オインだけで十分だったわね」

「腐くされお嬢じよう様さまも少しはお休みください。まだ体調は六割戻ったか戻らないかのあたりと愚ぐ考こういたしますが。いえ、もちろんお嬢様の神経がカバか恐きよう竜りゆう並みのうすのろとは存じておりますが、せめてまともな休息をとるだけの理性は期待したく思います」

「誰だれが腐れお嬢様か！　その良く回る舌をちょんぎってあげるから、正座してなさい！」

　言って、少女は手を翻ひるがえした。

　朱しゆ色いろの──血の色の蔦つたに封ふうじ込まれたナタへ、手の平の品を見せる。

　ナタの表情が、大きく揺ゆれた。

「分かる？　分かるわよね。あなたにとって、一番恐おそろしい鬼宝だものね」

　蓮リヤ花ンフアが微び笑しようする。

　その白い手には、小さな金属の像が載のせられていた。黄金の獅し子しをかたどったその像に、動けぬナタの瞳は強く吸い付けられた。

「これが……〈七鍵勅書〉だもの」

（駄だ目め……だ……っ！）

　馳郎が、呻うめく。

　今の拳で、全身の神経が麻ま痺ひしてしまっていた。頼たよりの〈カエアン〉さえもリカバリの真っ最中だ。少年のあらゆる意思を無視して、指一本も自由にならない。立ち上がろうとする意思が、片かた端はしから虚こ空くうに吞のみ込まれてしまうかのよう。

　勝ち鬨どきのごとく、蓮リヤ花ンフアは口を開いた。




「朱沙の血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが太極符印の四番目の息子むすこに命ず」




　鬼宝起動の、口こう訣けつ。

　それが終われば、ナタは支配されるのだと、嫌いやでも分からされた。いつだってひどく自由で、風か雲みたいに奔ほん放ぽうな少女は、二度とその笑え顔がおを見せないのだと直感させられた。

　だから。

　どうしても、許せなかった。

「あああ、ああああああああああ……っ！」

　立ち上がる。

〈カエアン〉にも頼らず、足をアスファルトに打ち付けるようにして、無む理り矢や理り身体からだを持ち上げて疾しつ駆くする。一歩ずつが岩を地面から掘ほり起こす気分だった。自分の身体は残らず鉛なまりに変わったんじゃないかと思った。

　それでも、彼らは十分予想していたはずだ。

　鬼宝の起動のため、極度に集中しなければならない蓮リヤ花ンフアの代わりに、少シヤ影オインが立ちはだかったのだ。




「渾こん沌とん、太極、盤ばん古この渦うず。七言もちて七鍵と成す。まつろわ──」




　しかし。

　むしろ馳郎に反応したことが、彼らにとって致ち命めい的てきなミスだった。

　まったく別の方角から、影が跳んだのだ。

　それに反応しようとした少シヤ影オインの手は、今度は逆に馳郎の手によって押さえられた。無論、鬼仙と人間の筋力からすれば、振りほどくことなど一いつ瞬しゆんですむ。この場合は、その一瞬こそが勝敗を分けた。

　少シヤ影オインが反応するには小さすぎるその影が、集中していた蓮リヤ花ンフアの手から、玉ぎよく璽じを奪うばい去ったのである。

「ちょ──！」

「やった！」

　馳郎が喝かつ采さいする。

〈七鍵勅書〉が現れたとき、とにかく一瞬だけでいいから気を惹ひけというのが、エイジャに与あたえられた指令だったのである。激戦のゆえ少年も半ば忘れかけていたその指令は、この土ど壇たん場ばで活路となった。

　血相を変えた蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインが、猛もう烈れつな勢いで踵きびすを返す。

　すぐさま逃にげ出すかと思われたエイジャは、しかしその足を半はん壊かいした倉庫の屋根で止めた。

「…………」

「エイジャ!?」

　少年が眉をひそめる。

　それでは、意味がない。〈七鍵勅書〉を奪ったのなら、すぐさま撤てつ退たいする手はずだった。だというのに、エイジャはどこか恍こう惚こつと──何もかもを忘ぼう却きやくしきったように、夜空を見上げて立ちつくしていたのだ。

「……やっと……」

　ぶるり、と黒くろ猫ねこが身を震ふるわせた。

　禍まが々まがしい毛皮が月光を弾はじき、異様にぎらぎらと隻せき眼がんが輝かがやいていた。

「やっと……手に入れたぞ……〈七鍵勅書〉……」

「──エイジャ、だと？」

　少女が、呻く。

　こちらも、いつもの蓮リヤ花ンフアではなかった。

　恐ろしいまでに強く、獣けもの以上に凶きよう暴ぼうだった少女は、血走った瞳ひとみを黒猫へと向けて、喉のども裂さけよとばかりに叫さけんだのだ。
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「エイジャ！　お前がエイジャなら、先に一族から奪った〈七鍵勅書〉はどうした！」




（………………………………………………………………え？）

　何か、ずれた気がした。

　今の言葉は、どこかが決定的におかしいように思った。

　エイジャが、すでに〈七鍵勅書〉のひとつを盗ぬすんでいた？

　何のために？

「あの〈七鍵勅書〉なら……それの封ふう印いんを解いたときに壊こわれた。それはそうか。どこかの支族が封印を解いたあげく、そのバケモノを私物化してはかなわんものな……」

　くつくつと、黒猫はこちらを振ふり向いて笑う。

　嗤わらう。

　見たこともないような顔で、嗤う。

「おかげで……ずっとそれと旅することになった。……ずっとずっと……そんなバケモノと一いつ緒しよに旅することになったんだ。……貴様らに……その気持ちが分かるか……」




　──何を、言ってる？




　馳郎の思考は、完全に停止した。

　エイジャの言っていることが、まったく理解できなかった。理解できないのに、背筋をざくざくと悪お寒かんが突つき刺さした。

「ナタぁ！」

　エイジャが、吼ほえた。

　いままでのような──かすかな親しみなど消え失うせた声こわ音ねだった。

「……エイジャ、キミは」

　ほんの一瞬。

　押し殺したようなナタの声が、夜風に紛まぎれ。

　足元に、〈七鍵勅書〉たる玉璽をおいて、月に吼えるごとく黒猫は猛たけった。




　──何をしてる？




「黒絶の血をもって、エイジャが太極符印の四番目の息子に命ず！」




　口訣。

　もはや、蓮リヤ花ンフアにも少シヤ影オインにもそれは止められない。

　大地から膨ぼう大だいな量の氣チイが吸われるのを馳郎は感じた。自分自身からも生命力がこそぎとられ、たちまち視界が暗くなっていった。




「渾沌、太極、盤古の渦。七言もちて七鍵と成す。まつろわせよ、まつろわせよ、其そを律令の如ごとく疾とくまつろわせよ、七鍵勅書！」




　現象は、さして派手ではなかった。

　大地がめくれあがることも、炎ほのおが世界を蹂じゆう躙りんすることもなかった。

　ただ、ナタの身体がくの字に曲がり、その胸に一瞬光の図形が浮うかび上がった。

　文字だったろうか。馳郎が見たこともない複雑精せい緻ちで、鎖くさりのような文字だった。その文字が少女の身体に吸い込まれるや否いなや、ナタの身体から芽め吹ぶいていた朱色の蔦は、たちまち茶色く干ひからび、片端から枯かれていったのだ。

「私の、蔦が──」

「ナ……タ……？」

　少シヤ影オインが呻き、脱だつ力りよく感に膝ひざをついた馳郎はかろうじて顔をあげる。

　一瞬、助かったのかと思った。

　エイジャのやったことは、何かこの少女を助けるために必要な仕し儀ぎだったのではないかと、そういう風にも思った。そういう風に思いたかった。思わせてほしかった。

　一いち陣じんの風が吹ふき、少女の大事にしていた白い帽ぼう子しがふわりと落ちる。

　そこに、ナタはいた。

　しかし、ナタではなかった。

　開いた瞳に、火眼金睛の色が浮き上がっただけではない。あらゆる感情を喪そう失しつさせた表情が、ぞっとするほど美しかったからでもない。

　透すき通って見える横顔は、いつもの数倍も美しく見えたが、馳郎の知るナタはこんな冷たい表情をする少女ではなかった。姿も人間性なかみも、そっくり入れ替かわってしまったかのような──

「ナ、タ……？　おいエイジャ！　これは──」

　馳郎が、猛もう然ぜんと振り返る。

　エイジャは。

　答えない。

「…………」

　ただ、醜みにくく、笑っていた。

　馳郎を、蓮リヤ花ンフアを、少シヤ影オインを、そして変へん貌ぼうしたナタを──自分の睥へい睨げいする一いつ切さいの者を前に、たまらないというように嗤っていた。

「すべて、潰つぶせ」

　短く命じた。

「分かりました」

　うなずいたナタの手が、どこからか金属の輪リングを持ち出した。

　鬼宝。

　そして、口訣。




「……古き七支族の血を借りて、汝なんじが兵器は、乾けん坤こん日にち月げつ珠じゆの五番目の息子むすこに乞こい願ねがう」




「っ──！」

　蓮リヤ花ンフアも、けして茫ぼう然ぜんとはしていなかった。

　もぎとるように右耳のイヤリングを外し、呼びかける。




「朱沙の血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが如意金箍棒の八番目の娘むすめに命ず！」




　焦しよう燥そうにかられてか、口こう訣けつも速まっていた。

　周囲から氣チイを喰らうのさえもどかしく、足りない分は自らの精気をもって代用し、最大最速で鬼宝を起動する。




「──黒曜喰らいて拉ひしぎ潰せ、彗すい星せい錘すい！」




　今度は、口訣の完成とともに、少女は超ちよう重量の黒球を両手で振り回した。

　ハンマー投げの要領で思い切り旋せん回かいし、その遠心力をもって黒球を投とう擲てきする。拳こぶしひとつで大地も砕くだく吸きゆう血けつ鬼きが、その腕わん力りよくと不死属性を十全に活いかしての一いち撃げきだ。控ひかえめに見積もったとしても、ビルの一棟とう程度は跡あと形かたも残さず粉ふん砕さいするに違ちがいない。

　だが。




「陰いん陽よう、万ばん刃じん、一切断たち切れ、乾けん坤こん圏けん」




　ナタの手から放たれた金属輪は、凄すさまじい勢いで回転しながら、彗すい星せい錘すいと激げき突とつした。

　流れ星のように、火花が散る。

　拮きつ抗こうする。

　いいや。

　蓮リヤ花ンフアの放った彗星錘を切り裂きながら、乾けん坤こん圏けんと呼ばれた金属輪は徐じよ々じよに徐々にこちらへと迫せまってくる。

　ばかりか、振り返りもせずに少女が手を振ると、背後から迫っていた樹槍が残らず両断された。隙すきを突いて死角から走り寄ろうとする少シヤ影オインを牽けん制せいし、その手がこねるような動作をすると、短い金属の槍が現れる。

　新たな鬼宝が。




「──古き七支族の血を借りて、汝が兵器は如意金箍棒の五番目の娘に乞い願う」




「鬼宝を、ふたつ同時に!?」

　蓮リヤ花ンフアの唇くちびるからこぼれた声は、悲鳴に近かった。




「真火もて灼やき裂さけ、火尖──」




　寸前、ナタの口訣は止まった。

　今にも乾けん坤こん圏けんに断ち切られようとした蓮リヤ花ンフアの身体からだが、横合いから首元を摑つかまれ、紙かみ一ひと重えの差で持ち去られたのだ。結果として乾坤圏は虚こ空くうを断ち切るにとどまり、ぐるりと弧こを描えがいて、ナタの手首へと帰き還かんした。

「え……？」

　ぽすん、とアスファルトに蓮リヤ花ンフアは下ろされた。

　それでも、しばらく少女は絶句していた。少シヤ影オインさえ、信じられぬと言うように目を見開いていた。

　理由は簡単だ。

　少女を助けた者は、ついさきほどまで殺し合っていたはずの少年──馳郎だったからだ。

「なんで、あんたがあたしを助けるのよ！」

「知るか！」

　半ばやけくそに叫さけんで、少年は顔をあげる。

「エイジャ！　もういいだろ！」

「……もういい？」

　隻せき眼がんの黒くろ猫ねこは、つまらなげにこちらを見下ろしていた。

　友好的な意味合いなど、まったく感じられないその瞳ひとみに向かって、少年は訴うつたえる。

「ああ、もういいだろう！　その〈七鍵勅書〉さえなければ、こいつらはナタに勝てないんだろ。だったら、早くナタを元に戻もどせよ！」

「馬ば鹿かか」

　吐はき捨てるように、黒猫は告げた。

「言葉にしなければ分からないほど愚おろかだったか？　これはもうオレの武器だ。オレの兵器だ。オレの鬼宝だ。解放するつもりなど毛頭ない。オレの念願が叶かなうまで、ずっとこき使わせてもらう」

「エイジャ……っ！」

　とりつくしまもない回答に、少年が言葉を失う。

　振ふり返って、ふたつの鬼宝を携たずさえたままの少女へと呼びかける。

「ナタ──っ！　お前は、お前はこんなんでいいのか！」

「…………」

　こちらも、期待したような返事はなかった。

　馳郎を映す瞳は、ただのガラス玉のようだった。感情どころか、一切の精神活動を禁じられた色に、少年は脊せき椎ついを引き抜ぬかれるような衝しよう撃げきと混乱を覚えた。

　その少女の身体が、かすかに傾かしいだ。

「──ナタっ!?」

「少し、氣チイが足りないか。もとより、この街に来てからろくに吸ってなかったからな」

　エイジャが、冷たく言う。

　単純に、自分の所持する刀か銃じゆうの具合を確かめたというだけの声だった。

「まだまだ無理も利ききそうだが、そうする意味もない。ここは退散するとしよう。なんならもう少し戦いを続けても構わないが、そういうつもりはないな？」

　確かめ、黒猫が踵きびすを返す。

　ナタも、それに倣ならった。

　半はん壊かいした倉庫の向こうへ去っていく一いつ匹ぴきとひとりを、誰だれも止めることはできなかった。

　ひびわれたアスファルトの上で、かつてナタのかぶっていた白い帽子だけが、寂さびしそうに風に揺ゆれていた。
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「──まさか、あんたの家に来ることになるなんてね」

　不満たらたらに告げたのは、ソファにどさりとのっかった蓮リヤ花ンフアだった。

「ゲロカスに相応ふさわしい、しみったれた黴かび臭くさい住居ですね。先に聞いてなければ、てっきりゴミ捨て場と勘かん違ちがいするところでした。それとも、本当にゴミ捨て場なんですか？　これでは犬小屋というにも犬に失礼な有様ですが」

「うるせえ！　黙だまってろてめえら！」

　続いて、壁かべにもたれた少シヤ影オインにまで罵ば倒とうされ、馳はせ郎ろうは歯を剝むき出しにして怒ど鳴なりつけた。幸い、隣となりも事務所になっているので、さほどの苦情は出て来まい。二階に住んでる青年も、深夜はほとんどバイト中のはずだ。

　その馳郎に、蓮リヤ花ンフアは膝ひざを抱かかえて、唇を尖とがらせた。

「仕方ないじゃない。あたしたち、あんたの話を聞かなきゃいけないんだから」

　彼らが集まっているのは、そういう理由だった。

　ナタとエイジャが立ち去った後、茫然としていた馳郎を蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインが捕つかまえて、この〈たまゆら荘〉まで案内させたのだ。

　結果として、蓮リヤ花ンフアは我が物顔でソファを占せん拠きよし、少シヤ影オインはいかにも汚けがらわしそうに、部屋の惨さん状じようを見つめている。

　そして馳郎は、予想だにせぬこの組み合わせに狼ろう狽ばいしつつ、とりあえずインスタントコーヒーをいれているのだった。一年ほど前、業務用のパックが安かったので悩なやんだ末大量に買ってきた品なのだが、とりあえず黴かびの繁はん殖しよくだけは避さけられてるらしい。

　そんな少年の背中を睨にらみつけながら、

「一応、助けられたわけだし、平和的に話そうとしてあげてるんだから感謝なさい」

「どんな上から目線だよ」

「それぐらいは当然なの！　で、あんたはどういう風に聞かされてたわけ？」

　と、蓮リヤ花ンフアが水を向けた。

「どういう風って？」

「鬼き仙せんの事情のことよ。あたしらが、あいつらを追ってる理由とか」

「えと、それだったら……」

　少年の説明を聞くと、チャイナドレスの少女は大きく目を見開いたのだ。

「は？　なんでそれで、ここまでついてきてるわけ！　さっさと逃にげれば良かったじゃない。ナタにもエイジャにもそう言われてたんでしょ！」

「できるかよ！　俺、ボディガードなんだぞ！」

「弱っちいくせに」

「ぅ……！」

　そう言われると、反論しようがない。

〈カエアン〉による底上げを考えてもなお、少年の能力は鬼仙に及およばない。鬼宝や不死属性の交こう錯さくした先の戦せん闘とうで、少年が成しえたことはわずかなサポートがせいぜいだった。無論、そのサポートをきっかけとして、盤ばん面めんがひっくりかえったことも確かだが、ほかと比ひ較かくして少年が無力であるという事実は否定しえまい。

「呆あきれたヤツ」

　と、改めて蓮リヤ花ンフアがため息をつく。

　その仕草に腹が立って、馳郎も言い返した。

「別にいいだろ」

「良くないわよ」

「お前には関係ないだろうが」

「関係なくても腹立つの！」

　鋭するどい糸切り歯を覗のぞかせて、蓮リヤ花ンフアがこちらを睨みつける。それだけで、気の弱い人間なら倒たおれてしまいそうなほどの、強きよう烈れつな視線だった。顔立ちが整っているだけに、その怒ど気きがなおさら強調された。

「弱っちいならそれらしく這はいずってればいいじゃないの！　人間が鬼き仙せんより弱いなんて当たり前でしょ！　せいぜい無様に逃げて、泣き顔でも晒さらしてなさいよ！」

「だからって、何もせずいられるか！　つうか、泣なき寝ね入いりって最悪じゃねえか！　んなもん強制される覚えはねえ！」

「弱肉強食は自然の摂せつ理りでしょ！　いちいちそんなのに嚙かみつかないで！」

　少年と少女の視線が、至近距きよ離りで火花を散らす。

　いつのまにかソファから立ち上がっていた蓮リヤ花ンフアが、どんと机に手をおいて、対角線上にいる少年と睨み合っていたのである。

　こほん、と咳せき払ばらいが生じた。

「お嬢じよう様さま」

　少シヤ影オインが、口を挟はさんだのだ。

「情けないほど同レベルにございます。そもそも鬼仙の基準に卑ひ賤せんな人間をあてはめても、賤いやしい人間に理解できないのは当然のことと存じます。いえまあ、お嬢様のおつむからすれば、ひとりで鬼仙の格を下げてしまうのも仕方ないことと考えますが、せめてゲロカスと長時間会話するのは避けた方がよろしいかと」

「……てめえも、たいがい人のことを馬鹿にしてんな」

「お好きに解かい釈しやくくださいませ」

　馳郎が声を低くすると、少シヤ影オインは優美に一礼した。

　もっとも、鬼仙が人間を見る目としては、こちらの方が典型的なのかもしれない。少なくとも、この蓮リヤ花ンフアみたいに、いちいちつっかかってくる方が珍めずらしいのだろうと、なんとなくそれは理解できた。

　だったら、ナタはどうだったのだろう。

　馳郎の行動にいちいち感心して──学校の制服を恥はずかしそうに着ていた少女は、どんな風に人間を見ていたのだろう。

「…………」

　沈ちん黙もくした少年を、蓮リヤ花ンフアは気まずそうに見つめて、やがてぽつりと漏もらした。

「……ほんの少し、あたしが悪かったわ」

「ゲロカスに謝った!?」

　少シヤ影オインが壮そう絶ぜつな表情で目を剝く。

「だって、あんた少影の方がむかつくんだもん。それこそ同レベルになりたくないわよ」

「私の存在が逆効果!?」

　目を剝いたまま、悶もん絶ぜつする少シヤ影オインである。

　それを放置して、蓮リヤ花ンフアは少年へと向き直った。

「とりあえず、こちらの知りたかったことはだいたい分かった。お礼と言っちゃなんだけど、あんたから訊きたいこととかある？」

「……俺、から？」

　鸚おう鵡む返がえしに言って、少し悩んでから、馳郎は口を開く。

「だったら……俺があいつらから聞かされてた話はホントだったのか？　それとも、全部真っ赤な噓うそだったのか？」

「八割方は本当ね。というか、聞かされてる部分にはほとんど噓がないわ」

　片目をつむって、蓮リヤ花ンフアが答えた。

「唯ゆい一いつ違ちがうのは、あたしたちが追ってきたのはあのエイジャだってことかしら。ナタはあくまで、あいつが奪うばっていった最悪の鬼き宝ほうの──そうね、器うつわみたいなものよ」

「…………っ」

　それも、馳郎にはひどく酷こく薄はくに感じられた。

　鬼宝の、器。

　つまりは、人間と思われてないということ。

　この場合は、鬼仙と思われてないのだろうか。彼らのコミュニティにおいて、ナタという人格は完全に無視されている。思考も思想も無視されて、かつて与あたえられた〈力鬼宝〉だけが取りざたされている。それはある意味で、咎とが人にんよりもひどい扱あつかいではないだろうか。

　ため息、ひとつ。

　もろもろの感情を押し込める。

　訊かなければならないことを、訊く。

「じゃあ……エイジャが追われてる理由って？」

　尋たずねると、蓮リヤ花ンフアは難しい顔になった。

　少年の出したコーヒーカップを受け取り、一口含ふくんで「安物ね」などとこぼしてから、その答えを告げた。

「あいつが、当時世話になっていたはずの支族を皆みな殺ごろしにして、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉を持ち出したあげく、鬼宝の器──ナタの封ふう印いんを解いたから」

　ぞくり、と馳郎の背筋に冷たいものが伝わった。

　皆殺し。

　日常生活では、まずゲームか漫まん画がぐらいでしかお目にかからないその単語が、異様な現実感をもって今の少年に伝わったのだ。

「なんで──そんな──」

「知らないわよ。理由なんて」

　長い髪かみをかきあげて、蓮リヤ花ンフアはふんと鼻を鳴らす。

「あたしが知ってるのは、ただ確定した事実だけ。そんで事態を重く見たうちの支族は合議して、あたしと少シヤ影オインを追っ手に出したわけ。まあ、ナタのつくられた経けい緯いからすれば、ほかの支族も別に追っ手を出してるかもしれないけれど、それは知ったことじゃないわ」

　少女が軽く手を振ふった。

　本当に、そんなことは全然大したことじゃないと言うように。

「こっちも、計画から何から全部やり直し。ホントに最悪。てっきり向こうも〈七鍵勅書〉を持ってると思ってたから、対たい抗こうで〈七鍵勅書〉を渡わたされてたのに」

　ため息をついて、コーヒーカップをテーブルへ戻もどす。

　立ち上がる。

　真しん紅くのチャイナドレスがそっと裾すそを翻ひるがえし、薄うす暗ぐらい部屋を飾かざった。

「不味まずかったけれど、一応珈琲コーヒーのお礼だけは言っておくわ」

　と、少女は告げる。

「何にせよ、ここから先はあたしたちの世界。あなたのくだらない自己満足や同情で関かかわれる場所じゃない」

「…………」

　少年は、何も言い返せなかった。

　蓮リヤ花ンフアの、言う通りだ。

　戌いぬ見み馳郎が、ここから先に関わる理由などない。

　自分でも言ってたではないか。千円ボディガードなんて、つまらない意地でしかないと。ましてや、ここから先に踏ふみ込めば、ナタとの唯ゆい一いつの約束を破る可能性だってある。




　──『もしも追っ手が〈七鍵勅書〉を使ったら──絶対、躊躇ためらわず逃げてくれ。せめて私に、キミを殺させるような苦痛を与えないでくれよ？』




　彼女がつけた、たったひとつの条件。

　だったら、自分はここで退くべきだ。

　むしろ……それこそが、皆みなの望む結果なんじゃないのか。

「少シヤ影オイン、行くわよ」

　壁かべにもたれかかった青年へ、少女は呼びかける。

「はあ。でも、どうなさるつもりです？　あちらに〈七鍵勅書〉がある以上、戦力差は絶対的ですよ。いくら鬼き仙せんでも──むしろ鬼仙である以上、あのバケモノには勝てません。いくら糞くそお嬢様の糞おつむでも、その程度の理り屈くつは分かると思いますが」

「糞お嬢様とか糞おつむとか言うな！　だから、それをこれから考えるんでしょうが！　なんだったら、ほかの〈七鍵勅書〉を持ってる支族に頼たのんでもいいじゃないの！」

「それこそ冗じよう談だんです。負けたからそっちの〈七鍵勅書〉貸せなんて言ったら、どれだけ劣れつ悪あくな条件をつきつけられるか。ああ失礼。糞の方がお嬢様のおつむよりはマシでしたね」

「……あんた、いっぺん死ぬ？　確か痛覚遮しや断だんはできなかったわよね？」

　言い合うふたりを、馳郎はどこか遠い世界の出来事のように見つめた。

　もはや、自分が介かい入にゆうする余地などどこにもないように思えた。ほんの一メートル先で繰くり広げられる光景は、絶対に触ふれられない異次元空間のようだった。

　突とつ然ぜん、けたたましい音が聞こえた。

「っ──！」

　驚おどろきつつ、条件反射的にその発信源を握にぎっていた。

　軽快な音楽は、馳郎の持った携けい帯たいから鳴っていたのだ。

「……あ。はい、もしもし」

　慌あわてて通話ボタンを押して耳に当てると、

『おおー、戌いぬ見み後こう輩はい！　元気してるかー！　元気があればお金に困るぞー！』

「手て鞠まり先輩」

　少年は、声の主の名を呼んだ。

「どうして、こんな時間に？」

　もう、深夜零れい時じを過ぎている。まっとうな神経で電話するような時間じゃないが、思いつけば即そく実行が、この先輩の売りである。

　今回も、自信満々に胸を張って──張っているのが瞼まぶたに映るような声で、こう言った。

『んーん、今ネットを漁あさってたら、ナタちゃんに似合いそうなコスプレ見つけた見つけたんだ見つけちゃったからの三段活用！　今度はコスプレショーだぜ、ガオー！』

「…………っ」

　一いつ瞬しゆん、息が詰つまった。

　電話の向こう側で、手鞠朝あさ葉ばがニコニコと最高の笑え顔がおをしているのが分かった。

　それを考えるだけで息苦しくなって、馳郎はぎゅっと胸むな元もとを押さえた。

「手鞠先輩……今度はコスプレですか」

　とだけ、やっと言った。

『だって、あの子似合いそうじゃん！　残りのライダーのＤＶＤとブルーレイ全部段ボール箱にぶん投げて──いや会長に怒おこられるからちゃんとしまって、ずっとネットショップ漁ってたんだゾ！　ナタちゃんはもう寝ねてるの？』

「今日は……外で泊とまってます」

『えええ！　なんだそうなんだ、戌見後輩の役立たず！』

「……そりゃ、すいません」

『じゃあ、すぐでなくていいからさ！　ばばばばーんと着き替がえの許可を取っておいてよ戌見後輩！　ほれ、あのちっこくて可愛かわいい子が各種ナースから巫女みこさんからアニメからのコスプレをするところは君も見たいだろう！　あたしは見たいぞ、見たくて見たくてたまらなくて劣れつ情じようが渦うず巻まいて口からバーニングだぞ!?』

「先輩、絶対考えて喋しやべってないでしょう」

『何故なぜバレた！』

　素すっ頓とん狂きような声に、少しだけ馳郎は苦く笑しようする。

「今度会ったとき、訊きいておきます」

『なら良かった。じゃあまた明日ねー！』

　それきりで、電話は切れた。

「…………」

「何？　学校のお友達？　のんきなものね」

　軽けい蔑べつ丸出しの瞳ひとみで、蓮リヤ花ンフアが底意地悪く口を挟はさみ──すぐ言葉を失った。




「ふざけんな！」




　突然、痛々しげな音が聞こえたのだ。

　蓮リヤ花ンフアが息を止め、少シヤ影オインはいぶかしげに眉まゆをひそめた。

　それは、馳郎が、自分自身の頰ほおを殴なぐりつけた音だった。

『マスター!?　どうなさいましたか!?』

〈カエアン〉までもが、その事態に焦あせったような機械音声をあげた。

　少年は、止まらずに三度、自分を殴りつける。

「ふざけんな！　ふざけんな！　約束があるからだって!?　あの馬ば鹿かのつけた条件を守るためだって！　んな理由いくら並べようが、あいつをこのままにしていいことになるかよ！　あいつの約束を言い訳にして、うまいこと逃にげようとか考えてんなよ、俺！」

　ぐっと頰に拳こぶしをめりこませたまま、馳郎は歯ぎしりした。

　それこそ奥歯を嚙かみ潰つぶすほどの力を込めて、少年は大きく息を吸った。

「馳、郎……？」

　その様子に、蓮リヤ花ンフアが少年へ声をかけようとして。

　馳郎は、いきなりこちらへ振り返った。

「蓮リヤ花ンフア」

「な、な、何？」

　呼び捨てされてることにも気づかず、蓮リヤ花ンフアがうなずく。

「俺が聞かされたことはほとんど本当だって言ったよな」

「言ったけど、それがどうしたのよ」

「だったら……」

　少年が、ますます強く胸元を握りしめた。

　何か大切なことを決意するように、どうしようもなく大事なことを守り抜ぬこうとするように、少年の拳には力がこもった。

「……うん……そうだ。そうだ。糞ったれ」

　考えることは、いくらもあった。

　ここに来るまで提示されてきたキーワードが、少年の中で結実する。鬼仙、吸きゆう血けつ鬼き、中ちゆう華か街がい、ナタ、蓮リヤ花ンフア、隠いん蔽ぺいされた事件…………連結されていく言葉と言葉は、少年の意識をゆっくりと研とぎ澄すませていく。

「だったら……ああ、方法は、あるんだ」

「は？　方法？」

　きょとんと瞬まばたきした少女に答えず、少年は沈ちん黙もくした。

　今度は、長かった。

　とてもとても、長かった。

　うつむいたまま、両手で顔を押さえ、馳郎はじっと動かなかった。身体からだが動かない分、精神こころの内側に激しい嵐あらしが渦巻いているようだった。

　何か、とても大切なことを決めようとしてるみたいだと、なんとなく蓮リヤ花ンフアは思った。

（……ううん）

　その姿から目を離はなせぬまま、少女はこうも思う。

（何か……とても大切なことを、裏切ろうとしてるみたい）

　……やがて。

　少年の片手が、顔から外れた。

　ぎこちなく、携帯のボタンをプッシュする。

　ほかに聞こえぬよう、小声でいくつか囁ささやいてから、すぐ少年はその携帯を差し出した。

「……蓮リヤ花ンフア。この電話、聞いてもらえるか？」

「？」

　危あやぶみながらも、少女は携帯を受け取った。

「もしもし。あんた、誰だれ？」

　きょとんとしつつ、とりあえず相手の素す性じようを訊いてみる。

　何度か受け答えして、蓮リヤ花ンフアの目はみるみる丸くなった。

　驚きよう愕がくで固まった少女は、凄すさまじい勢いで振ふり返って、馳郎へと問いただしたのだ。

「どういうこと!?　あんた、何をしたの!?」

「何です、腐くされお嬢様。豚ぶたの鳴き声みたいにみっともなく慌てふためいて」

　ひったくるようにして、少シヤ影オインが携帯を奪うばい、こちらもすぐに絶句する。まるで、自分が石像だったことをたった今思い出したとでもいうような、見事な硬こう直ちよくぶりであった。

「……まだ、何もしてねえよ」

　ふてくされたように、少年は答えた。

　蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインはふたりして、信じられないように少年を見やっている。

「ただ、これで分かったろ」

　と、告げた。

「俺には、エイジャを見つける手段がある。ナタを捕つかまえる〈力〉がある」

　少年が、椅い子すに手を伸のばした。

　そこには、白い帽ぼう子しがかかっていた。

　誰かが気に入って、いつもかぶっていた帽子だった。

「蓮リヤ花ンフア、少シヤ影オイン。あなたたち、ふたりの鬼仙に言う。──だから、俺と取り引きしてもらえないか？」




　　　　＊




　ひどく、暗い場所だった。

　湿しめっぽくて、なのに埃ほこりっぽくて、とても居い心地ごこちが悪い。意識は朦もう朧ろうとぼやけており、まともな思考回路なんて夢のまた夢。呼吸のたびに不快な空気が肺を満たし、こちらの身体の芯しんまで冷やす。

　そちらが現実だと、頭のどこかで理解していた。

　理解しながらも、少女の脳は、二重写しになった別の景色を見ている。

（これは……なんだ……）

　と、思っていた。

　瞼に映る、もうひとつの景色。

　焼けつくような熱を伴ともない、現実とだぶって視みえる世界。




　──世界は、死に絶えている。




　くずおれた人々。

　血みどろの子供。胸を切り裂さかれた老ろう婆ば。そろって炎ほのおに灼やかれ、黒こげとなった夫ふう婦ふ。

　老ろう若にやく男なん女によの区別なく、死に絶えた人々の群れ。

　滅ほろんだ街。

　滅んだ景色。

　炎だったり、刃やいばだったり、打だ撲ぼくだったり、毒だったり、あるいは想像もできぬもっと奇き怪かいな手段だったり──さまざまな方法で、人々が滅ぼされた世界だった。

　ある意味では、世界のどこにでもある戦場跡あとのひとつだった。

　もしも、違ちがいを見つけるとするならば、そこに倒たおれているのは普ふ通つうの人々ではなく、身体のあちこちから翼つばさや角を生やし、とりわけ口元からは全員が鋭するどい牙きばを覗のぞかせるという変異を来きたしていることだろう。

　彼らもまた、鬼き仙せんなのだ。

　鬼仙だったのだ。

　だから、彼らの死は──本当は死ではなく、滅びという言葉を使うのであった。

　そして。

　ただひとり、滅んだ世界に少女が浮いている。

　その両手に握にぎる武器は、陰いん陽よう剣けんと火か尖せん槍そう。足元ではごおごおと風ふう火か輪りんが回転し、腰こしには混こん元てん綾りよう、腕うで輪わとして乾けん坤こん圏けんを身につけている。そして、肩かた口ぐちから下げられた異様に巨きよ大だいな籠かごは、少女最強の鬼宝たる九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうだった。

　いかなる鬼仙も神しん仙せんも、その威い風ふうにはかなうまい。当時の彼女ならば、夜空の月だって砕くだくことができたのではないか。

（そうか……）

　夢うつつに、少女は思った。

　納なつ得とくした。

（ああ……そうだ……これは……私の……）




　──ぴしゃん、ぴしゃん。




　音が、聞こえた。

　ひどく単調な、水音。

　その音につれて、ゆっくり景色が遠ざかっていく。




　──ぴしゃん、ぴしゃん。




　瞼まぶたを、開く。

　ナタの身体は、コンクリートの壁かべにもたれかかっていた。

　どうやら、どこかの廃はいビルらしい。四方を打ちっ放しのコンクリートに囲まれており、窓まど枠わくと思おぼしい間かん隙げきから、かすかに外灯の光が差し込んでいる。

　気だるさはだいぶマシになっていて、一応物事を考えることはできた。

　ただ、口が利きけなかった。

　口だけでなく、指一本動かない。かろうじて呼吸や瞼の開閉といった行こう為いは行えるが、それ以上はまるでおぼつかない。糸の切れた操あやつり人形みたいに、少女の身体からはあらゆる生気が失われ、それゆえの人外の美しさをも獲かく得とくしていた。

　目の前に、隻せき眼がんの黒くろ猫ねこがひっそりと立っている。

　こちらが瞼を開けたのを確かめると、

「どんな気分だ？」

　と、訊きいてきた。

「…………」

　返事は、できぬ。
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　やはり口が動かない。自分の意思は自分の身体を空回りするだけ。脳と身体との間で、大事な線を断たたれてしまったかのようだ。

「いつもの貴様でいい。喋しやべることを許す」

　その言葉で──命令で──電源でも入れられたみたいに、口内の感覚が戻もどってきた。

　突とつ然ぜんすぎて、咳せき込んでしまった。

　埃っぽい空気を何度も取り入れ、犬みたいに涎よだれを垂れ流してから、

「……エイジャ」

　と、名を呼んだ。

　黒猫は、そんな醜しゆう態たいを晒さらす少女をじっと見つめて、訊いた。

「さっきのことは、覚えてるな？」

「ああ、覚えてるとも」

　さっきのことというのが、何を指してるかなど明らかだった。

　だから、少女はもうひとつのことを口にした。

「今、夢を、見てた」

「何の夢だ？」

　ひとつ息をついて、ナタはこう続けたのだ。




「キミの支族を、全員滅ぼしたときの夢だ」




　それを聞いて、黒猫はひどく嬉うれしそうに表情を歪ゆがめた。

「……思い出したか」

　と、吐はき出すように言う。

「そうだ。あの戦争で貴様が滅ぼしたんだ。オレがいない間に、オレのすべての家族を貴様が奪ったんだ。あいつらに命じられたまま、誰ひとり残さずに滅ぼして、滅ぼして、滅ぼし尽つくしたんだ」

　だから、貴様を捜さがしたのだ、と黒猫は鋭い歯を軋きしらせた。

　長い日々だった。

　かつて、ナタに〈力〉が与あたえられた、鬼仙の戦争。

　その戦争で、いくつかの偶ぐう然ぜんから、エイジャという鬼仙は滅びを迎むかえずにすんだ。代わりに彼が失ったのは、自分以外のすべてだったというだけの事実。

　ゆえに、彼は復ふく讐しゆう鬼きと化した。

　自分の素性を隠かくし、いくつかの鬼仙の支族と接せつ触しよくした。

　かの戦争で、どの鬼仙がどのように動き、どのように対立していたかを根気よく調べ続けた。ナタという兵器の正体を知り、かの兵器を操るための〈七鍵勅書〉という鬼宝の存在を求め、その鬼宝を持つ鬼仙を探し当てるまで、どれほどの昼と夜を費ついやしたか。

　幾いく千せんどころではない。

　幾万でもまだ足りぬ。血みどろのエイジャが〈七鍵勅書〉を持ち、封ふう印いんされたナタの目の前へ立ったのは、はたして十万という数に太陽と月の輪廻りんねが及およぼうとしたときだった。

「そうしたら……封印を解いただけで〈七鍵勅書〉が壊こわれるとはな」

　と、黒猫は嗤わらった。

「まったくお笑いぐさだろう。オレの目の前には貴様がいるのに、貴様を操る術すべがない。貴様を操らなければオレは仇かたきを殺せない」

　ありとあらゆる恨うらみを込めて、黒猫は言う。

　実際、それはどれだけの絶望だったろう。数百年という時間をかけて調ととのえた準備が、すべて水すい泡ほうに帰そうとしたとき、黒猫エイジヤは一体どれほどに世界を呪のろっただろうか。

「だから……貴様を解放した後、逆に、貴様に助けられた支族のふりをした」

　恩があるのだと。

　あなたが兵器として戦ってたときに、偶然助けられた支族のひとりだと。だから、あなたを助ける義理があるのだと。

　それから、たったふたりの旅が始まったのだ。

「貴様と旅をしながら、ずっと待ってたぞ。オレたちを追う鬼仙から新たな〈七鍵勅書〉を奪うばって、貴様を思うがままに操れる時を、オレはずっと待ってたんだ」

　黒猫はその隻眼を見開き、少女の手の甲こうに爪つめをかける。

　たやすく引き裂けた肌はだが、ぶつぶつと血の玉を噴ふき出す。爪はさらに奥深くへと埋うずまり、すぐ再生しようとする少女の身体機能を阻はばんだ。

　黒猫は、言う。

「オレは……ずっと貴様を滅ぼしたかった」

　そして、

「……知ってたよ」

　と、少女は口にした。

「何？」

「キミが言ったことを信じなかったわけじゃない。私だって、自分が助けたり滅ぼしたりした支族を、いちいち全部覚えてるわけじゃないしね。だけどキミ、私を封印から解き放った後も、時々凄すごい目でこちらを睨にらんでいたんだぞ。一応隠してるつもりだったみたいだから、いちいち指し摘てきしなかったけれど」

　淡たん々たんと言ったナタに対して、エイジャは鋭く牙を剝むいた。

「分かってて、どうしてオレについてきた？」

「ついていかない理由がなかったから」

　少女が、かすかに笑う。

「この世界で、私がすることなんて何もない。いいかいエイジャ、そんな大切なものはとっくに終わってしまってるんだ。こんな〈力〉だけ押しつけられて、何百年も封印に縛しばり付けられて、それでもすることが残ってる人間なんていないんだよ」

　少女の言葉が、湿しめっぽい空間に残ざん響きようした。

　コンクリートの冷たさに、少女の体温は同化していく。

「それに、キミの支族を滅ほろぼしたのは確かに私だろう。私自身の意思など関係ない。私が兵器である以上、私を使った者と私は等質に憎にくまれるのが当然だよ。……だから、この旅の終わりで、ついにキミに支配されてしまうのも悪くはないと、そう思っていた」

「思っていた、だと？」

「何でもない。ちょっとした言い間ま違ちがいだ」

　と、少女がかぶりを振ふった。

　視線を黒猫に戻し、問う。

「で、キミはこれからどうしたいんだい？」

「言ったとおりだ。貴様に命令を下した鬼き仙せんを滅ぼす。その一族もすべて滅ぼす。その後で、貴様を滅ぼし、オレ自身も滅ぼす」

　黒猫の瞳ひとみには、ただ破は滅めつの炎ほのおばかりが宿っていた。おそらくその炎は、すべての復ふく讐しゆうを果たすまで収まらないのだろう。

　床ゆかのコンクリートを軽く引っ搔かき、彼は淡々と言う。

「単純に山に戻ってもいい。オレたちを追いかけていた、あのふたりの鬼仙から辿たどるのもいい。何にせよ、旅はここから反転だ」

「……そうか」

　と、少女はうなずいた。

　黒猫は、かすかに眉まゆをひそめた。

「やめてくれ、とは言わないのか？」

「言えないよ、そんなもの。言えるわけがない。復讐者に復讐なんて無意味だと説いて、一体何の意味がある？　そんなこと、復讐者自身が一番よく分かってるだろう。分かってるけど、やらずにいられないから復讐なんじゃないか」

「……なら、結構」

　言って、エイジャは踵きびすを返した。

　これで、ひとまずの問答は終わりということらしい。自分の寝ね床どこは別の場所に用意してるようだ。

　遠ざかっていく黒猫の背中に、ナタが言った。

「ひとつだけ、礼を言わせてほしい」

「何だ」

「キミが、私に馳郎を殺させなくて、本当に良かった」

「たまたまだ。次は殺す。間違いなく殺す」

「……もう、彼とは二度と会わないよ」

　黒猫の言葉に、ナタはそう答えて、淡あわく笑ったのであった。




　　　　＊




　エイジャの去った後、ナタの身体は再び動かなくなった。

　指一本も、自由にならない。〈七鍵勅書〉の効力は絶対的で、時間制限なんて甘い抜ぬけ穴あなもない。少女は完全に縛り付けられて、コンクリートにもたれかかるだけだった。

　だから、少女はただ考えていた。




　──ぴしゃん、ぴしゃん。




　また、水音が聞こえる。

　どうも天てん井じようの隅すみあたりで、水道管か何かが壊れているらしい。何度となく飽あきずに繰くり返される音は、なんだかこちらの胸に響ひびくようだ。少し気をゆるめると、水すい滴てきを数えている自分を発見する。

　いつまでもいつまでも、そうしてるんだろうと思った。

　昔のように。

　鬼仙を滅ぼすときだけ、眠ねむりから目覚めさせられた、あの頃ころのように。

　それはそれで、悪くはない。

　さきほどエイジャに言ったように、どうせやることなど残ってはいないのだ。ならば彼の言葉に乗っかって、かつて自分を操あやつっていた支族を滅ぼすというのも、いっそ痛快なのではあるまいか。

　なのに、どうして。

　こんなにも……自分は、落ち着かないのか。




　──ぴしゃん、ぴしゃん。




　水音は、さっきから何も変わらない。

　かつての自分と同じようだ。何百年も自分は変わらなかった。戦争になっては狩かり出され、それ以外は眠り続け、そうした生活にもはや疑問を持つこともなかった。

　疑問を持つなんて、そんな無む駄だな行動を取ることはなかった。

　何が、違ちがったのだろう。

　今いま更さら、何が違ってしまったのだろう。




　──『だったら、ちょうど良かった』

　──『俺、ボディガードなんだよ。多分、ほかのどこより格安だと思うぞ』




　そんな、夢みたいな言葉が、脳のう裏りを揺ゆれた。

　ああ、彼は知らないだろう。

　そんな適当な言葉で、どれだけ自分が感動してしまったか、きっと理解できないだろう。




「……ほしいよ」




　ぽつりと、呟つぶやいてしまった。

　エイジャの命令がまだ効いていて、舌だけは動くのだと、それで少女は悟さとった。

　だから、つい。

　それが面おも白しろくて、また呟いてしまった。

「護まもって……ほしいよ？」

　馬ば鹿かげてる。

　戌見馳郎にボディガードを依い頼らいしたのは、単なる成り行きだったはずだ。

　そうでもしないとあの少年は諦あきらめないだろうから、あくまで方便として依頼しただけだったはずだ。

　なのに。

　何故なぜ今──こんなにも寂さびしい。

　表情ひとつ変えられないのに、変えることができないのに、どうして自分の声こわ音ねだけが──こんなにも素す直なおに、こんなに正直に、喉のどを震ふるわせてしまうのだろう。

「私は……護ってほしいんだよ、馳郎？」

　その言葉は誰だれにも届かず、打ちっ放しのコンクリートに残響した。

　当たり前のことに、いまさら落らく胆たんも衝しよう撃げきも受けず、ナタはただ目を伏ふした。

　どれぐらいの時間が、経過したか。

　不意にその瞳が開いて、部屋の入り口に流れた。

　そこに、長い影かげが差していた。

「……エイジャ？」

　ぼんやりとした少女の声を受けて、黒くろ猫ねこは一いち瞥べつしたきりで、こう告げた。

「状じよう況きようが変わった」

「状況が？」

　訊きき返したナタに、エイジャは答えない。

　代わりに、

「すぐに、ここを出るぞ」

　乾かわいた声で、口にしたのだった。




　　　　２




　その夜の黄坂市は、いつもより少しだけざわついていた。

　特に、大通りほど顕けん著ちよだった。

　深夜とはいえ、街にはトラックやタクシーなどが常に走っているものだ。高度に築き上げられた人類社会では、二十四時間どこかしらが常に機能し続けている。流通はそうした社会の基点であるからだ。

　それが、見事に止まっていた。

　時間帯ゆえに長い渋じゆう滞たいとはなってないが、時々苛いらついたトラックの運転手が、けたたましいアラームを鳴り響かせている。微び妙みようにかりかりとした雰ふん囲い気きに触しよく発はつされたものか、カラオケや漫まん画が喫きつ茶さなどで夜通し歩き回る若者や、終電を逃のがしたサラリーマンの一団が、たまに喧けん嘩かを起こしたりもしていた。

　それを見ながら、ビルの屋上でナタは首を傾かしげた。

「……どこかで事故があった？」

「ついさっきだ。ニュースを聞いててな。どうも不注意なトレーラーがガススタンドに突つっ込んだらしい」

　黒猫が、低い声で言う。

　エイジャとて、世間の情報をまったく無視しているわけではない。

　むしろ、ラジオなどのニュースはかなりの頻ひん度どでチェックしている。人界に溶とけ込んだばかりの鬼仙は、問題行動を起こすことが多く、そうしたニュースの端はし々ばしから動向が垣かい間ま見みえることも多いからだ。

「──今回は、ちょうど都合がいい」

　と、黒猫は口元を歪ゆがめた。

「すぐ喰くうぞ。ナタ」

「…………」

「ナタ」

　その声とともに、黒猫が首から下げた〈七鍵勅書〉が、淡く光った。

「……分かりました」

　いささかぎこちない返事で、少女が黒猫を抱だく。

　そのまま、跳とんだ。

〈七鍵勅書〉による命令は、少女の運動能力も解放するのか。ひとっ飛びで数十メートル離はなれたビルの屋上まで跳ちよう躍やくし、さらに少女が夜空へと飛ひ翔しようする。

　連続する姿は、流れ星のようだった。

　瞬またたく間に、景色が流れ去っていく。

　渋滞した車などたちまち抜き去り、夜空を飛び行く一筋の星。

「そこか」

　やがて、少女と黒猫は、地表に赤い炎ほのおを認めた。

　赤く燃える、ガススタンドだった。

　国道に面しており、比ひ較かく的てき閑かん静せいな割に、交通量の多そうなエリアである。

　その横腹へ大型トレーラーの長々とした車体が食い込み、無む惨ざんにひしゃげ、炎に炙あぶられた姿を晒さらしていた。店てん舗ぽの硝子ガラス窓は残らず砕くだけ、今にも倒とう壊かいしそうなぐらいに傾かたむいている。ニュースの内容に偽いつわりなく、爆ばく発はつを起こしてないのが不思議なぐらいの状況だった。

　しかし。

「…………？」

　すぐ近くへとナタを降り立たせて、エイジャが眉まゆをひそめた。

　そこで燃えているのはガススタンドとトレーラーばかりで、ほかに停車したままの車両も、逃にげ惑まどう人間も野や次じ馬うまも見つからなかったのだ。

　まして、これだけの事故が起こったのなら、即そく座ざに多くの救急車や消防車が駆かけつけるのが普ふ通つうではないか？　彼が日本に来てさほどの年月が経たったわけではないが、この状況は違い和わ感かんを禁じ得なかった。

　いいや。

　それだけではない。

「あ……」

　ナタが、喉をひきつらせる。

　命令以外に、彼女が感情を表現できる方法がそれだけだったからだろう。

　はたしてエイジャが振ふり返ったとき、ガススタンドに面した通りの向こう側へ、新たな人ひと影かげが刻まれていたのだ。

　やや風変わりなスポーツジャケットを纏まとう、中肉中背の少年。十六か七と思われるまだあどけなさを残した顔の頰ほおのあたりに、一条、火傷やけどみたいなひきつれが見えた。

　戌見馳郎。

「よお」

　と、少年は手をあげた。

「何故、貴様がここにいる？」

　黒猫が訊くと、少年は苦笑いみたいに表情を歪めた。

　ひとつ深呼吸をして、それから答える。

「お前、言ってたろ。ナタには氣チイが足りてないって。それにお前、目立つ真似まねは避さけるタイプだ。そういうヤツらがこっそり大量の氣チイを吸い取りたいなら、今回みたいな事故は絶対利用してくると思った」

　健常な人間が突とつ然ぜん集団で倒たおれれば、ニュースにもなるだろう。

　だが、こんな事故の状況なら、突とつ然ぜん倒たおれる人間が出るのは普通のことだ。重傷を負った人間がそのまま衰すい弱じやく死ししたところで、驚おどろくにはあたるまい。

　だからこそ、ここを氣チイの狩り場とすることを、エイジャは選んだ。

　そして、そうしたエイジャの性質を読んだのだと、少年は今言っていたのである。

「タイミングの良かったことだな」

　と、エイジャがせせら笑う。

　すでに、この少年のことは黒猫の意識の外であったのだ。ナタも言っていたとおり、もはや会うことはないだろうと思っていた。

　それが、まさかこんな場面で再会しようとは。

「だが、この事故は何だ？」

「そんなものはないよ」

　少年は、奇き妙みようなことを言った。

「事故っていう演出のために、無人のトレーラーを突っ込ませてもらったんだ。ガスは最低限まで抜ぬいてもらったし、ガススタンドの人にも避ひ難なんしてもらってるから人的被ひ害がいはない。それこそ、氣チイで感じ取れなかったか？」

「……貴様、何を言ってる？」

　その言い分に、エイジャは苛いら立だちを募つのらせた。

　それだけでは、何も説明できない。

　トレーラーとガススタンドはまだしも、消防車や野次馬が駆けつけぬ理由には、まったくならない。そもそもトレーラーをどう調達し、ガススタンドの店員をどうやって説得したというのか。

　蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オイン──自分をつけねらっていたあの鬼き仙せんふたりにやらせたのかとも思う。

　しかし、彼らの性格や能力からして、こんな事故を仕し掛かけることは可能だろうか。

　以前の戦いですべての手の内を見せたとは限らないし、思いもかけない応用性があったのかもしれない。そうは考えつつも、微妙なしこりがエイジャの胸に残った。

（……いや、かまわん）

　その違和感を、エイジャは吞のみ込む。

　こんなところで時間を取られるより、さっさと少年を蹴け散ちらしてしまった方がよほど益になると、彼は判断したのだ。

　そんなエイジャに、

「一応、訊くぞ」

　と、少年が言った。

「ナタを元に戻もどす気はないか？」

「今いま更さらだ。これはもうオレの兵器で、オレの鬼宝だと言った。……このためだけに、このバケモノとずっと旅をしてきたのだと」

　エイジャが、言う。

　馳郎は、さらに問う。

「それは……ナタが、お前の一族を滅ほろぼしたからか？」

　その言葉に、一いつ瞬しゆんだけエイジャは硬こう直ちよくした。

「どうして、そう思う？」

「お前がここまでする理由を、蓮リヤ花ンフアも知らないって言ってた。だから、俺なりに考えてみたんだ。ナタが鬼宝の器うつわとして眠ねむらされていたのは聞いてたし──だったら、お前がナタをバケモノとか蔑さげすむ理由は、ほかに考えつかなかった」

「そういえば、貴様は変なところだけ頭が回るヤツだったな」

　と、エイジャが苦く笑しようした。

　そして、小さな全身に、容よう赦しやない殺意を張り詰つめさせた。

　邪じや魔まをするならば殺す、と何よりも雄ゆう弁べんに訴うつたえる濃のう密みつな気配。今や自らの武器たるナタを隣となりにおいて、悠ゆう然ぜんと言い放つ。

「だが、あのふたりを仲間につけたところで、鬼仙である限りナタには勝てん。そういう風になっている。そして人間では鬼仙の足元にも及およばん」

「知ってるよ。でも、お前が証明したのは前半だけだ」

　少年は、ひどく静かな面おも持もちで言った。

　──そうだ。

　エイジャに奇妙な焦しよう燥そう感かんを覚えさせているのは、まさにその表情だった。つい数時間前、袂たもとを分かったときの戌見馳郎とはまるで異なる、どこか達観した視線。

「鬼仙である限り、ナタには勝てない」

　続けて、少年は宣言した。

「だけど、人間が鬼仙に勝てないのかどうかは──今俺が確かめてやる」




　　　　＊




　──しばし、時間はさかのぼる。




　ごおごおと、ヘリポートに吹ふき荒あれる風の中、蓮リヤ花ンフアは不思議そうな顔で髪かみを押さえていた。

　ヘリのローターが起こすダウ下ンウ降ォッ気シュ流に洗われ、真しん紅くのチャイナドレスの裾すそもばさばさとはためいている。

　とあるビルの、屋上だった。

　黄坂市でも珍めずらしいヘリポートが備え付けられたそこへ、一台のヘリコプターが舞まい降りてきたのだ。小型ながら優美な丸っこいラインはマクドネル・ダグラス社のＭＤ６００Ｎ。操縦者の腕うでも目覚ましく、余計なムーブひとつなく、ヘリポートへと着陸してみせた。

　はたしてタラップから下りてきたのは、およそ十四歳かそこらの、白衣の少女だった。

　やや大きめのサイズの白衣で、袖そでがかなりだぶついている。異国の血が混じっているのか、少し明るい感じの髪はくるりとポニーテールでまとめており、かすかに薄うす青あおい瞳ひとみでこちらをまっすぐに見つめていた。

「あ、あんた誰だれ？」

「リコは問うよ」

　と、白衣の少女は告げた。

　冷ややかに、厳おごそかに。

「え？　え？　え？　あ、うん」

　さしもの蓮リヤ花ンフアさえ、その発言を受けて素す直なおにうなずいてしまった。

「あなたが傷つけたのは、黄坂高校二年、戌見馳郎で間ま違ちがいない？」

「うん……そうだけど」

「分かった」

　少女は、素す早ばやくこちらへ歩み寄った。

　そして。

　ぴしゃり、と蓮リヤ花ンフアの頰をはたいたのである。

　無論、鬼仙の反応速度なら躱かわすことはたやすかったはずだ。それもできぬほど蓮リヤ花ンフアを驚きよう愕がくさせたのは、あまりにも意外な展開と、無表情な少女が露あらわにした絶大な怒いかりだった。

[image: ]

「リコ様！」

　少女に付き従っていたサングラスの男が、慌あわてて駆かけつける。

　薄うす墨ずみというその名前を、蓮リヤ花ンフアは覚えていた。

「白はく凰ほう六ろつ家け……」

　白はく翁おうに付き従い、その身を護まもるという六家のひとり。

　その男がどうして、よりにもよって馳郎の妹と一いつ緒しよにいるのか。

「リコ様、落ち着いてくださいませ！」

「だって、絶対許せないもん！　リコは怒おこるよ！　この人がいなかったらお兄ちゃんは絶対にあんな契けい約やくしなかったんだから！」

　白衣の少女は、強くこちらを睨にらみ付けたまま、荒あらげた語気を隠かくそうともしない。

「な、何よそれ。どういう意味よ！」

　それを受けて立った蓮リヤ花ンフアに、リコと名乗る少女はますます強くこう言い放ったのだ。

「だって、あなたが傷つけたお兄ちゃんこそ────」




　　　　＊




「だけど、人間が鬼仙に勝てないのかどうかは──今俺が確かめてやる」




　少年の宣言を、エイジャはまともにはとらえなかった。

　彼の着るジャケットはなかなかに厄やつ介かいだが、それとて鬼仙に敵かなうものではない。ただ意外だったのは、この期ごに及んでも自分がこの少年を傷つけることを──ほんの少しだけ、嫌いやがっていたという事実。

　それも、彼の意志をとどめるほどではなかった。

「ナタ、この愚ぐ者しやを潰つぶせ」

　疲つかれたように、しかしきっぱりと命じる。

　もとより、次会ったらそうすると、黒くろ猫ねこは告げていた。

「…………っ！」

　ナタの身体からだが、強こわ張ばった。

　必死に抵てい抗こうしようと、全身全ぜん霊れいが傾けい注ちゆうされた。

　これほど少女が抵抗するのは、数百年ぶりのことかもしれなかった。

　それでも。

〈七鍵勅書〉は、悲しいほど強く、少女を縛しばりつけた。少女の意思をねじふせ、身体の支配権を奪うばって、彼女の手に新たな鬼宝を生んだ。

　今にも泣き出しそうな顔で、ナタは金属の扇おうぎを持ち上げた。

　それは、数日前少年の命を救った鬼宝。たった今、少年の命を奪おうとする鬼宝。




「古き七支族の血を借りて、汝なんじの兵器は芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘むすめに乞こい願ねがう」




　口こう訣けつが、世界を圧する。

　少女の瞳は、再び火眼金睛の真紅と黄金を宿す。

　大地を巡めぐる氣チイが搾しぼり取られ、その鬼宝へと集中する。起動の瞬しゆん間かんを待って、金属の扇の周囲を業炎が取り巻いた。




「──三ざん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫さけべ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」




　渦うず巻まく、激しい焰ほのお。

　アスファルトを溶とかし、爛ただれた火竜のごときねじくれた炎が、一気に馳郎へと殺さつ到とうする。

　極度の熱で空気中の水分が蒸発し、爆ばく発はつした。その爆発で舞い上がった粉ふん塵じんが、少年ばかりか夜空まで覆おおい尽つくす。

「ああ……ナタに巻き込まれなければよかったのにな」

　黒猫は、小さく呟つぶやいた。

　本音だったろう。彼にしてみれば、すべての元げん凶きようはナタの存在にある。彼女がいなければ、自分がこうなることも、少年が死ぬこともなかったはずだ。

　しかし。

　粉塵が落ち着いたとき、その隻せき眼がんが引き剝むかれた。

　少年は、無傷でそこに立っていたのだ。

　近くにきらきらと、おかしな霧きりのようなものがわだかまっていた。それが少女の炎を和やわらげたのだろうとは思っても、何をしたのかまでは分からなかった。

「貴様、おかしなイカサマを──」

　歯を軋きしらせた黒猫に、

「……違ちがう」

　と、少年は囁ささやいた。

「俺を巻き込んだのは、ナタじゃない」

「……は？」




「ナタを巻き込んだのが……俺なんだ」




「な、に……!?」

　黒猫には、少年の言う意味が分からない。

　ついにおかしくなったかと、そのような感想しか抱いだかなかった。しかし、たとえそうだとしても、ナタの一いち撃げきを防いだことだけは事実だった。

　きっと顔をあげ、少年が問う。

「先に訊きくぞ。ナタの鬼宝は、防ぼう御ぎよ能力にも長たけてるんだな」

「何？」

　顔をしかめた黒猫へ、念を押すように馳郎が訊く。

「ナタの鬼宝には、防御能力もあるんだな？」

「当たり前だろう。最高レベルの防御能力なくして、鬼仙の戦争を勝利できるか！　人間の武装程度で突とつ破ぱできると思うな！」

「ああ。だったら、安心した」

　その指が、虚こ空くうに何かを描えがいた。

　紋もん様ようのようにも見えたが、そもそも魔ま法ほう使つかいでもないこの少年がそんな動作をして、一体何の意味があるだろう。

「……何だ？　お祈いのりでもすませたのか？」

「電子サインだよ。契約には必要だろ」

「電子サイン？」

　その意味が、吸血鬼エイジヤには分からない。

　笑って、十秒ほどを少年は数えた。ちょうど数え終わった頃ころに、それはやってきた。




「こういうことだ！　ナタ、絶対死ぬなよ！」




　どおっ、と闇やみに爆ばく音おんがこだました。

　巨きよ大だいな弾だん体たいから噴ふん射しやされる噴ふん射しや炎えんを、誰が見たか。垂直に落下してくる鋼鉄と爆ばく薬やくの塊かたまりを、誰が現実の光景と思えるか。

　ましてやミサイルが降ってきたなどと、誰が認にん識しきできようか。

　全長五百五十センチ、翼よく幅ふく二百六十七センチ。重量は優に数百キロを超こえる、獰どう猛もうなる鋼鉄と爆薬の塊。

　次世代型タクティカル・トマホーク。

　喉のどをひきつらせるようにして、エイジャは叫んだ。

「ナタ！」





「古き七支族の血を借りて、汝の兵器は四宝剣の六番目の双子に乞い願う」

「其そは両儀なり四象なり、八はつ卦けを連ね巡り結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　少女の叫びは、新たな鬼宝を起動した。

　くるくると回る剣が、少女の身体の前面へと飛び出す。その軌き跡せきに重なって、ひとりでにもう一いつ対ついの剣も飛び出して、現代科学の暴力から主人を守らんと、半球形の光の結界を形成した。

　陰いん陽よう剣けん──火か尖せん槍そうと対をなす、守護の剣。

　それでも、吹ふき飛ばされた。

　鬼宝による結界は、確かにミサイルの直ちよく撃げきを受け止めた。しかし、続けて炸さく裂れつする爆発によって結界ごと弾はじき飛ばされるのは、食い止められなかったのだ。さすがにナタは鬼仙であり、またエイジャはアスファルトの破は片へんを飛び移ることで、実質的な被ひ害がいは回かい避ひしたものの、すぐさま反はん撃げきに移れる体勢にはなかった。

「……な……に……！」

「ああ、良かった。本当に鬼宝ってのはすげえな。正直ちょっとびびってた」

　あちこちが燃える市街の中央で、動転したエイジャへと、少年が嘯うそぶく。

「貴様は……何を……した……？」

「大したこっちゃないよ」

　ひらひらと手を振ふって、少年が苦く笑しようした。

「近くまで秘ひ密みつ裏りに来てた、原子力潜せん水すい艦かんを借りただけ。リコが言うには、ちょっと半日借りるだけなのに、丸一隻せきつくれる額を要求されたとさ。あんましよく覚えてないけど、千億だか二千億だかだっけ。あと、二重帳ちよう簿ぼの作成料込みで、ミサイルが一発十億だと。馬ば鹿かみたいな値段だったけれど、この距きよ離りで俺を吹き飛ばさないんだから、最新技術って凄すごいよな。ＧＰＳ計測と組み合わせて、爆ばく風ふうを数十センチ単位で調節することが可能なんだってさ。いや目の前で見て、やっぱり死ぬかと思ったけど」

　笑って、トンデモナイ言葉を続ける。

　ゆっくりと手を広げて、余波で崩ほう壊かいした周囲の土地を示してみせた。

「それに、このへんの土地とそこのガススタンドも買い占しめて、国道の回避案を提出させてる。一部事後承しよう諾だくになる分、上乗せして四百億ぐらいだったかな。報道やら防空網もうやらの圧力や口くち封ふうじにもいろいろかかってるらしいけれど、比べればそっちはおつりみたいなもんらしい」

　淡たん々たんと語る少年は、まるで別人のようだった。

　ナタの変へん貌ぼうとは、違う。

　少女のそれが仮面をつけるような変化なら、少年のそれは仮面を剝はがれたような変化。本来こうだったのだと言わんばかりの、ひどく自然で、板に付いた仕草。

「人間は吸血鬼にかなわないとか言ったよな」

　少年が、さらに言う。

「んなもん、当たり前だ。武器なしの人間なんざ犬っころにも勝てやしねえ。威い張ばるんだったら、人間さまの武器をありったけぶちこまれてから、威張ってみろ」

「……貴様は……なんだ？」

「戌見馳郎」

　と、少年が親指で胸を叩たたいた。

「だけどな……縁えんがあって、白翁っておっさんの遺産を引き継つがせてもらってんだ」

　白翁。

　その名に、吸血鬼が息を止めた。

　彼にも、心当たりがあったのだ。いいや、以前自分自身が言っていたではないか。鬼仙と人間の間を橋はし渡わたしして、暴利を得ている人間が存在すると。

「貴様は……」

　エイジャの呻うめきに、少年はうなずく。

「今日、相続を決定した。……たった今から、俺が白翁だ」




　　　　＊




　それは、失われた時間だ。

　戌見馳郎にとって最も重大で、最も忘れがたい時間。




　──『なんだよ、おっさん！　どういうことだよこれ！』

　──『どういうことも何も、そのまんまだよ。だって言っただろう。全財産を賭かけると』




　病院のベッドで、あの男は笑っていた。

　今思えば、凄すさまじい精神力の賜たま物ものだ。建物の崩ほう落らくで多くの内臓をやられ、皮ひ膚ふの六割方が炎ほのおでやられていたはずだ。手の施ほどこしようがないという医者の判断を受けて、ほんの少しの間だけ意識を取り戻もどした男は、その時間を馳郎との会談にあてたのだ。




　──『私はあの火災で助かる方に賭けた。君は助からない方に賭けた』

　──『そして君にとってはポケットの千円が全財産で、私にとっては世界の各所に散らばらせた資金が全財産だっただけだ。残念ながら私は助からないみたいだからね、賭けは君の勝ちだ。おめでとう』




　そんな言い分で、男はすべての財産を少年に託たくした。

　あげく、「資産の管理人は君の妹として戸こ籍せきに登録してある。仲良くしてやってくれ」などと言って、リコのことまで紹しよう介かいして。当時の少年にしてみれば、何もかもが青せい天てんの霹へき靂れきで、死にゆく男の遺志を曲げることもかなわなかった。

　ただ、負けた負けたと呟つぶやいていた男の顔が、妙みように晴れやかだったことだけは覚えている。




　ああ。

　結局のところ、話は単純。

　少年とかわした約束賭けを──その男は、愚ぐ直ちよくに守ったのだという話。




　　　　＊




（……そうか）

　意識ともいえぬ意識で、ナタは思う。

　かつて、ああもかたくなに馳郎が話していた理由が、やっと分かったからだ。




　──『いつもいつも、自分にはどうしようもないことばかりで引っかき回されてさ。奪うばわれるものは片かた端はしから奪われて、そのくせ、向こうから頼たのみもしないものばかり押しつけてきて』

　──『なんか、そんなのってたまんないだろ。自分でも決められることはあるんだって、そう言い張りたくもなるじゃねえか』




　少しだけ、違い和わ感かんがあったのだ。

　ナタの知る馳郎なら、それでも妹に寂さびしい思いをさせるよりは、自分の意地を吞のみ込む方を選ぶのではないかと。

　でも、そうなった理由は簡単だった。

　押しつけられたものが、あまりにも巨大だったから。

「そこらの小国ならまとめて買い取れるレベルの資産だとか、世界中に張り巡めぐらされたコネクションだとか、世界の最新技術より二世代は進んだテクノロジーだとか、そんなのはどうでも良かったんだ。あのおっさんの遺ゆい言ごんをみんなが諦あきらめて、俺に引き継がせるのなんてどうでもよくなってしまうまで、俺はずっと放ほうっておくつもりだったんだ」

　うつむいて、少年は言う。

（……まるで、レガリアだな）

　と、ナタは思った。

　王の証レガリアと呼んでなんら差し支つかえないほどの、膨ぼう大だいなる遺産。

　だからこそ、少年はあんなにケチケチとして、一銭も受け取らずに生活していたのだろう。あまりにも膨大すぎる資産に、『これこそお前の失ってきたものの代だい償しようだ』と、そう言われるみたいなのが、きっと気にくわなかったのだ。

（本当に……本当に意地っぱりな馬鹿だな……キミは）

　へそを曲げた顔までが、少女にははっきりと想像できて、愛いとおしかった。

　そして──ひどく申し訳なかった。

　ずっと彼が張っていた意地を、自分がすべて壊こわしてしまったのだと、そう気づいたから。

「貴様は……そこまでして……何のために、何をしにきた」

　かすかに嗄しわがれた声で、エイジャが訊きく。

「そんなの、決まってるだろ」

　少年は、はっきりと言った。

　困ったような顔で、唇くちびるを歪ゆがめる。

「千円貰もらったから、ナタを助けに来たんだよ」

「……千円？」

　黒くろ猫ねこは、茫ぼう然ぜんと呟いた。

「……千円？」

　もう一度、信じられないように呟く。

　地面を踏ふみしめた足が、ぐらりとよろけた。急に重力の存在を信じられなくなったというようであった。

「……その千円のために、お前は何千億使った？　冗じよう談だんにもならんぞ」

「千円が全財産かもしれねえだろ。逆にこっちの何千億は全財産でも何でもねえ。だったら、そのふたつは一いつ緒しよだよ」

「…………」

　エイジャは、長く沈ちん黙もくした。

　分からなかったのだ。

　この少年のことが本気で分からなかった。もとよりおかしな相手だとは思っていたし、自分とは相あい容いれない相手だとも考えていた。だが、今回の問答はあまりに決定的だった。

　まったくの、未知の思考。

　ある意味で、いかなる不死属性や鬼宝よりも恐おそろしい、その精神こころ。

　だからこそ──エイジャは、初めて恐きよう怖ふした。

　本能的な恐怖が、彼をつきうごかした。

　唸うなり、吼ほえた。

「ナタ！　全力を許す！」

「っ──！」

　少女の身体からだは、自動的に黒猫の命令に従った。




「──古き七支族の血を借りて、汝なんじの兵器は、蓮れん華げの化け身しんたる我が身に乞こい願ねがう」




　ふわりと浮ういた少女の足元に、ごおごおと回転する炎の車輪が生まれる。

　鬼宝・風ふう火か輪りん。

　左手にはさきほどの陰いん陽よう剣けんが、右手には火か尖せん槍そうが、腰こしに混こん元てん綾りよう、両手の手首に乾けん坤こん圏けんが生まれた。さらに背中には巨きよ大だいな竜りゆうを模した籠かご・九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうが吊つり下げられ、少女の姿を一変させていた。

　今こそ、少女は兵器であった。

　名だたる鬼宝に身を包む、真なる鬼仙兵器。

　幾いく多たの鬼仙を微み塵じんに滅ほろぼし、引き裂さいてきた破は壊かいの女め神がみよ。

　その手に握にぎった火か尖せん槍そうが、猛もう烈れつな炎を渦うず巻まかせた。




「蒼そう天てん断たち切り烈れつ日じつ灼やき落とせ、火尖槍！」




　鋭するどい槍の穂ほ先さきから、一直線に伸のびた炎えん刃じんが少年をとらえる。

　寸前、馳郎の手が伸びた。

「〈カエアン〉！」

『イエス、マスター！　要リク請エス起ト・動ブート。防性プログラム０７──〈コキュートス〉』

　ジャケットの袖そでから、凄まじい量の冷れい凍とうガスが噴ふん射しやされたのだ。

　その冷凍ガスを全身に纏まとい、むしろ炎に飛び込むようにして、馳郎が突とつ進しんする。

　結果として、最低限の火傷やけどだけを負った状態で、少年の身体は鬼宝の炎から抜ぬけた。

「っつあああああ！」

　肌はだをひきつらせる火傷に、馳郎は叫さけんで耐たえた。

　五ご火か神しん焰えん扇せんの炎から身を守ったのも、この冷凍ガスによるものだった。〈カエアン〉の内側に蓄たくわえた量だけでは不安だったため、最初から少年の足元の地面にも仕込んでいたのが功を奏したらしい。

　もしも、〈カエアン〉に仕込んだだけだったら、この火か尖せん槍そうは耐えきれなかったろう。

「ナタ、乾けん坤こん圏けんを！」

　エイジャの声に、ナタの手がさらに動く。




「陰いん陽よう、万ばん刃じん、一いつ切さい断ち切れ、乾坤圏」




　先の戦せん闘とうで、蓮リヤ花ンフアの鬼宝・彗すい星せい錘すいすら両断した金属輪。

　それを見て、少年は微び苦く笑しようした。

　走り来る彼の囁ささやきを、ナタは確かに聞いた。

「俺はさ、嫌いやだったんだよ。あのおっさんの遺産が」

（……だろうね）

　と、胸の内で、ナタはうなずく。

　この少年が喜んで遺産を受け取ってるところなんて、まったく想像できない。タイムセールのチラシでも見て、ぶうぶう言いながら米や味み噌そを担かついだり、卵を買いあさってる方がよほど似合ってる。そんな少年の姿を気に入っていたことに、今いま更さらナタは気がついた。

「だけど、来たぞ」

　転がって、乾けん坤こん圏けんをかわしながら、少年は言う。

　回かい避ひされた乾けん坤こん圏けんはすぐさま反転して、再び少年を追った。いくら〈カエアン〉がサポートしているといっても、その攻こう撃げきを避よけ続けるのは不可能だ。くわえて、乱発される鬼宝によって氣チイを吸われ続けているのも、致ち命めい的てきだった。

　それでも必死に避け、間合いを詰つめながら、馳郎は叫ぶ。

「俺は来たぞ！　お前は、どうしてほしいんだ！　ナタ！」

「………」

「してほしいことがあるなら、俺に言え！」

「…………っ」

　唯ゆい一いつ、少女の自由な唇が、揺ゆれた。

　何度か拒こばむみたいに震ふるえて、やがてその隙すき間まから、小さな声があがった。

「……って、ほしいよ」

　それは、ひとりで呟いていた言葉。

　何百年もの間、ずっと見ないふりをしてきた、儚はかない願い。

　やっと、聞いてもらえる──伝えられる言葉。

「守って、ほしいよ」

　言った。

　言えた。

　その身体は少年を殺すため、乾けん坤こん圏けんを操作しつつ。

　その顔は、今にも泣き出してしまいそうに、ぐちゃぐちゃに歪んで。

　だけど一番柔やわらかいところを差し出すようにして、少女は確かにこう口にしたのだ。

「私は、キミに守られたいよ。馳郎」

「……ああ」

　少年が、うなずく。

「だったら、大だい丈じよう夫ぶ、だ」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめ、立ち上がる。

　そのために諦めたことに──受け入れたものに、一いつ瞬しゆんだけ思いを馳はせて。

「大丈夫だ！　俺はボディガードなんだから！　絶対に、絶対に守ってやるから！」

　空に、噴ふん射しや炎えんの光が瞬またたいた。

　その正体に、エイジャの喉のどが干ひ上あがった。

「また……ミサイルだと！」

　信じられない。

　今度は、間ま違ちがいなく馳郎も巻き込むはずだ。

　鬼仙であるナタやエイジャはともかく、人間の馳郎は即そく死しだ。だから、そんな馬ば鹿かげた行動には打って出ないだろうと思っていた。なのに、この少年は何なのか。

　何もかも自分の想像を超こえてくる少年の思考を相手に、エイジャは混乱していた。

「ナタ！　あっちを潰つぶせ！」

　悲鳴のごときエイジャの声に、ナタの鬼宝が応じた。

　今にも少年の身体を断ち切らんとしていた金属輪が、寸前で反転し、空中のミサイルへと曲折する。たやすく切り裂かれた弾体は、小さな爆ばく発はつを起こして、夜空に散った。

　その、意外なまでに小規模な爆発を見て、エイジャは呻うめいた。

「……贋物フエイク!?」

　呻きが、途と切ぎれるよりも早く。

　はたして少年の身体が、ナタの懐ふところへと飛び込む。




　　　　＊




　今回の発想は、馳郎のものではない。

　ナタの防ぼう御ぎよ能力を予測し、ミサイルという案を提示したのは〈カエアン〉だった。




　──『さきほどの戦闘結果と、ミス・蓮リヤ花ンフア、ミスタ・少シヤ影オインの情報を付き合わせると、ミス・ナタの戦力は最さい新しん鋭えいの重戦車を凌りよう駕がすると考えられます。だとすれば、現代兵器でこれを貫かん通つうするためには、重戦車主しゆ砲ほうないし戦せん艦かんの副ふく砲ほうレベル以上を要求されます』

　──『しかし、このどちらもミスタ・エイジャとミス・ナタに発見されず、射程範はん囲いまで近づくのは困難です。このため、当方は第三の手を提案します』




　あくまで機械ならではの、人間の耐たい久きゆう性や現実性を無視した、馬鹿げた提案。

　その馬鹿げた提案を、少年は受け入れた。

　リコの話から少年の素す性じようを知り、その流れを隣となりで聞いていた蓮リヤ花ンフアは、本当に呆あきれたようにため息をついたものだ。




　──『あんた、本当に馬鹿なの』

　──『せっかく死なずにすんだのに、今度こそ死ぬつもり？』




　それも、当たり前だろう。

　どう考えても正気の沙さ汰たではない。

　だけど、少年はただ困ったように笑ったのだ。




　──『だって、約束したんだもんよ』

　──『あいつを守るんだって』




　　　　＊




「お前は……なんだ！」

　再び、戦せん慄りつとともにエイジャが問う。

　もはや、少年は目前。陰陽剣の結界で弾はじき飛ばせる距きよ離りよりも近い。

「ただの、人間だよ！」

　ナタへと突進しながら、馳郎は叫んだ。

「ただの人間だから、できるんだよ！　吸きゆう血けつ鬼きじゃ絶対に勝てねえっつうなら、ただの人間ならなんとかなるんだろうがあっ！」

　猛たける。

　吼ほえる。

　もちろん、ただのハッタリだ。

　さきほどから凌しのいではいるが、ナタの鬼き宝ほうはいずれも圧あつ倒とう的。冷凍ガスにしろミサイルにしろ、単に数秒ずつ、馳郎の死を引き延ばしているに過ぎない。

　だけど。

　だから。

　その先を──自らが、補う。

「〈カエアン〉、仕掛マニピけ腕ユレータ結合！」

　馳郎の手に、三本の仕掛マニピけ腕ユレータがまとわりつく。変形する。

　新たなカタチに合わせて装そう甲こうが移動。いくつもの人工筋肉がより効率的に再配置され、ひとつの巨きよ大だいな機械腕と化す。

　一式・特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アーム。

「おおおおおおあああああああああああああああああああああっ！」

　紫し電でんを纏まとい、〈七鍵勅書〉を身につけたエイジャへ向かって、巨腕が霞かすんだ。

　その理り屈くつは杭打パイルち機バンカーと同様。強大な電磁力によって強化された一いち撃げきは、すなわち電レー磁ルガ砲ンの威い力りよくをもって、立ちふさがるすべてを粉ふん砕さいする。

　馳郎と〈カエアン〉の持ちうる、最大の切ジョりーカ札ー！




　──なのに。




　だというのに。

　射出される寸前で、その拳は止まっていた。

「馳……郎……？」

　拳の狙ねらい澄すました射線上で、少女が囁く。

　エイジャと少年の間に、ナタの身体からだが割り込んでいたのだ。

「──そいつごと殴なぐればよかったのにな。多分、この姿のオレぐらいなら、ついでで殺せたぞ？」

　エイジャが、笑う。

「殴れるわけ……ねえだろ」

　苦く悶もんのように、馳郎の唇くちびるからこぼれる。

「守るって言った女の子を……殴れるわけねえだろ……」

　踏ふみとどまった少年は、自分の方が泣いてるようだった。

　隙すきをついて、エイジャを拾ったナタが、大きく後方へと跳とぶ。

　左手でエイジャを抱だき寄せ、右手がずっと背負っていた巨大な籠かごを摑つかんだ。

　鬼宝・九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう。

　その〈力〉までは分からぬが、おそらく起動されれば、馳郎に打開する手はあるまい。ひたすら仕掛けてきた反則技も、いいかげん種切れだ。
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　ここまで追いすがっておいて、何もできない。

　もう、少女に殺されるのを待つしかない。

　その頭上から、彗星が落ちた。




「──黒曜喰らいて拉ひしぎ潰せ、彗すい星せい錘すい！」




　ナタの死角から、超ちよう重量の黒球が襲おそいかかったのだ。

　これは完全な奇き襲しゆうで、さしものナタも鬼宝から手を離はなさざるを得なかった。とっさに回かい避ひしながらも、黒球は二度、三度と乱らん舞ぶし、巨大なクレーターをつくりあげる。

　ついに四度目で体勢を崩くずされ、ナタとエイジャはバラバラにアスファルトを跳はねた。

「蓮リヤ花ンフア！　少シヤ影オイン！」

　少年が、茫ぼう然ぜんと口にした。

　そこに、真しん紅くのチャイナドレスを纏った鬼仙の少女が立っていたのだ。

「呼び捨てにしないでよ」

「……最低で最悪で鼻つまみもののゲロカスではありますが、なんとか事態を収しゆう拾しゆうできる可能性は見せていただきましたので、ほんの少し協力させていただきます。もっとも、ゲロカスがゲロカスであり、同じ場に立つだけで死にたくなってくる事実は変わりませんが」

　悪態をつきながら、少シヤ影オインもまた大地に種らしきものを放った。

　すぐさま、その地面から植物の根が湧わきあがり、ナタの動きを束そく縛ばくせんと殺さつ到とうする。

「火か尖せん槍そう！」

　咄とつ嗟さにナタが起動した火尖槍が、それらの植物を薙なぎ払はらった。

　対して蓮リヤ花ンフアは、少シヤ影オインを援えん護ごして、彗すい星せい錘すいを放つ。ふたりいる分だけ手数で勝まさり、傍はた目めにはナタを追い込んでるようにも見えた。

　しかし。

　ナタの起動できる鬼宝はひとつではない。──まして、吸血鬼を人間に戻もどすあの風を吹ふかせれば、たちまち形勢は逆転する。

　実際、ナタは火尖槍を振ふるいながら、〈力〉を振るうだけの氣チイを集めている。

　彼女の、不死属性を。

「ああ、もう！」

　苛いら立だたしげに唸うなり、蓮リヤ花ンフアがこちらへ振り向く。

「早くしなさい、馳郎！　あんた死ぬほど弱っちいんだから、せめて死なない程度に役に立ちなさいよ！」

「──は、上等！」

　その、彼女らしい言葉に、少年は思わず笑ってしまった。

　足に、力を込める。

　再び、走り出す。

　名前の通り、馳はせていく。

　ナタではなく──今の攻こう防ぼうで大きく離れた、エイジャへと！
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「っ……！」

　走ってくる馳郎を見て、エイジャはひとつの決心を固めた。

　使うまいと思っていた、自らの不死属性の解放。鬼宝など持たない彼にとって唯ゆい一いつの戦う手段だった。

　たちまち、エイジャの姿が変化していく。

　泥どろでもこねるかのように、水でも吸ったかのように、黒猫エイジヤの身体は膨ぼう張ちようする。足元の土とアスファルトがその材料に使われているのか、じゅるじゅるとその肉体へ吸い込まれていった。首元にかかっていた〈七鍵勅書〉は、そのまま胸むな元もとに取り込まれる。

　コンマ数秒の出来事だ。

　擬ぎ態たい中の、過か敏びんなほど強化された知覚には、世界がスローモーションのように感じる。

　馳郎の駆かけてくる姿を、エイジャははっきりと見た。

（ああ……来たか）

　なんとなく、そう思った。

　もう、この少年と出会うことはあるまいと思っていたのに、同時にこうして邂かい逅こうすることを予期していたような、矛む盾じゆんした感覚をエイジャは抱いだいていた。

　その間も、巨大な牙きばが盛り上がる。

　頭部にはねじくれた角が生え、両手からは鋼はがねも切り裂さく爪つめが伸のびた。

　盛り上がっていった身体は、虎とらに酷こく似じしていた。

　だが、現実にこんな獣けものは存在しない。

　二足歩行し、角を生やした、体高四メートル以上の虎など存在するはずもない。張りつめた筋肉は通常の獣の数倍に達し、まさに伝説上の魔ま獣じゆうに比すべき偉い容ようを獲かく得とくしていた。

「おおおおお……っ！」

　叫さけぶ馳郎との距離は、もはや数メートルばかり。

　同時に、心臓を刺さすかのような強きよう烈れつな痛みも、エイジャは感じていた。

　蓮リヤ花ンフアや少シヤ影オインと戦うことになったとき、自分の能力は鬼仙として底辺だから戦力として期待するな、とエイジャは言っていた。

　それも、噓うそではない。

　ひどく残念なことに、彼は強大な鬼仙ではなかった。

　一族の不死属性は引き継ついだものの、それを最大の〈力〉で振るえば、自分の身体の方に無理がくる。不死属性を扱あつかう才能はあっても、それに耐たえられるだけの身体器は与あたえられなかったのだ。

　だから、かつてエイジャがこれを使ったのは一度きり──

（──ああ、〈七鍵勅書〉を奪うばったときだったな）

　ぼんやりと、思う。

　自分の窮きゆう状じようを訴うつたえて、〈七鍵勅書〉を持つ支族に取り入り、門番を不意打ちする形で滅ほろぼした。素す性じようも不確かな自分を匿かくまったことを含ふくめ、お人ひと好よしの支族だったのは確かだろう。

　彼らを滅ぼしたことを、エイジャは後こう悔かいしてはいない。

　だけど、

（なんだ、その顔は──）

　少年の顔に、そう思った。

　何の迷いもなく、何のためらいもなく、こちらへ走ってくる少年の姿に思った。

　爪を振るう。

　それこそ戦車でも引き裂くほどの一撃を、馳郎は紙かみ一ひと重えで避よけた。

『自律オート起動・ブート！　軌き道どう予測プログラム０３──〈バタフライ〉』

　そんな機械音声が聞こえたのは、わずかに後のこと。

　少年の身体は、半ばジャケットに引っ張られるようにして、エイジャの続く攻こう撃げきを次々と避けていく。

（貴様、は──）

　恐おそれはある。怯おびえもある。

　だけど、けしてそれに負けていない。

　ただただ、一いち途ずなまでに向かってくる姿から、エイジャは目を離せない。

　──昔の自分は、こんな顔をしていただろうか。

「エイジャあああああああああっ！」

　少年が、吼ほえた。

　エイジャの振り落とした巨きよ腕わんを避け、その腕を蹴けって、高みへと跳んだ。

　空中で振りかぶった拳こぶしを、さらに高く突つき上げる。

「〈カエアン〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。──一式・特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アーム』

　すでに結合していた機械腕が、再び紫し電でんを纏った。

　もはや遮さえぎるものはない。攻撃を避けられたばかりのエイジャの体勢では、それを防ぐこともかなわぬ。




　電磁の砲ほう弾だんと化した少年の拳が──エイジャの身体からだと、胸元に取り込まれていた〈七鍵勅書〉を、文字通りに撃うち抜ぬいた。
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　結末は、一いつ瞬しゆんだった。

　エイジャが倒たおれるのと同時に、操あやつられていたナタもまた、がくりと前にのめった。

「……あ……っ」

　すんでで、踏みとどまる。

　そのまま、しばらく動かなかった。

　ミサイルの爆ばく撃げきや、彗星錘・火尖槍といった度たび重かさなる鬼き宝ほうの乱らん撃げきで、国道はすっかりクレーターだらけになっている。半はん壊かいしたガススタンドもいまだに炎ほのおをくすぶらせており、まったく日本とは信じられない光景だ。

　そんな景色の中、蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインは緊きん張ちようを解かず、少女を見守っている。

　やがて──少女が、ゆっくりと顔をあげた。

「……あ、あ」

　こぼれるように、息をつく。

　断続的なそれが、肺の底まで染しみ渡わたりそうな深呼吸へと変わり、やっとナタは呟つぶやいた。

「……ああ、やっと、息ができるよ」

　それを聞いてから、蓮リヤ花ンフアが切り出す。

「おめでとうと言っておくわ。一応訊きくけど、まだあたしたちとやりあう？」

「……いいや。御ご免めん被こうむるよ。それと、迷めい惑わくをかけたことを謝罪しよう。すまなかった」

　いつもの調子で、ナタはかぶりを振った。

　それから、たどたどしい足取りでひびわれたアスファルトを踏ふみ、少年へ歩み寄った。

「ナタ」

　と、相手の方から振り返ってきた。

「世話をかけたね、馳郎」

「千円、もらったからな」

　煤すすのついた顔で、馳郎が頰ほおを搔かく。

　よく見なくても、少年は傷だらけだった。

　特とく殊しゆ繊せん維いでつくられたはずのジャケットはあちこちが切り裂かれ、血ち塗まみれになっている。冷れい凍とうガスで防いだとはいえ、軽い火傷やけどは身体中に負っており、内出血で変色した場所も数え切れない。おそらく、あばら骨の何本かはひびが入ったままだろう。

　それでも……両足で立っていた。

　ボディガードが倒れるわけにはいかないと、そんな意地だけで立っているのが嫌いやでも伝わった。

　だから、ナタはそのことに触ふれない。

　道路に散らばったミサイルの破は片へんを、ちらりと見やる。

「結構、驚おどろいたぞ。思ったよりキミは秘密主義だったんだな」

　少年は、ふんと鼻を鳴らす。

「ナタだってそうだろ」

「……うん、その通りだな」

　と、ナタは笑った。

　その透とう明めいな笑え顔がおを見たのが、ずいぶん久しぶりなように、馳郎は思った。

　きちんと考えてみれば、ほんの半日ぶりかその程度のはずなのに、まるで半年以上離はなれていたように思えた。

「ありがとう」

　と、少女がもう一度言った。

　それだけで、胸が詰つまってしまいそうだった。

「これと、話をさせてくれるかな？」

「ああ」

　馳郎が、ちょっとだけ身を退く。

　少年の拳に撃ち抜かれたエイジャは、動画の巻き戻もどしのように、黒猫の姿に戻っていた。長く黒猫でいたために、人間の姿よりこちらの方が定着してるのかもしれなかった。

「……エイジャ」

　話しかけても、黒くろ猫ねこはすぐには答えなかった。

「別に答えてくれなくてもいい。だけどキミ、なんで無む理り矢や理り私を操ろうとしたんだ？」

「…………」

「やっぱり、キミの支族を滅ぼした私が許せなかったかい？　だけど、キミが普ふ通つうに頼たのんでくれれば、私は協力した気がするよ」

　やはり、黒猫は答えない。

　横よこ倒だおしになったまま、細い呼吸だけを繰くり返している。

　そんな相手にナタが困ったように微び苦く笑しようし、代わりに馳郎が問いかけたのだ。

「どうして、あんたとナタは逃にげ回ってたんだ？」

「……どうして、だと？」

　これはやっと答えが返り、黒猫の瞳ひとみがぎょろりと動いた。

「だって、そうだろう。本当に〈七鍵勅書〉が欲しかったなら、逃げ回る必要はなかったはずだ。それなりに準備のできたところで、迎むかえ撃ったほうが効率がいい。もしも失敗してナタが死んだとしても、あんたは構わなかったはずだぞ」

　エイジャが、沈ちん黙もくする。

　さきほどの沈黙とは、少し性質が違ちがっていた。

　何か、大事なことを考えるような──逆に考えないように目をそむけるような──そんな沈黙だった。

「ひょっとしたら……だけどさ」

　馳郎が、言う。

「ひょっとしたらさ……あんたは……ナタとの旅が、楽しかったんじゃないのか？」
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　──エイジャは、夢うつつに思い出す。




　それは、彼が〈七鍵勅書〉を手に入れた後のことだ。

　血みどろのまま、倒れ込むように侵しん入にゆうした洞どう窟くつで、水すい晶しように埋うまったひとりの少女に出会ったときのこと。

　決定的なのは、その少女を見た一瞬だった。

　その一瞬、彼は憎にくしみを忘れた。数百年燃え盛っていた復ふく讐しゆうの炎を忘れた。時の彼方かなたで滅ぼされた同族の悲しみを忘れた。

　ほんの、数秒のことである。




　──同どう胞ほうを殺したバケモノに見み惚とれたなどと、到とう底てい認められなかった彼が、自らの片目を潰つぶしたときのこと。
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　そして、今。

「……そうかもな」

　と、エイジャは、不快そうに口にした。

　この半年の旅のことを──バケモノと呼んだ少女との時間が、少なくとも嫌きらいではなかったのだと、それだけは認めた。

「そっか」

　馳郎が柔やわらかく笑う。

「だったら、あんたは……」

「はいはい、どいてどいて」

　そんな話をしていたところで、押しのけるようにチャイナドレスが割り込んできた。

　蓮リヤ花ンフアが、割って入ったのである。

「愁しゆう嘆たん場ばはいいけど、お仕事はお仕事。きっちりかっちりあんたを送そう還かんして、うちの支族の裁きにかけるからね？　悪いけれど、あんたの罪状だと滅ほろびは免まぬかれないわよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ蓮リヤ花ンフア。こう、もう少しなんか──」

　慌あわてて馳郎が取りなすも、蓮リヤ花ンフアはひとつ鼻を鳴らしたきりだ。

「もう少しも何もないわよ。こいつがやったことは分かってるんでしょ！」

「でも、それは──」

　何かひとつでも好材料がないかと、馳郎は必死に考えた。

　だって、そんなのはあんまりだ。

　少年は、なんとなくこの黒猫を気に入っていたのである。

　たとえ裏切られたとしても、これまでの罪は極きよつ刑けいに値あたいするとしても、それでも死んでしまうなんて受け入れられなかった。自分が出来ることで、それこそ白翁の遺産でもいいから、何かしらエイジャを減げん刑けいできるような要素はないかと、がむしゃらに思案した。

　助け船は、意外なところから入った。

「なら、残念だがもう無理だ」

　と、黒猫自身が口を開いたのである。

「ん？　何言ってんのあんた？　抵てい抗こうすんならここで滅ぼしてもいいんだからね」

「オレは、もうここにいない」

　にやりと黒猫が笑った──ように見えた。

　どろり、とその身体が溶とけたのだ。

　みるみるうちにアスファルトに広がり、その肉体は泥でい濘ねいと化した。いくら見ていてもぴくりとも動かない、ただの汚お泥でいしか残されていなかった。

　後に残された蓮リヤ花ンフアが、血相を変えた。

「こ、これ、ひょっとして分体!?」

　今まで聞いたこともない素すっ頓とん狂きような声で、少女が叫さけぶ。

「じゃ、じゃあ……あいつの不死属性で、核かくの部分だけどっか逃げて……擬ぎ態たいの分身だけ残していた……とか……？　そんな……その……そんなのって……」

「……お嬢じよう様さま」

　冷たく、少シヤ影オインの言葉が少女を刺さす。

「これは……糞くそお嬢様の糞失態と取ってよろしいですか？」

「あっ……」

「ほう」

　ちょうど同じぐらいのタイミングで、馳郎とナタも事態を悟さとった。

　顔を見合わせて、ふたりがぷっと噴ふき出す。すぐにそれは、どちらも腹まで抱かかえるような笑い声となった。ふたりともがこれほど盛大に笑うのは、出会ってから初めてのことかもしれなかった。




「て、ていうか、あんたも同罪じゃないのよっ！　ちょっと馳郎！　ナタ！　あんたらも笑ってないで捜さがしなさいよ！　手伝いなさいよ馬ば鹿かーっ！」




　少女の悲鳴とその笑い声が絡からみ合って。

　朝焼け間近な黄坂市の空の、遥はるか彼方まで響ひびいたのであった。







　終章







　戌いぬ見み馳はせ郎ろうが目を覚ましたのは、薄うす暗ぐらい部屋の中だった。

　ごちゃごちゃと、書類や筆記具が散らかり放題の室内。入り口に〈戌見ＣＰサービス〉の看板を掲かかげた、〈たまゆら荘そう〉の一室。

　ぼんやりと寝ねぼけ眼まなこで、少年が首を回す。

　さっきからずっと、けたたましく目覚まし時計が鳴り響いているのだった。

「おい、ナタ。目覚まし──」

　言いかけて、口を閉とざした。

　部屋には、自分以外誰だれもいなかったからだ。

　ナタが、蓮リヤ花ンフアに連れられていったのを思い出す。封ふう印いんに戻もどさないよう、白はく翁おうの権限を使って働きかけているが、まだどんな結果が出たのかは馳郎も知らない。いっそ蓮リヤ花ンフアに引き渡わたさず、全面抗こう戦せんに打って出ることも考えたが、ここは素す直なおに従ったほうがいいだろうというのが、蓮リヤ花ンフアはもとよりナタ本人の主張だった。

　だから、少年はひとつため息をついて、自分で目覚ましを止める。

　それから、トーストを焼き、目玉焼きをつくった。

　どちらも賞味期限ギリギリの品だ。お安く買えるのはありがたいが、ちょっと食事のスケジュールがずれると、胃に負担をかけることとなる。すぐにいい匂においが部屋にたちこめ、トーストの上に目玉焼きをのせて、馳郎はテーブルに着いた。

「いただきます」

　と、これもひとりで手を合わせる。

　事件からは、すでに一週間が経過していた。ナタが少年と一いつ緒しよに過ごした時間はたかだか十日かそこらだったのだし、もう元の生活に慣れてもいい頃ころだろう。

　いままでだって、依い頼らい人がしばらく泊とまり込むぐらいのことはままあった。

　今回も、その延長上の出来事にすぎない。

　そのはずだ。

　だというのに、少年はどこか違い和わ感かんを覚えずにいられなかった。

『マスター、表に客が来たようです』

「ん、おお」

〈カエアン〉の言葉で、少年は外へ出た。

　すぐ、その目が何度も瞬まばたきした。

〈たまゆら荘〉の正面に、優美なストレッチリムジンが乗り付けていたのだ。そのリムジンから、だぶだぶの白衣を纏まとって降りてきた少女の名を、馳郎は茫ぼう然ぜんと呼んだものである。

「リコ……！」

「あ、お兄ちゃん。もう具合いいの？」

　ふわりと、艶つややかに笑ったのは、馳郎の妹──と戸こ籍せき上はなっている白翁の遺産管理人──リコだった。だぶついた白衣にポニーテール。眼鏡の端はしをちょんとつつき、こちらを向いて朗ほがらかに笑ってみせる。

「や、まあ、身体からだは全然平気だけど」

「ふう～ん。丸二日寝込んでたのは、どこの誰だったっけ？」

「う……っ！」

　少年が口ごもった。

　事件の直後、馳郎はものの見事に倒たおれていたのである。

　すぐ近くで、あれだけの鬼き宝ほうが乱発された以上、氣チイが収しゆう奪だつされているのも当然で、むしろそれだけの被ひ害がいですんだのが幸運なぐらいだった。ひょっとすると、先の戦いである程度の耐たい性せいがついたのかもしれない。

「って、なんでそんなこと」

「〈カエアン〉からデータを収集したもん」

　しれっと、妹は答えたものである。

「て、てめえ、余計なことを！」

『マスター、私の責任ではありません。リコ様が管アドミ理ニスト者レーター権限を使われたものですから』

　ジャケットのあちこちを引っ張られながらも、〈カエアン〉は平然と抗こう弁べんする。

　もとより、〈カエアン〉の主任設計者はこのリコなのだ。わずか七歳の頃に次世代型人工知能の基本設計を提示していた天才少女は、それゆえに先代の白翁に見込まれて、人工知能を併へい用ようした資産管理人として育てられたものである。

　表向きは兄きよう妹だいという関係ではあるが、いろんな意味で少年の頭があがらぬ相手だった。

「でも、なんで急に」

「だって報告も必要でしょ。ほら、来なさいってば」

　少しの間抵抗していたが、やがて渋々と、見覚えのある真しん紅くのチャイナドレスの少女が降りてきた。

　こちらは、蓮リヤ花ンフアであった。

「ほえ？　なんでリコが蓮リヤ花ンフアを？」

「この子、しばらく中ちゆう華か街がいに住まわせることにしたから」

「はいぃ!?　なんでぇ!?」

　思わず、大声をあげてしまう馳郎である。

　妹とチャイナドレスの少女をしばらく指差し確かく認にんするみたいにしていたが、やがて耐たえかねたように蓮リヤ花ンフアの方から口を開いた。

「あ、あたしはこんな街にいるの、絶対嫌いやなんだけど……」

「嫌でも、まっすぐ一族のところに帰るわけにいかないでしょ。だってお兄ちゃんはもう白翁なんだもの。それを傷つけておいて、黙だまって帰らせるほどリコも一族も甘くないよ？」

　ことりと首を傾かしげて、リコが追及する。

「しかも、わざわざ日本まで来たくせに、結局主犯エイジヤを逃にがしたんだよね」

「う！」

「大切な〈七鍵勅書〉も壊こわしたんだよね」

「ああ──っ！　それ壊したのはこいつなのに！」

　蓮リヤ花ンフアがのたうちまわる。

　仮にも鬼仙のお嬢様であることを考えれば、あまりに哀あわれな境きよう遇ぐうともいえた。

　とはいえ、振ふり回された馳郎の側としてはほんの少し愉ゆ快かいで、ついついほくそ笑えまずにはいられなかった。

「少シヤ影オインさんはその報告とかで一いつ旦たん支族のところに戻ってもらってるところ。ミサイルとか土地買収の後始末はだいたい終わったから、こっちも安心して」

「そっか。ありがと」

　素直に、少年は礼を言う。

　白翁を継ついだなどと言っても、実際のところほとんどはこの妹に任せきりなのが現状だ。馳郎の仕事は、リコや〈カエアン〉の出すプランから決定することぐらいしかない。

　そんなことを考えてると、

「お兄ちゃん」

　と、少女がこちらを覗のぞき込んでいた。

「あ……何？」

「言っておくけれど、大変なのはこれからだからね」

　念を押すように、少女は言う。

「……ああ」

　分かってる。

　少年が払はらった代だい償しようは、それだけ大きなものだ。

　世界各所に散らばった巨きよ額がくの資産を得るなんてことが、単なる遺産相続で済むはずがない。白翁にしろ白はく凰ほう六ろつ家けにしろ、表に出せないようなややこしい事情ばかりだ。おそらく少年の想像もつかないような苦難が、この先待ち受けていることだろう。

　だが。

　それでも、後こう悔かいしないと誓ちかったのだ。

　後悔しないと思えるから、あの祖父が残した遺産を受け入れたのだ。それこそが、自分の道をつくるための〈力〉になると信じて。

　だから、少しだけ爽さわやかな気分で、少年はうなずいた。

「……んー」

　と、リコが軽く目を細める。

「何だよ」

「リコとしてはいろいろ不満があるんだけど……お兄ちゃんが白翁を継いだ以上、ほかの六家にも認めさせなきゃいけないし、そうすると一いち概がいに悪い付き合いとも言えないんだよね……」

　その言葉が、馳郎の胸に触ふれた。

　はっと息を止めて、妹の顔をまじまじと見る。

「それって──」

「すぐ分かると思うから、まだ秘密」

　す、とリコは自分の唇くちびるに人差し指をおいた。

　そのまま白衣を翻ひるがえし、リコと蓮リヤ花ンフアは再びリムジンに乗って立ち去ったのだった。




　　　　＊




〈たまゆら荘そう〉から離はなれる途と中ちゆうで、リムジンのリコに電話がかかった。

「もしもし、戌見です」

　携けい帯たいの画面をプッシュして、リコが耳に当てる。

　すぐ、白衣の少女は面めん倒どうくさそうに、こう口にした。

「はい……ええ、戌見馳郎は白翁を受け継ぎました」

「っ──」

　その言葉に、隣となりに座った蓮リヤ花ンフアも、耳をそばだてた。

『なるほど、それはおめでたい』

　と、電話の向こうの相手はくつくつ喉のどを鳴らしたのだ。

　その声からは、年ねん齢れいの想像がつかない。かろうじて、落ち着いた物もの腰ごしからリコよりは年長者であろうと推察できるのみだ。

『そういえば新しい白翁殿どのは、巻き込んだのは鬼き仙せんの兵器じゃなく、自分の方だと言ったそうですが』

「……そんなことも、言ってたかもしれません」

『まあ、間ま違ちがいじゃないかな。白翁という土台がなければ、黄こう坂さか市しに鬼仙がやってくることもなかったろうし。いやはや、数百年も封印されていた鬼仙の兵器と、白翁の後こう継けい者しやの出会いとは、世の中には面白い偶然もあるものですよ』

「少し、訊きいてかまいませんか？」

『どうぞ』

　その返答に、リコは遠えん慮りよ無く乗った。

　突つき刺さすように、こう訊いたのだ。

「エイジャは、あなたが保護したんですか。いいえ、もともとあなたがこの街へ誘ゆう導どうした？　私か白凰六家の誰だれかが彼らと接せつ触しよくすることで、新しい機運が生まれることを見み越こして？」

『……さて』

　電話の向こうの声は、言葉を濁にごした。

　しかしこの場合、はっきりと否定しないこと自体が、ひとつの答えだった。

『ところで、知ってるかな？　あのナタとかいう少女、かつての鬼仙の世界では王だけに使用を許された兵器だったらしいよ。いうなれば、彼らにとっての王権のレガ象徴リアというところかな』

「何が言いたいんです？」

『いや、面白いと思っただけ。あの少年は鬼仙の兵器と白翁の権利、若くしてふたつもの王の権利を手に入れたことになるね。まさか現代でこんなおとぎ話を見ることになるとは思わなかった。ああ、なんにしても、白凰六家と鬼仙のコネクションはこれからますます重要度を増していくことになるだろうし、その中心にはしばらく新しい白翁と鬼仙の兵器が位置することになるんじゃないかな？』

「……そうなるでしょうね」

　リコも認める。

　かすかに、電話の向こうの声が、笑みを含ふくんだ。

『新しい白翁殿には、遅おそからずご挨あい拶さつしましょう。それでは』

　それきりで、電話は切れた。

　ややふてくされた感じのリコに、蓮リヤ花ンフアが尋たずねる。

「今の、白凰六家のどこか？」

「うん」

　うなずいて、リコは白衣の袖そでをだぶつかせ、ぷうとふてくされる。

「早さつ速そく嗅かぎつけてたのか、もともと関かん与よしてたのか、ホントこの一族仲悪いしたまんない。先代様も問題ばっかり残してるし」

「人間も面倒くさいのね」

　蓮リヤ花ンフアは、ほんの少し同情するようにチャイナドレスの肩かたをすくめた。

　運転席の薄うす墨ずみは、知ってか知らずか、ただ運転に集中するばかりだ。

　それから、

「本当にね。お兄ちゃん」

　と、リコがため息をつく。

「──大変なのは、これからなんだよ」

　少年に告げたのと同じ言葉を口にして、少女の瞳ひとみは、遠い空を見つめていたのだった。




　　　　＊




　昼休みには、いつもの連中が集まってきた。

　今回は、手て鞠まり先輩が飛行機よろしく両手を広げ、馳郎の教室へ突とつ撃げきしてきたものだ。

　あまりの速度に何人かの生徒は巻き込まれ、直ちよく撃げきされた七なな門かど正まさ紀きなど、早速教室の入り口で泡あわを吹ふいている始末である。

「おお、戌見後こう輩はい発見！　コスプレショーはまだか！　あたしのコスプレコレクションが火を噴ふく時を待ってるぞ！」

「待たないでください！　というかそんなものいつの間に集めたんですか！」

「一週間もあれば二十着はいける！　半分は既き製せい品ひんだが、半分はあたしの愛情を百二十％こめた手て縫ぬいの品だ！　今なら空だって飛べるとも！」

「ライダーでも観みててください！」

　そんなやりとりで、馳郎がぐるりと踵きびすを返す。

「あー、逃げるなー！」

「逃げますよそんなもん！」

　片手にお手製の弁当と水すい筒とうを持って、全速力で脱だつ出しゆつする。

　手鞠先輩の追つい跡せきを振り切るべく、何度か廊ろう下かを曲がり、渡わたり廊下をくぐって新校舎に辿たどり着いたところで、やっと息をついた。

　荒あらげた息とともに、苦く笑しようする。

　何も、変わってない。

　自分の事情は激しく変動しても、当たり前に世界はいつもの顔を崩くずさない。膨ぼう大だいな資産も、吸きゆう血けつ鬼きと呼ばれる仙せん人にんたちも、それを無条件に変えるにはあたらなかった。

　なんとなく、そのことが頼たのもしかった。

　同時に、少しだけ、以前よりマシに思えることもあった。

（千円ボディガード、多分続けていいんだよな……）

　そう、考えられるようになっていた。

　自分に、才能があるかどうかなんて、やっぱり分からない。白翁を受け継つぐことになった以上、余よ裕ゆうのある時間もなくなるかもしれない。けれど、それでも自分の信じることは続けていいのだと、その程度には前向きに捉とらえられる。

　それから、馳郎は階段をのぼっていった。

　今は、彼にも目的地があった。

　やがて辿り着いたのは、新校舎の屋上前の扉とびらだった。

「…………」

　ひどく、胸が高鳴った。

　痛いぐらいに切実で、深呼吸してから、ノブに手をかける。

　案の定、鍵かぎは開いていた。誰かさんが開けっぱなしにした後、誰も確かく認にんしてないのだろう。結構危ないから、後で注意しないとなとぼんやり思った。

　扉の向こうには、驚おどろくぐらい蒼あおい空が広がっていた。

　しかし、馳郎の目が吸い寄せられたのは、屋上に据すえ付けられた白い柵さくだ。

　そのすぐ近くで、ぴょこん、と白い帽ぼう子しが跳はねたのだ。

　犬の尻尾しつぽみたいに、感情表現する帽子だった。

　馳郎は、ただ笑えみを深くした。

「……やっぱ、ここにいたな」




「ん、見つかったか」




　くるりと振ふり返って、ナタが笑った。

　白い帽子を押さえ、歩み寄ってくる馳郎へ、少女は淡あわく笑った。

「あのリコだっけか。白翁の名前を使ってうまく交こう渉しようしてくれてな。白翁と蓮リヤ花ンフアの双そう方ほうが監かん視しすることを前提に、私の自由行動を許してくれるとさ」

「……そっか」

　少年も肩をすくめる。

　リコがああいう言い方をしたときから、当然予期はしていたが、こうして目の前にするとやはりほっとした。

　それから、気にしていたことを尋ねる。

「お前、エイジャが逃にげるの分かってただろ」

「……バレたか」

　しらばっくれることもなく、ナタはばつの悪い顔をしてみせた。

「そりゃバレるさ。だって、お前のしてた質問、なんで無む理り矢や理り操あやつったんだとか、どう考えてもエイジャが答えるはずのない時間稼かせぎだったろうが。操られてたのも、ホントは俺がエイジャをぶっ倒たおしてすぐに解けてたんじゃないのか？」

「そこはキミ、言わぬが花だよ」

　お茶目な感じで、ナタは片目をつむる。

　だから馳郎もそれ以上は突っ込まず、ただそっと少女の頭に手をおいたのだ。

「帽子……かぶっとけよ」

〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉に操られたとき、落としていった帽子だった。

　その帽子を少女がいつのまにか馳郎の部屋から回収していて、こうしてかぶっていてくれてることが、無む性しように少年は嬉うれしかった。

「──は、馳郎？　いつまで撫なでてるつもりだ？」

「え、あわ、わ！」

　ほとんど飛び退のくようにして、少年が離れる。

　そんな少年を見ながら、ナタは白い帽子をきゅっと引き下げた。帽子をつまんだその手まで、面白いぐらいに真っ赤になっていた。

　馳郎は気づかなかったが、その人差し指は、ほかよりちょっとだけ汚よごれていた。

　ちょうど誰かをこの屋上で待っている間、何度も床ゆかに渦うず巻まきを書いたような跡あとであった。

「な、なんだ……私からも、頼みがあったんだが」

「お、おお」

　何度となく、少年がうなずく。

「今言ったような事情で、私はしばらくこの街にいるし、生活のために就職活動中なわけだが……どうだ、もう一度助手を雇やとうつもりはないか？」

　精せい一いつ杯ぱいの勇気を絞しぼり出すように。

　帽子の隙すき間まから、少女ナタはそんなことを尋ねたのだ。




　──ああ。もちろん、少年ハセロウの答えなんて決まっているのだけれど。





〈了〉









　あとがき




　はじめまして。あるいはこんにちは。作者の三さん田だ誠まことといいます。ややこしいのですが、姓せいの読みは「さんだ」で、「みた」じゃなかったりします。どうぞよろしく。

　さて、新作『クロス×レガリア』のスタートです！　前々からやってみたかった──少し普ふ通つうとは違ちがいますが──吸きゆう血けつ鬼きものであり、千円ボディガードを自じ称しようする少年と、白い帽ぼう子しの少女ナタとの、ボーイミーツガールものです。

　そして、王の証レガリアの話でもあります。この世界とキャラクターたちを構築するため、絵師のゆーげんさんや設定考証の三み輪わ清きよ宗むねさん、前担当のＭさんと現担当のＩさんにはひとかたならずお世話になりました。

　次の巻もすぐ二ヶ月後、五月一日にはお目見えする予定です。

　よろしければ、そのときまたお会いしましょう。




　二〇一二年一月


菊きく地ち秀ひで行ゆきの『夜や叉しや姫き伝』を読みながら　
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